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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチリンクマルチビーム通信装置の方法であって、
　第1のワイヤレス通信リンクを介してデータを通信するステップと、
　前記第1のワイヤレス通信リンクを介して第2のワイヤレス通信リンク用のビーム情報を
通信するステップであって、前記ビーム情報がビーム切替えのための指定された時間を含
む、ステップと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記ビーム情報が、少なくとも1つのワイヤレス通信リンク用の少なくとも1つのビーム
が切り替えられていることを示す、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記ビーム情報が、ユーザ機器(UE)が別のビームまたはビーム方向に切り替えているこ
とを示す、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記ビーム情報が、ランダムアクセスチャネル(RACH)メッセージまたはスケジューリン
グ要求(SR)を含み、
　前記RACHメッセージまたは前記SRが、前記第2のワイヤレス通信リンク上のビーム障害
を示す、
　請求項1に記載の方法。
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【請求項５】
　前記ビーム情報が、前記第2のワイヤレス通信リンク上の障害イベントを示す、請求項1
に記載の方法。
【請求項６】
　前記ビーム情報が、ビーム切替えの確認を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記ビーム情報が、ビーム回復情報、新たなビームペアリング情報を送信するための表
示、好適なビームの表示、ビーム識別子、またはそれらの任意の組合せを含む、請求項1
に記載の方法。
【請求項８】
　前記第1のワイヤレス通信リンクを介して第1のトランスポートブロックを通信するステ
ップをさらに含み、
　前記第1のトランスポートブロックが、前記第2のワイヤレス通信リンクを介して通信さ
れる第2のトランスポートブロックから独立して処理される、
　請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　前記第1のトランスポートブロックのエラー処理が、前記第2のトランスポートブロック
のエラー処理から独立している、請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第1のトランスポートブロックの巡回冗長検査(CRC)処理が、前記第2のトランスポ
ートブロックのCRC処理から独立している、請求項8に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第1のトランスポートブロックの前記通信が、第1のビームを介し、
　前記第2のトランスポートブロックの前記通信が、第2のビームを介する、
　請求項8に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第2のワイヤレス通信リンクを介して通信するように構成される別の装置へ前記ビ
ーム情報を送信するステップ
　をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１３】
　マルチリンクマルチビーム通信のための装置であって、
　第1のワイヤレス通信リンクを介してデータを通信するための手段と、
　前記第1のワイヤレス通信リンクを介して第2のワイヤレス通信リンク用のビーム情報を
通信するための手段であって、前記ビーム情報がビーム切替えのための指定された時間を
含む、手段と
　を備える装置。
【請求項１４】
　コンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読記録媒体であって、前記コン
ピュータ実行可能コードが、コンピュータにより実行されたときに、前記コンピュータに
請求項1から12のうちのいずれか一項に記載の方法を実行させる、コンピュータ可読記録
媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
《関連出願の相互参照》
　本出願は、2016年8月22日に米国特許商標庁に出願した仮出願第62/378,137号、2017年1
月18日に米国特許商標庁に出願した仮出願第62/447,534号、および2017年7月25日に米国
特許商標庁に出願した非仮出願第15/659,598号の優先権および利益を主張し、それらの内
容全体が参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
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　本明細書で説明する様々な態様は、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、それに限定
されないが、独立リンク用のビーム情報に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信ネットワークは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、ブロードキ
ャストなどの様々な通信サービスを提供するために、広く展開されている。そのようなネ
ットワークは、通常、多元接続ネットワークであり、利用可能なネットワークリソースを
共有することによって複数のユーザ(ここで、たとえば、ユーザがユーザ機器、UEなどの
デバイスを使用する)のための通信をサポートする。
【０００４】
　UEは、複数の送信受信ポイント(TRP:transmit-receive point)によってサービスされ得
る。たとえば、多地点協調(CoMP:coordinate multi-point)技法は、UEが、異なるリンク
上で異なるTRP(たとえば、gノードBまたはeノードB)と通信することを可能にするために
、ジョイント送信または動的ポイント選択を使用する。したがって、デバイスが複数のリ
ンクを介して効果的に通信することを可能にする技法の必要がある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　以下は、本開示のいくつかの態様の基本的な理解をもたらすように、そのような態様の
簡略化された概要を提示する。本概要は、本開示のすべての企図された特徴の広範な概要
ではなく、本開示のすべての態様の主要な要素または重要な要素を特定するものでもなく
、本開示のいずれかまたはすべての態様の範囲を定めるものでもない。その唯一の目的は
、後で提示されるより詳細な説明の前置きとして、本開示のいくつかの態様の様々な概念
を簡略化された形態で提示することである。
【０００６】
　いくつかの態様では、本開示は、第1のワイヤレス通信リンクを介してデータを通信す
ることと、第1のワイヤレス通信リンクを介して第2のワイヤレス通信リンク用のビーム情
報を通信することとを含む、通信のための方法を提供する。
【０００７】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1のワイヤレス通信リンクを
介してデータを通信し、第1のワイヤレス通信リンクを介して第2のワイヤレス通信リンク
用のビーム情報を通信するように構成される。
【０００８】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1のワイヤ
レス通信リンクを介してデータを通信するための手段と、第1のワイヤレス通信リンクを
介して第2のワイヤレス通信リンク用のビーム情報を通信するための手段とを含む。
【０００９】
　本開示の別の態様は、第1のワイヤレス通信リンクを介してデータを通信し、第1のワイ
ヤレス通信リンクを介して第2のワイヤレス通信リンク用のビーム情報を通信するための
コードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を
提供する。
【００１０】
　いくつかの態様では、本開示は、第1のワイヤレス通信リンクの第1の制御チャネルを介
して第1のビーム情報を通信することと、第2のワイヤレス通信リンクの第2の制御チャネ
ルを介して第2のビーム情報を通信することとを含む、通信のための方法を提供し、第1の
制御チャネルは、第2の制御チャネルから独立している。
【００１１】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1のワイヤレス通信リンクの
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第1の制御チャネルを介して第1のビーム情報を通信し、第2のワイヤレス通信リンクの第2
の制御チャネルを介して第2のビーム情報を通信するように構成され、第1の制御チャネル
は、第2の制御チャネルから独立している。
【００１２】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1のワイヤ
レス通信リンクの第1の制御チャネルを介して第1のビーム情報を通信するための手段と、
第2のワイヤレス通信リンクの第2の制御チャネルを介して第2のビーム情報を通信するた
めの手段とを含み、第1の制御チャネルは、第2の制御チャネルから独立している。
【００１３】
　本開示の別の態様は、第1のワイヤレス通信リンクの第1の制御チャネルを介して第1の
ビーム情報を通信し、第2のワイヤレス通信リンクの第2の制御チャネルを介して第2のビ
ーム情報を通信するためのコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時
的コンピュータ可読媒体を提供し、第1の制御チャネルは、第2の制御チャネルから独立し
ている。
【００１４】
　本開示のこれらおよび他の態様は、以下の発明を実施するための形態を検討すれば、よ
り十分に理解されよう。本開示の他の態様、特徴、および実装形態は、添付の図とともに
本開示の特定の実装形態の以下の説明を検討すれば、当業者に明らかになろう。本開示の
特徴が、以下のいくつかの実装形態および図に対して説明され得るが、本開示のすべての
実装形態が、本明細書で説明する有利な特徴のうちの1つまたは複数を含むことができる
。言い換えれば、1つまたは複数の実装形態が、いくつかの有利な特徴を有するものとし
て説明され得るが、そのような特徴のうちの1つまたは複数はまた、本明細書で説明する
本開示の様々な実装形態に従って使用され得る。同様に、いくつかの実装形態が、デバイ
ス、システム、または方法の実装形態として以下で説明され得るが、そのような実装形態
が様々なデバイス、システム、および方法において実施され得ることを理解されたい。
【００１５】
　添付の図面は、本開示の態様の説明を助けるために提示され、態様の限定ではなく態様
の例示のために提供されるにすぎない。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本開示の態様がその中で実施され得る例示的な通信システムのブロック図である
。
【図２】本開示のいくつかの態様による、複数の独立リンクを介して通信するための例示
的な通信システムのブロック図である。
【図３】本開示の態様がその中で実施され得る、ビームフォーミングを使用する例示的な
通信システムのブロック図である。
【図４】本開示のいくつかの態様による、独立リンクをサポートする例示的な装置のブロ
ック図である。
【図５】本開示のいくつかの態様による、装置のための例示的なアンテナサブアレイの図
である。
【図６】本開示のいくつかの態様による、アンテナサブアレイを介した例示的な通信の図
である。
【図７】本開示のいくつかの態様によるマルチリンクチャネル感知の一例を示すブロック
図である。
【図８】本開示のいくつかの態様によるマルチリンク制御情報の一例を示すブロック図で
ある。
【図９】本開示のいくつかの態様によるマルチリンク割振りの一例を示すブロック図であ
る。
【図１０】本開示のいくつかの態様によるマルチリンク電力制御の一例を示すブロック図
である。
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【図１１】本開示のいくつかの態様によるマルチリンクチャネル状態フィードバックの一
例を示すブロック図である。
【図１２】本開示のいくつかの態様によるマルチリンクビーム情報の一例を示すブロック
図である。
【図１３】本開示のいくつかの態様によるマルチリンクイベントトリガの一例を示すブロ
ック図である。
【図１４】本開示のいくつかの態様による通信をサポートできる装置(たとえば、電子デ
バイス)のための例示的なハードウェア実装形態を示すブロック図である。
【図１５】本開示のいくつかの態様による例示的な感知情報プロセスを示すフローチャー
トである。
【図１６】本開示のいくつかの態様による別の例示的な感知情報プロセスを示すフローチ
ャートである。
【図１７】本開示のいくつかの態様による例示的な制御情報プロセスを示すフローチャー
トである。
【図１８】本開示のいくつかの態様による別の例示的な制御情報プロセスを示すフローチ
ャートである。
【図１９】本開示のいくつかの態様による例示的な割振りプロセスを示すフローチャート
である。
【図２０】本開示のいくつかの態様による例示的な電力制御プロセスを示すフローチャー
トである。
【図２１】本開示のいくつかの態様による別の例示的な電力制御プロセスを示すフローチ
ャートである。
【図２２】本開示のいくつかの態様による例示的なフィードバックプロセスを示すフロー
チャートである。
【図２３】本開示のいくつかの態様による別の例示的なフィードバックプロセスを示すフ
ローチャートである。
【図２４】本開示のいくつかの態様による例示的なビーム情報プロセスを示すフローチャ
ートである。
【図２５】本開示のいくつかの態様による別の例示的なビーム情報プロセスを示すフロー
チャートである。
【図２６】本開示のいくつかの態様による例示的なイベントトリガプロセスを示すフロー
チャートである。
【図２７】本開示のいくつかの態様による別の例示的なイベントトリガプロセスを示すフ
ローチャートである。
【図２８】本開示のいくつかの態様による通信をサポートできる装置(たとえば、電子デ
バイス)のための例示的なハードウェア実装形態を示すブロック図である。
【図２９】本開示のいくつかの態様による例示的な独立リンクプロセスを示すフローチャ
ートである。
【図３０】本開示のいくつかの態様による別の例示的な独立プロセスを示すフローチャー
トである。
【図３１】本開示のいくつかの態様による例示的な感知プロセスを示すフローチャートで
ある。
【図３２】本開示のいくつかの態様による例示的な感知関連プロセスを示すフローチャー
トである。
【図３３】本開示のいくつかの態様による例示的な制御情報プロセスを示すフローチャー
トである。
【図３４】本開示のいくつかの態様による別の例示的な制御情報プロセスを示すフローチ
ャートである。
【図３５】本開示のいくつかの態様による例示的な独立リンクプロセスを示すフローチャ
ートである。



(6) JP 6940590 B2 2021.9.29

10

20

30

40

50

【図３６】本開示のいくつかの態様による別の例示的な独立リンクプロセスを示すフロー
チャートである。
【図３７】本開示のいくつかの態様による別の例示的な独立リンクプロセスを示すフロー
チャートである。
【図３８】本開示のいくつかの態様による別の例示的な独立リンクプロセスを示すフロー
チャートである。
【図３９】本開示のいくつかの態様による例示的なフィードバックプロセスを示すフロー
チャートである。
【図４０】本開示のいくつかの態様による別の例示的なフィードバックプロセスを示すフ
ローチャートである。
【図４１】本開示のいくつかの態様による例示的な電力制御プロセスを示すフローチャー
トである。
【図４２】本開示のいくつかの態様による別の例示的な電力制御プロセスを示すフローチ
ャートである。
【図４３】本開示のいくつかの態様による例示的なアップリンクサウンディングプロセス
を示すフローチャートである。
【図４４】本開示のいくつかの態様による別の例示的なアップリンクサウンディングプロ
セスを示すフローチャートである。
【図４５】本開示のいくつかの態様による例示的なチャネルステータスフィードバックプ
ロセスを示すフローチャートである。
【図４６】本開示のいくつかの態様による例示的なビーム切替え情報プロセスを示すフロ
ーチャートである。
【図４７】本開示のいくつかの態様による別の例示的なビーム切替え情報プロセスを示す
フローチャートである。
【図４８】本開示のいくつかの態様による例示的なビーム回復プロセスを示すフローチャ
ートである。
【図４９】本開示のいくつかの態様による別の例示的なビーム回復プロセスを示すフロー
チャートである。
【図５０】本開示のいくつかの態様による例示的なハンドオフプロセスを示すフローチャ
ートである。
【図５１】本開示のいくつかの態様による別の例示的なハンドオフプロセスを示すフロー
チャートである。
【図５２】本開示のいくつかの態様による例示的なリンク障害プロセスを示すフローチャ
ートである。
【図５３】本開示のいくつかの態様による別の例示的なリンク障害プロセスを示すフロー
チャートである。
【図５４】本開示のいくつかの態様による例示的な送信制限プロセスを示すフローチャー
トである。
【図５５】本開示のいくつかの態様による別の例示的な送信制限プロセスを示すフローチ
ャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本開示は、いくつかの態様では、複数の独立リンクを介して通信することに関する。た
とえば、ユーザ機器(UE:user equipment)は、異なる独立リンクを介して、異なる送信受
信ポイント(TRP)またはTRPのセットと通信し得る。いくつかの態様では、独立リンクのう
ちの特定の1つによって搬送されるトランスポートブロックは、他の独立リンクのいずれ
かによって搬送されるトランスポートブロックから独立して処理される。いくつかの態様
では、異なるリンクは異なるビームに関連し得る。
【００１８】
　本開示は、いくつかの態様では、マルチリンクマルチビーム通信のための様々な動作に
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関する。第1の実装形態では、リンクは、チャネル感知グループとして一緒にグループ化
される。第2の実装形態では、異なるリンク用の制御情報が、リンクのうちの1つまたは複
数を介して送信される。第3の実装形態は、異なるリンクのためのアップリンク割振りお
よびダウンリンク割振りを動的に制御することを伴う。第4の実装形態では、デバイスに
おける電力制御は、複数のリンク上の送信に基づく。第5の実装形態では、チャネル状態
フィードバックは、複数のリンクのチャネル状態に基づく。第6の実装形態は、1つのリン
ク用のビーム情報を、少なくとも1つの他のリンク上で送信することを伴う。第7の実装形
態では、イベントトリガは、複数のリンクからの測定値に基づく。
【００１９】
　添付の図面に関して以下に記載する詳細な説明は、様々な構成の説明として意図され、
本明細書で説明する概念が実践され得る唯一の構成を表すことを意図しない。詳細な説明
は、様々な概念の完全な理解を与える目的で、具体的な詳細を含む。しかしながら、これ
らの概念がこれらの具体的な詳細なしに実践され得ることが、当業者には明らかであろう
。その上、本開示の範囲から逸脱することなく、代替構成が考案されてよい。追加として
、本開示の関連する詳細を不明瞭にしないように、よく知られている要素は詳細に説明さ
れず、または省略される。
【００２０】
　本開示全体にわたって提示する様々な概念は、多種多様な電気通信システム、ネットワ
ークアーキテクチャ、および通信規格にわたって実施され得る。たとえば、第3世代パー
トナーシッププロジェクト(3GPP)は、しばしば、ロングタームエボリューション(LTE)ネ
ットワークと呼ばれる、発展型パケットシステム(EPS)を伴うネットワーク用のいくつか
のワイヤレス通信規格を定義する標準化団体である。第5世代(5G)ネットワークなどのLTE
ネットワークの発展型バージョンは、限定はしないが、ウェブブラウジング、ビデオスト
リーミング、VoIP、ミッションクリティカルアプリケーション、マルチホップネットワー
ク、リアルタイムのフィードバックを伴う遠隔操作(たとえば、遠隔手術)などを含む、多
くの異なるタイプのサービスまたは用途を提供し得る。したがって、本明細書の教示は、
限定はしないが、5G技術、第4世代(4G)技術、第3世代(3G)技術、および他のネットワーク
アーキテクチャを含む、様々なネットワーク技術に従って実施され得る。同様に、本開示
の様々な態様は、第3世代パートナーシッププロジェクト(3GPP)ロングタームエボリュー
ション(LTE)、(FDDモード、TDDモード、またはその両方のモードの)LTEアドバンスト(LTE
-A)、ユニバーサル移動電気通信システム(UMTS)、モバイル通信用グローバルシステム(GS
M(登録商標))、符号分割多元接続(CDMA)、エボリューションデータオプティマイズド(EV-
DO)、ウルトラモバイルブロードバンド(UMB)、IEEE802.11(Wi-Fi)、IEEE802.16(WiMAX)、
IEEE802.20、ウルトラワイドバンド(UWB)、Bluetooth(登録商標)、および/または他の好
適なシステムに基づくネットワークに拡張され得る。また、本明細書で説明する技法は、
ダウンリンク、アップリンク、ピアツーピアリンク、またはいくつかの他のタイプのリン
クのために使用され得る。
【００２１】
　使用される実際の電気通信規格、ネットワークアーキテクチャ、および/または通信規
格は、特定の適用例およびシステムに課される全体的な設計制約に依存する。例示の目的
で、以下のことは、5Gシステム、ミリ波(mmW)システム、またはLTEシステムのコンテキス
トで様々な態様を説明し得る。しかしながら、本明細書の教示が他のシステムにおいて同
様に使用され得ることを諒解されたい。したがって、5G、mmW、またはLTE用語のコンテキ
ストにおける機能への言及は、他のタイプの技術、ネットワーク、構成要素、シグナリン
グなどに等しく適用可能であるものと理解されたい。
【００２２】
《例示的な通信システム》
　図1は、ユーザ機器(UE)がワイヤレス通信シグナリングを介して他のデバイスと通信で
きる、ワイヤレス通信システム100の一例を示す。たとえば、第1のUE102および第2のUE10
4は、送信受信ポイント(TRP)106および/または他のネットワーク構成要素(たとえば、コ
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アネットワーク108、インターネットサービスプロバイダ(ISP)110、ピアデバイスなど)に
よって管理されるワイヤレス通信リソースを使用して、TRP106と通信し得る。いくつかの
実装形態では、システム100の構成要素のうちの1つまたは複数は、デバイス間(D2D:devic
e-to-device)リンク112またはいくつかの他の類似のタイプの直接リンクを介して、互い
に指向的に通信し得る。
【００２３】
　システム100の構成要素のうちの2つ以上の間での情報の通信は、複数の独立リンクを伴
い得る。たとえば、UE102は、第1のリンクを介してTRP106と通信し得、第2のリンクを介
してTRP114と通信し得る。代替または追加として、システム100のいくつかの他の構成要
素は、2つ以上の独立リンクを介して通信し得る。したがって、本明細書の教示によれば
、UE102、UE104、TRP106、またはシステム100のいくつかの他の構成要素のうちの1つまた
は複数は、マルチリンクシグナリングのためのモジュール116を含み得る。
【００２４】
　ワイヤレス通信システム100の構成要素およびリンクは、異なる実装形態において異な
る形態をとってよい。たとえば、限定はしないが、UEは、セルラーデバイス、モノのイン
ターネット(IoT)デバイス、セルラーIoT(CIoT)デバイス、LTEワイヤレスセルラーデバイ
ス、マシンタイプ通信(MTC)セルラーデバイス、スマートアラーム、遠隔センサー、スマ
ートフォン、モバイルフォン、スマートメーター、携帯情報端末(PDA)、パーソナルコン
ピュータ、メッシュノード、およびタブレットコンピュータであってよい。
【００２５】
　いくつかの態様では、TRPは、特定の物理セル用のラジオヘッド機能を組み込む物理エ
ンティティを指すことがある。いくつかの態様では、TRPは、直交周波数分割多重(OFDM)
に基づくエアインターフェースを有する5Gニューラジオ(NR:new radio)機能を含み得る。
NRは、たとえば、限定はしないが、拡張モバイルブロードバンド(eMBB:enhanced mobile 
broadband)、ミッションクリティカルサービス、およびIoTデバイスの大規模展開をサポ
ートし得る。TRP機能は、1つまたは複数の態様では、CIoT基地局(C-BS)、ノードB、発展
型ノードB(eノードB)、無線アクセスネットワーク(RAN)アクセスノード、無線ネットワー
クコントローラ(RNC)、基地局(BS)、無線基地局(RBS)、基地局コントローラ(BSC)、トラ
ンシーバ基地局(BTS)、トランシーバ機能(TF)、無線トランシーバ、無線ルータ、基本サ
ービスセット(BSS)、拡張サービスセット(ESS)、マクロセル、マクロノード、ホームeNB(
HeNB)、フェムトセル、フェムトノード、ピコノード、またはいくつかの他の好適なエン
ティティの機能と類似であってよい(または、その中に組み込まれてよい)。異なるシナリ
オ(たとえば、NR、LTEなど)では、TRPは、gノードB(gNB)、eNB、基地局と呼ばれることが
あり、または他の用語を使用して参照されることがある。
【００２６】
　様々なタイプの、ネットワークとデバイスとのリンクおよびD2Dリンクが、ワイヤレス
通信システム100においてサポートされ得る。たとえば、D2Dリンクは、限定はしないが、
機械間(M2M:machine-to-machine)リンク、MTCリンク、車両間(V2V:vehicle-to-vehicle)
リンク、車両と何かとの(V2X:vehicle-to-anything)リンクを含み得る。ネットワークと
デバイスとのリンクは、限定はしないが、アップリンク(または、逆方向リンク)、ダウン
リンク(または、順方向リンク)、および車両とネットワークとの(V2N:vehicle-to-networ
k)リンクを含み得る。
【００２７】
《例示的な独立リンク》
　図2は、ユーザ機器(UE)202が、それぞれ、独立リンク208および210を介して少なくとも
1つの送信受信ポイント(TRP)204および少なくとも1つのTRP206と通信する、通信システム
200を示す。異なる実装形態では、TRP204は、単一のTRPまたはTRPのセットであってよい
。同様に、TRP206は、単一のTRPまたはTRPのセットであってよい。独立リンクの個数は、
2つ、3つ、またはそれを越えてよい。図2の複雑さを低減するために、2つのリンクのみが
示される。いくつかの実装形態では、UE202は、UE102、UE104、または図1のいくつかの他
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の構成要素に相当し得る。いくつかの実装形態では、TRP204またはTRP206は、TRP106、TR
P114、または図1のいくつかの他の構成要素に相当し得る。
【００２８】
　リンク208および210は、UE202がリンクごとに独立してトランスポートブロック(TB:tra
nsport block)を処理するという意味で独立している。たとえば、第1のTBプロセス212は
、リンク210に対するTBを処理する第2のTBプロセス214から独立して、リンク208に対する
TBを処理し得る。いくつかの態様では、この独立した処理は、TBのためのエラー検査に関
係する。たとえば、異なるリンクに対するTBは、それら自体の独立した巡回冗長検査(CRC
)値によってカバーされ得る。したがって、この場合、第1のTBプロセス212によって実行
されるCRCプロセスは、第2のTBプロセス214によって実行されるCRCプロセスから独立して
いる。
【００２９】
　TRPは、UEのための複数の独立リンクを確立し得る。たとえば、UEとの第1のリンクを確
立した後、TRPは、UEとの少なくとも1つの他のリンクを確立するように、少なくとも1つ
の他のTRPを構成し得る。いくつかの態様では、各リンクは、それ自体の一意の識別子(ID
)を有し得、一意のスクランブリングIDを使用し得る。
【００３０】
　いくつかの態様では、TRPは、特定の物理セル用のラジオヘッド機能を組み込む物理エ
ンティティを指すことがある。この機能は、1つまたは複数の態様では、ノードB、eノー
ドB、gノードB、無線ネットワークコントローラ(RNC)、基地局(BS)、無線基地局(RBS)、
基地局コントローラ(BSC)、トランシーバ基地局(BTS)、トランシーバ機能(TF)、無線トラ
ンシーバ、無線ルータ、基本サービスセット(BSS)、拡張サービスセット(ESS)、マクロセ
ル、マクロノード、ホームeNB(HeNB)、フェムトセル、フェムトノード、ピコノード、ま
たはいくつかの他の類似のエンティティの機能と類似であってよい(または、その中に組
み込まれてよい)。図2のTRP204および206は、ネットワークエンティティ216、直接通信リ
ンク218、またはいくつかの他のリンクを介して互いに通信し得る。
【００３１】
《例示的なビームフォーミングシステム》
　いくつかの実装形態では、複数の独立リンクは、複数の送信アンテナおよび複数の受信
アンテナが装備された装置によって使用される。一例は、(たとえば、30GHz、60GHzなど
の範囲の中で)複数のアンテナがビームフォーミングのために使用されるミリ波(mmW)シス
テムである。たとえば、装置は、時分割多重(TDM)方式または時分割複信(TDD)方式で他の
装置と通信し得る。すなわち、特定の装置が、第1の時間区間の中で第1の装置へ送信(ま
たは、第1の装置から受信)してよく、次いで、その後、第2の時間区間の中で第2の装置へ
送信(または、第2の装置から受信)してよい。
【００３２】
　図3は、mmW UE302が、異なるビームフォーミング方向を介して第1のmmW TRP304および
第2のmmW TRP306と通信する、通信システム300を示す。いくつかの態様では、mmW UE302
、第1のmmW TRP304、および第2のmmW TRP306は、それぞれ、図2のUE202、少なくとも1つ
のTRP204、および少なくとも1つのTRP206に相当し得る。
【００３３】
　ビームのセット308によって示されるように、mmW UE302は、複数の指向性ビームのうち
のいずれか1つを介して通信し得る。ビームのセット310によって示されるように、第1のm
mW TRP304は、複数の指向性ビームのうちのいずれか1つを介して通信し得る。ビームのセ
ット312によって示されるように、第2のmmW TRP306は、複数の指向性ビームのうちのいず
れか1つを介して通信し得る。たとえば、UE302は、第1のビームフォーミング方向314を介
して第1のmmW TRP304と通信し得、第2のビームフォーミング方向316を介して第2のmmW TR
P306と通信し得る。
【００３４】
《例示的なビームフォーミング装置》
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　図4は、複数の独立リンクおよびビームをサポートする装置400(たとえば、UE)をより詳
細に示す。いくつかの態様では、装置400は、図2のUE202または図3のmmW UE302に相当し
得る。
【００３５】
　装置は、「N個の」中間周波数(IF)/ベースバンドチェーン402を有する。Nは、2以上で
あってよい。各IFチェーンは、複数のRFチェーン404(M個)に接続され得る。Mは、1以上で
あってよい。各RFチェーンは、1つのアンテナ素子(たとえば、サブアレイ)406に接続し得
る。したがって、(たとえば、対応するTBプロセス408のために使用される)各IF/ベースバ
ンドチェーン402は、装置における異なるサブアレイに接続され得る。装置におけるサブ
アレイは、mmWチャネルのダイナミクス(たとえば、遮断)に起因するロバストネスを改善
するために使用され得る。すなわち、アンテナダイバーシティは、装置において通信性能
を改善し得る。たとえば、1つのリンク(または、2つ以上のリンク)が遮断されている場合
、装置は、別のリンクまたは他のリンクを介して依然として通信し得る。
【００３６】
　mmWシステムでは、異なるビーム方向をカバーするために、装置において複数のサブア
レイが使用され得る。いくつかの実装形態では、装置における(たとえば、MIMOに対する)
ランク2受信は、1つのサブアレイ(たとえば、パッチアンテナ)における二重偏波によって
達成され得る。いくつかの実装形態では、装置におけるランク2受信は{H,H}、{V,V}、{H,
V}、{V,H}偏波によって達成され得、ただし、H(水平)偏波またはV(垂直)偏波は、異なる
サブアレイ(たとえば、ダイポールアンテナ)におけるものである。
【００３７】
　物理的な制限に起因して、装置(たとえば、電話)の中でのサブアレイのいくつかの配置
にとって、二重偏波は達成するのが困難であり得る。たとえば、電話の縁部または上部に
おいて配置しているサブアレイにとって、二重偏波は達成するのが困難であり得る。
【００３８】
　図5は、アンテナサブアレイが装置500(たとえば、電話)の中でどのように配置され得る
のかという一例を示す。いくつかの態様では、装置500は、図2のUE202、図3のmmW UE302
、または図4の装置400に相当し得る。
【００３９】
　各ダイポールアンテナ502は、H偏波またはV偏波のために使用され得る。パッチアンテ
ナ504は、二重偏波のために使用され得る。
【００４０】
　本開示は、いくつかの態様では、各IFチェーンが、対応するTRPによってサービスされ
ることを可能にするために、異なるサブアレイに対して物理的/空間的な隔離を使用する
ことに関する。したがって、2つ以上の独立したトランスポートブロック(TB)が、2つ以上
のIFチェーンを使用して、2つ以上の異なるTRPによってサービスされ得る。
【００４１】
　たとえば、図6に示すように、装置600の第1のアンテナサブアレイ602は、TRPの第1のセ
ット(たとえば、1つまたは複数のTRP)から第1のリンク604を介して第1のTBを受信し、第2
のアンテナサブアレイ606は、TRPの第2のセット(たとえば、1つまたは複数のTRP)から第2
のリンク608を介して第2のTBを受信する。他のTRPから他のリンクを介して、追加のTBが
受信されてよい。たとえば、リンクは、第3のサブアレイ610、パッチアンテナ612、また
はいくつかの他のアンテナ(図示せず)を介して確立され得る。これらのリンクの各々は、
上記で説明したように独立していてよい。
【００４２】
　装置600(たとえば、UE)のアンテナサブアレイが、異なる偏波(たとえば、HまたはV)を
有し得るので、異なるTRPは、異なるアンテナサブアレイを介して、装置600のための対応
するTBを並行してサービスし得る。たとえば、第2のTRPが第2のアンテナサブアレイ606へ
TB2を送信する同じ時間において、第1のTRPは第1のアンテナサブアレイ602へTB1を送信し
得る。いくつかの態様では、装置600は、図2のUE202、図3のmmW UE302、図4の装置400、
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または図5の装置500に相当し得る。
【００４３】
《複数の独立リンクを介した通信》
　本開示は、いくつかの態様では、様々なマルチリンクシナリオにおいてリソースを共有
することに関する。いくつかの態様では、リンクの各々は、本明細書で説明するように独
立していてよい(たとえば、リンクごとのTBが独立して処理される)。
【００４４】
　加えて、上記で説明したように、特定のリンクが、特定のサブアレイまたはサブアレイ
の特定のセットを介して送信および/または受信される特定のビームに対応し得る。した
がって、いくつかの態様では、本開示は、いくつかの態様では、様々なマルチリンクマル
チビームシナリオにおいてリソースを共有することに関する。
【００４５】
　本明細書の教示によれば、以下の動作、すなわち、複数のリンクに対するチャネル感知
、複数のTRPとの間の制御チャネル送信/受信、複数のTRPへのHARQフィードバック、複数
のリンクに対するサブフレーム割振り、複数のリンクに対する電力制御、複数のリンクの
ためのアップリンクサウンディング、複数のリンクのためのダウンリンクCSI受信、複数
のリンクに対するビーム切替えプロシージャ、複数のリンクに対するビーム回復プロシー
ジャ、複数のリンクに対するRACHプロシージャ、複数のリンクに対する測定、および複数
のリンクに対するイベントトリガが、複数の独立リンクを介した通信とともにサポートさ
れ得る。チャネル感知、制御情報、割振り、電力制御、チャネル状態フィードバック、ビ
ーム情報、およびイベントトリガというカテゴリーに一般化された、これらの動作のいく
つかの例が後に続く。
【００４６】
《マルチリンクチャネル感知》
　本開示は、いくつかの態様では、チャネル感知グループとしてリンクを一緒にグループ
化することを伴うマルチリンクマルチビームシナリオに関する。たとえば、同じチャネル
感知パラメータが、グループの中のリンクに対して使用され得る。別の例として、グルー
プの中のリンクのうちの1つまたは複数を介して送信すべきという決定は、グループのリ
ンクのうちの1つまたは複数に対するチャネル感知に基づいてよい(たとえば、異なるリン
クに対する感知が、異なるビーム方向をカバーし得る場合)。
【００４７】
　このシナリオの一例が図7に示される。図7は、UE702が、第1のリンク708を介して第1の
TRP704と、また第2のリンク710を介して第2のTRP706と通信する、通信システム700を示す
。UE702は、第1のリンク708に対するチャネルについての情報を収集するための第1のチャ
ネル感知712のための機能、および第2のリンク710に対するチャネルについての情報を収
集するための第2のチャネル感知714のための機能を含む。第1のTRP704は、第1のリンク70
8に対するチャネルについての情報を収集するための第1のチャネル感知716のための機能
を含む。第2のTRP706は、第2のリンク710に対するチャネルについての情報を収集するた
めの第2のチャネル感知718のための機能を含む。いくつかの態様では、UE702は、図2のUE
202、図3のmmW UE302、図4の装置400、または図5の装置500に相当し得る。いくつかの態
様では、TRP704またはTRP706は、図2のTRP204、図2のTRP206、図3のmmW TRP304、または
図3のmmW TRP306に相当し得る。
【００４８】
　本明細書の教示によれば、UE702、第1のTRP704、または第2のTRP706のいずれかは、第1
のリンク708および第2のリンク710に対するチャネル感知グループをサポートし得る。た
とえば、UE702において、第1のチャネル感知712および第2のチャネル感知714は、感知情
報を共有するように、または同じ感知パラメータを使用するように協働し得る。別の例と
して、第1のTRP704の第1のチャネル感知716および第2のTRP706の第2のチャネル感知718は
、感知情報を共有するように、または同じ感知パラメータを使用するように(たとえば、
リンク720を介して)協働し得る。
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【００４９】
　マルチリンクシナリオにおけるチャネル感知のこれらおよび他の態様は、「マルチリン
クチャネル感知の例」と題するセクションにおいて以下で説明される。
【００５０】
《マルチリンク制御情報》
　本開示は、いくつかの態様では、リンクのうちの1つまたは複数を介して異なるリンク
用の制御情報を送信することを伴うマルチリンクマルチビームシナリオに関する。たとえ
ば、1つのリンクは、複数のリンク用の制御情報を搬送し得る(たとえば、1つのリンク上
の制御チャネルが、少なくとも1つの他のリンクの存在、または少なくとも1つの他のリン
ク上のトラフィックを示し得、あるいは1つのリンクが、複数のリンクに対するフィード
バックを送信し得る)。別の例として、各リンクは、1つまたは複数のリンク用の特定のタ
イプの制御情報を搬送するために(たとえば、1次リンクまたは2次リンクとして)用意され
てよい。
【００５１】
　このシナリオの一例が図8に示される。図8は、UE802が、第1のリンク808を介して第1の
TRP804と、また第2のリンク810を介して第2のTRP806と通信する、通信システム800を示す
。UE802は、第1のリンク808および第2のリンク810を介して制御情報を送信および受信す
るための制御情報管理812のための機能を含む。第1のTRP804は、第1のリンク808を介して
制御情報を送信および受信するための制御情報管理816のための機能を含む。第2のTRP806
は、第2のリンク810用の制御情報を送信および受信するための制御情報管理818のための
機能を含む。いくつかの態様では、UE802は、図2のUE202、図3のmmW UE302、図4の装置40
0、または図5の装置500に相当し得る。いくつかの態様では、TRP804またはTRP806は、図2
のTRP204、図2のTRP206、図3のmmW TRP304、または図3のmmW TRP306に相当し得る。
【００５２】
　本明細書の教示によれば、UE802、第1のTRP804、または第2のTRP806のいずれかは、別
のリンクを介して1つのリンク用の制御情報を送信することをサポートし得る。たとえば
、UE802の制御情報管理812は、第2のリンク810を介して第1のリンク制御情報822を送信し
得る。別の例として、第1のTRP804の制御情報管理は、第2のリンク810を介して第1のリン
ク制御情報822を送信するように、第2のTRP806の制御情報管理と(たとえば、リンク820を
介して)協働し得る。
【００５３】
　マルチリンクシナリオにおいて制御情報を通信することのこれらおよび他の態様は、「
マルチリンク制御チャネル通信の例」、「リンク表示の例」、および「マルチリンクHARQ
フィードバックの例」と題するセクションにおいて以下で説明される。
【００５４】
《マルチリンクサブフレーム割振り》
　本開示は、いくつかの態様では、異なるリンクに対するアップリンク(UL)割振りおよび
ダウンリンク(DL)割振りを動的に制御することを伴うマルチリンクマルチビームシナリオ
に関する。たとえば、デバイスは、異なるリンクに対して使用されるべきUL/DL割振りを
シグナリングし得る。リンク間の分離が大きい場合、リンクは、異なるTDD/FDDサブフレ
ーム構造を使用し得る。分離が小さい場合、またはいくつかのタイプの情報(たとえば、
制御情報)に対して、1つのリンクにとっての送信の方向は、別のリンクにとっての送信の
方向と同じであるように(または、そのサブセットであるように)制約され得る(たとえば
、リンクは同じTDD/FDDフレーム構造を使用し得る)。また、異なるリンク上のサウンディ
ングが時分割多重化(TDM)され得る。
【００５５】
　このシナリオの一例が図9に示される。図9は、UE902が、第1のリンク908を介して第1の
TRP904と、また第2のリンク910を介して第2のTRP906と通信する、通信システム900を示す
。UE902は、第1のリンク908に関する第1の情報922および第2のリンク910に関する第2の情
報924に基づいて、アップリンクリソースおよびダウンリンクリソースを割り振る、リン
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ク割振り912のための機能を含む。第1のTRP904および第2のTRP906は、それぞれ、リンク
割振り916および918のための類似の機能を含み得る。いくつかの態様では、UE902は、図2
のUE202、図3のmmW UE302、図4の装置400、または図5の装置500に相当し得る。いくつか
の態様では、TRP904またはTRP906は、図2のTRP204、図2のTRP206、図3のmmW TRP304、ま
たは図3のmmW TRP306に相当し得る。
【００５６】
　本明細書の教示によれば、UE902、第1のTRP904、または第2のTRP906のいずれかは、第1
の情報922および第2の情報924に基づいて、アップリンクリソースおよびダウンリンクリ
ソースを割り振り得る。たとえば、第1の情報922および第2の情報924が、第1のリンク908
と第2のリンク910との間の分離が大きいことを示す場合、UE902のリンク割振り912は、第
1のリンク908および第2のリンク910に対して、異なるTDD/FDDサブフレーム構造を割り振
り得る。第1のTRP904のリンク割振り916および第2のTRP906のリンク割振り918は、第1の
リンク908および第2のリンク910に対してサブフレーム構造を割り振るように、(たとえば
、リンク920を介して第1の情報922または第2の情報924を共有することによって)同様に協
働し得る。
【００５７】
　マルチリンクシナリオにおいてリソースを割り振ることのこれらおよび他の態様は、「
マルチリンクサブフレーム割振りの例」および「マルチリンクサウンディングの例」と題
するセクションにおいて以下で説明される。
【００５８】
《マルチリンク電力制御》
　本開示は、いくつかの態様では、デバイスにおける電力制御が複数のリンク上の送信に
基づく、マルチリンクマルチビームシナリオに関する。たとえば、UEに対する電力制御は
、複数のリンク上で受信される電力制御コマンドに基づいてよい。別の例として、電力制
御制約が、複数のリンク上の送信電力を考慮に入れて満たされてよい。
【００５９】
　このシナリオの一例が図10に示される。図10は、UE1002が、第1のリンク1008を介して
第1のTRP1004と、また第2のリンク1010を介して第2のTRP1006と通信する、通信システム1
000を示す。UE1002は、第1のリンク1008に関する第1の情報1022および第2のリンク1010に
関する第2の情報1024に基づいて送信電力を制御する、電力制御1012のための機能を含む
。第1のTRP1004および第2のTRP1006は、それぞれ、電力制御1016および1018のための類似
の機能を含み得る。いくつかの態様では、UE1002は、図2のUE202、図3のmmW UE302、図4
の装置400、または図5の装置500に相当し得る。いくつかの態様では、TRP1004またはTRP1
006は、図2のTRP204、図2のTRP206、図3のmmW TRP304、または図3のmmW TRP306に相当し
得る。
【００６０】
　本明細書の教示によれば、UE1002、第1のTRP1004、または第2のTRP1006のいずれかは、
第1の情報1022および第2の情報1024に基づいて送信電力を制御し得る。たとえば、UE1002
の電力制御1012は、第1の情報1022(たとえば、第1のリンク1008上の電力制御コマンド)お
よび第2の情報1024(たとえば、第2のリンク1010上の電力制御コマンド)に基づいて、第1
のリンク1008および/または第2のリンク1010に対する電力制御制約を設定し得る。第1のT
RP1004の電力制御1016および第2のTRP1006の電力制御1018は、第1のリンク1008および/ま
たは第2のリンク1010における送信電力を制御するように、(たとえば、リンク1020を介し
て第1の情報1022または第2の情報1024を共有することによって)同様に協働し得る。
【００６１】
　マルチリンクシナリオにおいてリソースを割り振ることのこれらおよび他の態様は、「
マルチリンク電力制御の例」と題するセクションにおいて以下で説明される。
【００６２】
《マルチリンクチャネルステータスフィードバック》
　本開示は、いくつかの態様では、チャネルステータスフィードバックが複数のリンクの
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チャネル状態に基づく、マルチリンクマルチビームシナリオに関する。たとえば、チャネ
ル状態情報(CSI:channel state information)フィードバックは、(たとえば、リンク用の
アンテナサブアレイが互いに近い場合、かつ/またはチャネル条件に応じて)複数のリンク
からのCSI-RSを考慮に入れ得る。
【００６３】
　このシナリオの一例が図11に示される。図11は、UE1102が、第1のリンク1108を介して
第1のTRP1104と、また第2のリンク1110を介して第2のTRP1106と通信する、通信システム1
100を示す。UE1102は、第1のリンク1108に関する第1の情報1122および第2のリンク1110に
関する第2の情報1124に基づいてフィードバックを提供する、チャネル状態フィードバッ
ク(CSFB:channel state feedback)制御1112のための機能を含む。第1のTRP1104および第2
のTRP1106は、それぞれ、CSFB制御1116および1118のための類似の機能を含み得る。いく
つかの態様では、UE1102は、図2のUE202、図3のmmW UE302、図4の装置400、または図5の
装置500に相当し得る。いくつかの態様では、TRP1104またはTRP1106は、図2のTRP204、図
2のTRP206、図3のmmW TRP304、または図3のmmW TRP306に相当し得る。
【００６４】
　本明細書の教示によれば、UE1102、第1のTRP1104、または第2のTRP1106のいずれかは、
第1の情報1122および第2の情報1124に基づいてフィードバックを提供し得る。たとえば、
第1のリンク1108用および第2のリンク1110用のアンテナサブアレイが互いに近い場合、UE
1102のCSFB制御1112は、第1の情報1122(たとえば、第1のリンク1108からのCSI-RS)および
第2の情報1124(たとえば、第2のリンク1110からのCSI-RS)に基づいてCSIフィードバック
を生成し得る。第1のTRP1104のCSFB制御1116および第2のTRP1106のCSFB制御1118は、マル
チリンクベースのフィードバックを提供するように(たとえば、リンク1120を介して第1の
情報1122または第2の情報1124を共有することによって)同様に協働し得る。
【００６５】
　マルチリンクシナリオにおいてリソースを割り振ることのこれらおよび他の態様は、「
マルチリンクチャネルステータスフィードバックの例」と題するセクションにおいて以下
で説明される。
【００６６】
《マルチリンクビーム情報》
　本開示は、いくつかの態様では、少なくとも1つの他のリンク上で1つのリンク用のビー
ム情報を送信することを伴うマルチリンクマルチビームシナリオに関する。たとえば、1
つのリンクは、少なくとも1つの他のリンクに対して、ビーム切替え、リンク回復、また
はリンク障害を示すことができる。
【００６７】
　このシナリオの一例が図12に示される。図12は、UE1202が、第1のリンク1208を介して
第1のTRP1204と、また第2のリンク1210を介して第2のTRP1206と通信する、通信システム1
200を示す。UE1202は、第1のリンク1208および第2のリンク1210を介してビーム情報を送
信および受信するためのビーム制御1212のための機能を含む。第1のTRP1204は、第1のリ
ンク1208を介してビーム情報を送信および受信するためのビーム制御1216のための機能を
含む。第2のTRP1206は、第2のリンク1210用のビーム情報を送信および受信するためのビ
ーム制御1218のための機能を含む。いくつかの態様では、UE1202は、図2のUE202、図3のm
mW UE302、図4の装置400、または図5の装置500に相当し得る。いくつかの態様では、TRP1
204またはTRP1206は、図2のTRP204、図2のTRP206、図3のmmW TRP304、または図3のmmW TR
P306に相当し得る。
【００６８】
　本明細書の教示によれば、UE1202、第1のTRP1204、または第2のTRP1206のいずれかは、
別のリンクを介して1つのリンク用のビーム情報を送信することをサポートし得る。たと
えば、UE1202のビーム制御1212は、第2のリンク1210を介して第1のリンクビーム情報1222
を送信し得る。別の例として、第1のTRP1204のビーム制御は、第2のリンク1210を介して
第1のリンクビーム情報1222を送信するように、第2のTRP1206のビーム制御と(たとえば、
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リンク1220を介して)協働し得る。
【００６９】
　マルチリンクシナリオにおいてリソースを割り振ることのこれらおよび他の態様は、「
マルチリンクビーム切替えの例」、「マルチリンクビーム回復の例」、および「マルチリ
ンクRACHプロシージャの例」と題するセクションにおいて以下で説明される。
【００７０】
《マルチリンクイベントトリガ》
　本開示は、いくつかの態様では、イベントトリガが複数のリンクからの測定値に基づく
、マルチリンクマルチビームシナリオに関する。たとえば、イベントトリガは、複数のリ
ンクからの集約された測定値に基づいてよい。
【００７１】
　このシナリオの一例が図13に示される。図13は、UE1302が、第1のリンク1308を介して
第1のTRP1304と、また第2のリンク1310を介して第2のTRP1306と通信する、通信システム1
300を示す。UE1302は、第1のリンク1308に関する第1の情報1322および第2のリンク1310に
関する第2の情報1324に基づいてフィードバックを提供する、イベント制御1312のための
機能を含む。第1のTRP1304および第2のTRP1306は、それぞれ、イベント制御1316および13
18のための類似の機能を含み得る。本明細書の教示によれば、UE1302、第1のTRP1304、ま
たは第2のTRP1306のいずれかは、第1の情報1322および第2の情報1324に基づいてイベント
トリガを提供し得る。たとえば、UE1302のイベント制御1312は、第1の情報1322(たとえば
、第1のリンク1308からの測定値)および第2の情報1324(たとえば、第2のリンク1310から
の測定値)に基づいて、イベントトリガを生成し得る。第1のTRP1304のイベント制御1316
および第2のTRP1306のイベント制御1318は、マルチリンクベースのイベントトリガを提供
するように(たとえば、リンク1320を介して第1の情報1322または第2の情報1324を共有す
ることによって)同様に協働し得る。
【００７２】
　マルチリンクシナリオにおいてリソースを割り振ることのこれらおよび他の態様は、「
マルチリンク測定およびイベントトリガの例」と題するセクションにおいて以下で説明さ
れる。
【００７３】
《マルチリンクチャネル感知の例》
　本開示は、いくつかの態様では、マルチリンクチャネル感知に関する。いくつかの実装
形態では、デバイスは、N個のリンクを用いた共有アクセス(たとえば、TRP間の共有スペ
クトル)のためにリッスンビフォアトーク(LBT:listen before talk)方式を使用し得、た
だし、N≧2である。いくつかの態様では、TRPまたはUEは、TRPまたはUEがチャネル上で送
信することが可能であるかどうかを決定するために、チャネルのLBTベースの感知を使用
し得る。
【００７４】
　たとえば、送信する前に、デバイスは、エネルギーを感知してよく、またはチャネル上
で(たとえば、TRPまたはUEからの)制御信号を求めて監視してよい。代替または追加とし
て、デバイスは、他のデバイスによって実施される(conduct)、チャネル上でのエネルギ
ー感知またはメッセージ復号の結果を示す情報を、別のデバイスから取得し得る。便宜上
、エネルギー感知および/または制御信号監視は、本明細書で単に感知と呼ばれることが
ある。その上、感知は、エネルギー感知および制御信号監視以外の他のタイプの感知を指
すことがある。そのような感知(たとえば、エネルギー感知、制御信号監視など)の結果と
して収集された情報は、本明細書で感知情報と呼ばれることがある。
【００７５】
　いくつかの態様では、感知は、特定のリンクに関連付けられ得る。たとえば、場合によ
っては、感知は、特定のリンクを介した通信のために使用される同じビームを使用して(
たとえば、同じアンテナサブアレイおよびアンテナ設定を使用することによって)行われ
てよい。したがって、いくつかの態様では、デバイスは、第1のリンクに対する1つの感知
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動作、第2のリンクに対する別の感知動作などを実施し得る。いくつかの態様では、特定
のリンクに対する感知動作は、本明細書でリンクに対する(または、リンクに関連付けら
れた)チャネルを感知することと呼ばれることがある。
【００７６】
　デバイスは、エネルギー感知、メッセージ復号(たとえば、メッセージ内容に基づいて)
、またはいくつかの他の形態の感知の結果に基づいて、1つまたは複数のリンク上で送信
すべきかどうかをそのように決定することができる。たとえば、感知が、送信が近くのデ
バイス(たとえば、いくつかの他のデバイスと通信中のデバイス)における受信と干渉しそ
うでないことを示す場合、デバイスは、特定のリンク上で送信してよい。代替または追加
として、デバイスは、1つまたは複数のリンク上でどのように送信すべきかを、感知に基
づいて決定し得る。たとえば、感知が、調整を用いないと送信が近くのデバイスにおける
受信と干渉しそうであることを示す場合、デバイスは、特定のリンクのためのそれのビー
ム(または、いくつかの他の送信パラメータ)を調整し得る。
【００７７】
　上記に鑑みて、マルチリンクシナリオの場合、デバイスは、(たとえば、いずれかのリ
ンク上で送信する前に)1つのリンクまたは2つ以上のリンクに対する感知情報を取得し得
る。たとえば、第1のリンクおよび第2のリンクを介して通信するデバイスは、第1のリン
ク上で送信すべきかどうかを第1のリンクの感知に基づいて決定してよく、第2のリンク上
で送信すべきかどうかを第2のリンクの感知に基づいて決定してよい。別の例として、デ
バイスは、第1のリンク上で送信すべきかどうかを、第1のリンクおよび第2のリンクの感
知に基づいて決定してよい。また別の例として、デバイスは、第1のリンクおよび第2のリ
ンク上で送信すべきかどうかを、第1のリンクの感知に基づいて決定してよい。さらなる
例として、デバイスは、第1のリンクおよび第2のリンク上で送信すべきかどうかを、第1
のリンクおよび第2のリンクの感知に基づいて決定してよい。類似の感知方式が、3つ以上
のリンクを有する構成のために使用され得る。
【００７８】
　1つの例示的な方式では、リンクごとに、チャネル感知が他のリンクに対して独立して
行われ得る。たとえば、感知のために使用されるしきい値、パラメータ、プロシージャ、
またはそれらの任意の組合せが、リンクごとに独立していてよい。具体例として、第1の
リンク上のチャネル感知は、パラメータの第1のセットおよび第1のプロシージャに基づい
てよく、第2のリンク上のチャネル感知は、パラメータの第2のセットおよび第2のプロシ
ージャに基づいてよい。
【００７９】
　別の例示的な方式では、2つ以上のリンクが、チャネル感知グループとして一緒にグル
ープ化され得る。したがって、いくつかの態様では、LBTは、グループとしてのリンク上
で実行され得る。たとえば、デバイスは、グループの中のリンクのうちの1つまたは複数
において制御信号を求めて監視してよく、グループの中のリンクのうちの1つまたは複数
において送信すべきかどうかを、その感知結果に基づいて決定してよい。いくつかの実装
形態では、デバイスは、グループの1つのリンクを感知してよく、グループのリンクのう
ちの2つ以上(たとえば、リンクのすべて、またはリンクのサブセット)において送信すべ
きかどうかを、その感知結果に基づいて決定してよい。いくつかの実装形態では、デバイ
スは、複数のリンク上で感知してよく、感知結果を組み合わせてよく、グループのリンク
のうちの2つ以上において送信すべきかどうかを、組み合わせられた感知結果に基づいて
決定してよい。いくつかの実装形態では、同じチャネル感知パラメータが、グループのリ
ンクに対して使用され得る。
【００８０】
　グループ化されたチャネル感知は、いくつかのシナリオにおいて改善された感知をもた
らし得る。たとえば、所与のサブアレイ(たとえば、ダイポールアンテナ)は、オムニ指向
性(360度)カバレージを有しないことがある。したがって、所与のサブアレイを介した感
知は、周囲環境の状況の一部しか提供しないことがある。この場合、デバイスが、デバイ
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スからの第1の方向に対応するリンク上のいかなる信号も検出し得ず、したがって、送信
することを選ぶことが起こり得る。しかしながら、デバイスによる送信は、デバイスから
の第2の方向に位置する受信機とやはり干渉することがある。したがって、グループのリ
ンクのいずれかまたはすべてにおいて送信すべきかどうかを決定するとき、(たとえば、
より広いカバレージを集合的に提供し得る)複数のリンクの各々における感知は、都合よ
く考慮に入れられ得る。その結果、複数のリンク上の感知は、より良好なLBT結果を証明
し得る。
【００８１】
　上記に鑑みて、本開示は、いくつかの態様では、リンクのセットの中のリンクのすべて
を介して通信するデバイスのための、マルチリンクマルチビームチャネル感知に関する。
たとえば、UEは、各リンクが対応するビームに関連付けられている、複数のリンクを介し
て通信し得る。UEは、第1のリンク(第1のビーム)を介して第1のTRPと通信し得、少なくと
も1つの第2のリンク(少なくとも1つの第2のビーム)を介して少なくとも1つの他のTRPと通
信し得、以下同様である。この場合、UEは、これらのリンクの各々において、独立して、
または上記で説明したようなグループとして、チャネル感知を実施し得る。
【００８２】
　さらに、本開示は、いくつかの態様では、リンクのセットのリンクのサブセットのみに
おいて通信するデバイスのための、マルチリンクマルチビームチャネル感知に関する。た
とえば、TRPは、第1のリンク(第1のビーム)を介してUEと通信し得、UEは、少なくとも1つ
の他のリンク(少なくとも1つの第2のビーム)を介して少なくとも1つの他のTRPと通信し得
る。この場合、TRPは、リンクのサブセットを介して通信する。いくつかのシナリオでは
、デバイス(たとえば、TRP)は、他のリンク上のチャネル感知から独立したリンクのサブ
セットにおけるチャネル感知を実施し得る。他のシナリオでは、デバイスは、(上記で説
明したような)グループとしてのチャネル感知を実施するために、少なくとも1つの他のデ
バイス(たとえば、UE、別のTRPなど)と協働し得る。この目的で、デバイスは、別のリン
ク(たとえば、TRP間チャネル)を介して別のデバイスと通信し得る。
【００８３】
　本開示は、いくつかの態様では、マルチリンクチャネル感知に対するサポートをシグナ
リングすることに関する。ここで、1つのデバイスは、チャネル感知がどのように行われ
るのかを決定するために、別のデバイス(または、他のデバイス)と通信し得る。たとえば
、デバイスは、どのリンクが一緒にグループ化されるのか、グループ感知がどのように行
われるのか(たとえば、すべてのリンクまたはリンクのサブセットにおいて感知するなど)
などを示し得る。このシグナリングは、たとえば、TRPからUEへ、UEからTRPへ、TRPから
別のTRPへ、UEから別のUEへ、または他のタイプのデバイス間であってよい。
【００８４】
《マルチリンク制御チャネル通信の例》
　複数のTRPから1つのUEまで、1つまたは複数の制御チャネルが規定され得る。制御チャ
ネルは、物理ダウンリンク制御チャネル(PDCCH:physical downlink control channel)ま
たはいくつかの他の好適なチャネルであってよい。いくつかの態様では、制御チャネルは
、ダウンリンクチャネル(たとえば、物理ダウンリンク共有チャネル、PDSCH)上またはア
ップリンクチャネル上でデータがどのように送信および/または復号され得るのかを示す
。
【００８５】
　一態様では、本開示は、各リンクがそれ自体の独立した制御チャネルを有する、複数の
リンクをサポートすることに関する。したがって、この場合、複数のリンクを介して通信
中のデバイス(たとえば、UE)は、他のリンクのいずれかのための制御情報から独立して、
1つのリンク上で制御情報を送信および受信する。
【００８６】
　別の態様では、本開示は、リンク用の制御情報が他のリンクのうちの少なくとも1つに
おける制御チャネルを介して通信され得る、複数のリンクをサポートすることに関する。



(18) JP 6940590 B2 2021.9.29

10

20

30

40

50

いくつかの態様では、1つのリンク(たとえば、リンク上の制御チャネル)は、複数(N個)の
リンク用の制御情報を送信し得る。たとえば、リンクのグループは、制御情報を送信する
ためのリンクのサブセット(1つまたは複数)を指定し得る。したがって、1つのリンク(ま
たは、複数のリンク)は、少なくとも1つの他のリンクのための制御チャネルとして働き得
る。
【００８７】
　いくつかの態様では、リンクは、制御情報を送信するために動的に割り振られ得る。い
くつかのシステムは、1次リンクおよび2次リンクを使用し、ここで、異なるリンクは、異
なる情報を搬送し得るか、または異なる方法で情報を搬送し得る。たとえば、1次リンク
は、より頻繁に制御情報を送信することがあり、またはより重要な制御情報(たとえば、A
CK/NACK、またはミッションクリティカルシグナリング)を送信することがある。したがっ
て、1次リンクが遮断されている(または、何らかの他の状態で損なわれる)場合、デバイ
スは、2次リンク上で送信するために制御情報を動的に再割振りし得る。
【００８８】
　動的割振りの別の例として、異なるリンクが、類似の信頼性および/またはチャネル品
質を有してよい(たとえば、リンクは同じキャリア周波数上で搬送されてよい)。したがっ
て、異なるリンクは、制御情報を搬送するのに等しく適することがある。したがって、デ
バイスは、制御情報を搬送する1つまたは複数のリンクを動的に選択することができる。
たとえば、制御情報を搬送中の第1のリンクが遮断されるか、または何らかの他の状態で
悪影響を受ける場合、制御は一時的に第2のリンクに切り替えられ得る。したがって、デ
バイスは、制御情報を搬送するために、異なる時間において異なるリンクを指定し得る。
【００８９】
　動的割振りのまた別の例として、デバイスは、いくつかの制御情報のために1つのリン
クを、また他の制御情報のために別のリンクを指定し得る。各リンクによって搬送される
情報は、経時的に動的に変更され得る。
【００９０】
　上記に鑑みて、本開示は、いくつかの態様では、リンクのセットの中のリンクのすべて
を介して通信するデバイスのための、マルチリンクマルチビーム制御情報シグナリングに
関する。たとえば、UEは、各リンクが対応するビームに関連付けられている、複数のリン
クを介して通信し得る。UEは、第1のリンク(第1のビーム)を介して第1のTRPと通信し得、
少なくとも1つの第2のリンク(少なくとも1つの第2のビーム)を介して少なくとも1つの他
のTRPと通信し得、以下同様である。この場合、UEは、これらのリンクの各々において独
立して制御情報を通信してよく、またはUEは、上記で説明したようなグループとしてのリ
ンクのうちの1つまたは複数において制御情報を通信してよい。
【００９１】
　さらに、本開示は、いくつかの態様では、リンクのセットのリンクのサブセットのみに
おいて通信するデバイスのための、マルチリンクマルチビームチャネル感知に関する。た
とえば、TRPは、第1のリンク(第1のビーム)を介してUEと通信し得、UEは、少なくとも1つ
の他のリンク(少なくとも1つの第2のビーム)を介して少なくとも1つの他のTRPと通信し得
る。この場合、TRPは、リンクのサブセットを介して通信する。いくつかのシナリオでは
、デバイス(たとえば、TRP)は、他のリンク上の制御情報通信から独立したリンクのサブ
セットにおいて、制御情報を通信し得る。他のシナリオでは、デバイスは、(上記で説明
したような)グループとしてのリンクのうちの1つまたは複数において制御情報を通信する
ために、少なくとも1つの他のデバイス(たとえば、UE、別のTRPなど)と協働し得る。この
目的で、デバイスは、別のリンク用の制御情報を他のデバイスから取得するために、また
はリンク用の制御情報を他のデバイスへ送信するために、別のリンク(たとえば、TRP間チ
ャネル)を介して別のデバイスと通信し得る。
【００９２】
　本開示は、いくつかの態様では、マルチリンク制御チャネルに対するサポートをシグナ
リングすることに関する。ここで、1つのデバイスは、制御情報がどのように送信される
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のかを決定するために、別のデバイス(または、他のデバイス)と通信し得る。たとえば、
デバイスは、どのリンクがどんなタイプの制御情報を搬送すべきであるのか、特定のリン
クが制御情報を搬送している時間などを示し得る。このシグナリングは、たとえば、TRP
からUEへ、UEからTRPへ、TRPから別のTRPへ、UEから別のUEへ、または他のタイプのデバ
イス間であってよい。
【００９３】
《リンク表示の例》
　場合によっては、制御情報は、リンク表示の形態をとってよい。リンク表示は、別のリ
ンクまたは他のリンク(たとえば、他のアクティブなリンク)の存在を示すことができる。
【００９４】
　本開示は、いくつかの態様では、複数のTRPと1つのUEとの間の少なくとも1つの制御チ
ャネル上でリンク表示を使用することに関する。ロバストネスを改善するために、第1の
リンク上の制御チャネルは、別のリンクまたは他のリンクの存在を示すためのリンク表示
を搬送することができる。このことは、受信中のより高い信頼性を確実にし得る。たとえ
ば、別のTRPがUEへ送信中であることを知ることによって、UEは、UEがTRPからの送信を失
ったかどうかをチェックすべきであると知る。UEが送信を失った場合、UEは、適切なアク
ションをとること(たとえば、再送信を開始すること)ができる。
【００９５】
　リンク表示は、様々な方法で送信され得る。いくつかの態様では、リンク表示は、少な
くとも1つの他のリンクの存在を示すために、1つのリンクのペイロードの中に含められて
よい。いくつかの態様では、リンク表示は、制御情報が少なくとも1つの他のリンクを介
して(たとえば、現在のサブフレームまたはいくつかの他のサブフレームの中で)到来して
いる(または、到来することになる)ことを示し得る。このシグナリングは、たとえば、TR
PからUEへ、UEからTRPへ、TRPから別のTRPへ、UEから別のUEへ、または他のタイプのデバ
イス間であってよい。
【００９６】
　上記に鑑みて、本開示は、いくつかの態様では、リンクのセットの中のリンクのすべて
を介して通信するデバイスのための、マルチリンクマルチビームチャネル感知に関する。
たとえば、UEは、各リンクが対応するビームに関連付けられている、複数のリンクを介し
て通信し得る。UEは、第1のリンク(第1のビーム)を介して第1のTRPと通信し得、少なくと
も1つの第2のリンク(少なくとも1つの第2のビーム)を介して少なくとも1つの他のTRPと通
信し得、以下同様である。この場合、UEは、1つのリンクに対するリンク表示を別のリン
ク上で送信または受信し得る。
【００９７】
　さらに、本開示は、いくつかの態様では、リンクのセットのリンクのサブセットのみに
おいて通信するデバイスのための、マルチリンクマルチビームチャネル感知に関する。た
とえば、TRPは、第1のリンク(第1のビーム)を介してUEと通信し得、UEは、少なくとも1つ
の他のリンク(少なくとも1つの第2のビーム)を介して少なくとも1つの他のTRPと通信し得
る。この場合、TRPは、リンクのサブセットを介して通信する。いくつかのシナリオでは
、デバイス(たとえば、TRP)は、1つのリンクに対するリンク表示を別のリンク上で送信ま
たは受信し得る。この目的で、TRPは、互いにリンク情報を共有し得る。たとえば、第1の
TRPは、リンク(たとえば、第1のTRPにおいてアクティブなリンク)の存在を、バックホー
ルリンク、TRP間リンク、またはいくつかの他のタイプのリンクを介して第2のTRPに示す
ことができる。
【００９８】
《マルチリンクHARQフィードバックの例》
　場合によっては、制御情報は、ハイブリッド自動再送要求(HARQ:hybrid automatic rep
eat request)フィードバック、またはいくつかの他のタイプのフィードバック(たとえば
、アップリンク制御シグナリング)の形態をとってよい。例示の目的で、以下の説明はHAR
Qシナリオを説明する。ただし、これらの概念が他のタイプのフィードバックに適用可能



(20) JP 6940590 B2 2021.9.29

10

20

30

40

50

であり得ることを諒解されたい。
【００９９】
　一態様では、本開示は、各リンクがそれ自体の独立したHARQフィードバックを有する、
複数のリンクをサポートすることに関する。したがって、この場合、複数のリンクを介し
て通信中のデバイス(たとえば、UE)は、他のリンクのいずれかに対するHARQフィードバッ
クから独立して、1つのリンク上でHARQフィードバックを処理(たとえば、送信または受信
)する。
【０１００】
　別の態様では、本開示は、複数のリンクにわたるHARQプロセスをサポートすることに関
する。いくつかの態様では、1つのリンク(または、リンクのサブセット)は、複数(N個)の
リンクに対するHARQフィードバックを処理(たとえば、送信または受信)し得る。たとえば
、リンクのグループは、HARQフィードバックを送信するためのリンクのサブセット(1つま
たは複数)を指定し得る。したがって、1つのリンク(または、複数のリンク)は、少なくと
も1つの他のリンクのためのHARQチャネルとして働き得る。加えて、HARQフィードバック
は、リンクのうちの1つまたは複数において受信される情報に応答し得る。
【０１０１】
　いくつかの態様では、リンクは、フィードバックを送信するために動的に割り振られ得
る。いくつかのシステムは、1次リンクおよび2次リンクを使用し、ここで、異なるリンク
は、異なるフィードバックを搬送し得るか、または異なる方法でフィードバックを搬送し
得る。たとえば、1次リンクは、より頻繁にフィードバックを送信することがあり、また
はより重要なフィードバック(たとえば、ACK/NACK)を送信することがある。したがって、
1次リンクが遮断されている(または、何らかの他の状態で損なわれる)場合、デバイスは
、2次リンク上で送信するためにフィードバックを動的に再割振りし得る。
【０１０２】
　別の例として、異なるリンクが、類似の信頼性および/またはチャネル品質を有してよ
い(たとえば、リンクは同じキャリア周波数上で搬送されてよい)。したがって、異なるリ
ンクは、フィードバックを搬送するのに等しく適することがある。したがって、デバイス
は、フィードバックを搬送する1つまたは複数のリンクを動的に選択することができる。
たとえば、フィードバックを搬送中の第1のリンクが遮断される場合、フィードバックは
一時的に第2のリンクに切り替えられ得る。したがって、デバイスは、フィードバックを
搬送するために、異なる時間において異なるリンクを指定し得る。別の例として、デバイ
スは、フィードバックのうちのいくつかのために1つのリンクを、また他のフィードバッ
クのために別のリンクを指定し得る。
【０１０３】
　上記に鑑みて、本開示は、いくつかの態様では、リンクのセットの中のリンクのすべて
を介して通信するデバイスのための、マルチリンクマルチビームフィードバックに関する
。たとえば、UEは、各リンクが対応するビームに関連付けられている、複数のリンクを介
して通信し得る。UEは、第1のリンク(第1のビーム)を介して第1のTRPと通信し得、少なく
とも1つの第2のリンク(少なくとも1つの第2のビーム)を介して少なくとも1つの他のTRPと
通信し得、以下同様である。この場合、UEは、これらのリンクの各々において独立してフ
ィードバックを送信してよく、またはUEは、上記で説明したようなグループとしてのリン
クのうちの1つまたは複数においてフィードバックを送信してよい。後者の場合、UEは、
グループのリンクのうちの1つまたは複数において受信される情報に基づいてフィードバ
ックを生成し得る。
【０１０４】
　さらに、本開示は、いくつかの態様では、リンクのセットのリンクのサブセットのみに
おいて通信するデバイスのための、マルチリンクマルチビームチャネル感知に関する。た
とえば、TRPは、第1のリンク(第1のビーム)を介してUEと通信し得、UEは、少なくとも1つ
の他のリンク(少なくとも1つの第2のビーム)を介して少なくとも1つの他のTRPと通信し得
る。この場合、TRPは、リンクのサブセットを介して通信する。いくつかのシナリオでは
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、デバイス(たとえば、TRP)は、他のリンク上のフィードバックから独立したリンクのサ
ブセットにおいて、フィードバックを処理し得る。他のシナリオでは、デバイスは、(上
記で説明したような)グループとしてのリンクのうちの1つまたは複数においてフィードバ
ックを管理するために、少なくとも1つの他のデバイス(たとえば、UE、別のTRPなど)と協
働し得る。この目的で、デバイスは、別のリンクに対するHARQフィードバックを他のデバ
イスから取得するために、またはリンクに対するHARQフィードバックを他のデバイスへ送
信するために、別のリンク(たとえば、TRP間チャネル)を介して別のデバイスと通信し得
る。
【０１０５】
　本開示は、いくつかの態様では、マルチリンクフィードバックに対するサポートをシグ
ナリングすることに関する。ここで、1つのデバイスは、フィードバックがどのように送
信されるのかを決定するために、別のデバイス(または、他のデバイス)と通信し得る。た
とえば、デバイスは、どのリンクがどんなタイプのフィードバックを搬送すべきであるの
か、特定のリンクがフィードバックを搬送している時間などを示し得る。上記で説明した
ように、このシグナリングは、たとえば、TRPからUEへ、UEからTRPへ、TRPから別のTRPへ
、UEから別のUEへ、または他のタイプのデバイス間であってよい。
【０１０６】
《マルチリンクサブフレーム割振りの例》
　本開示は、いくつかの態様では、マルチリンクシナリオにおけるサブフレーム割振りに
関する。異なるサブフレーム構造が、異なる環境において使用され得る。
【０１０７】
　本開示のいくつかの態様によれば、現在の通信が全二重通信でない場合、サブフレーム
ごとに使用される時分割複信(TDD)構造を、すべてのN個のリンクにおいて互換にさせるこ
とが望ましい場合がある。互換性のあるTDD構造を異なるリンク上で使用することによっ
て、受信機飽和が回避され得る。この場合、1つのリンクにとっての送信の方向(たとえば
、アップリンクまたはダウンリンク)は、他のN-1個のリンクにとっての同じ方向、または
そのサブセットとなるように指定される。たとえば、1つのリンクが、特定のシンボルの
間、ダウンリンク方向である場合、別のリンクは、そのシンボルの間、同様にダウンリン
ク方向であるべきである。そのような構成は、たとえば、より重要な情報(たとえば、制
御情報、高QoSデータなど)の通信のために使用され得る。
【０１０８】
　本開示の他の態様によれば、リンクごとのアップリンクおよびダウンリンクのよりフレ
キシブルな割振りが可能になり得る。たとえば、アップリンク/ダウンリンク協調が、リ
ンク間で必要とされないことがある。この場合、各リンクは、異なる時分割複信(TDD)/FD
Dサブフレーム構造を選択的に使用し得る。たとえば、1つのリンクが、特定のシンボルの
間、ダウンリンクである場合、別のリンクは、そのシンボルの間、アップリンクであって
よい。この手法は、たとえば、これらの環境下では受信機飽和の可能性がさほど大きくな
いのでサブアレイ間のRF分離が十分に大きい(たとえば、>30dB)場合に使用され得る。し
たがって、フレキシブルなアップリンクおよびダウンリンク実装形態において、リンク間
のいくらかの干渉は許容できる場合がある。したがって、(たとえば、対応するアンテナ
サブアレイが異なる方向を向くことに起因して)リンク間のRF分離が比較的大きい場合、
全二重動作が可能であり得る。全二重動作はまた、たとえば、もっと低い信頼性要件を有
するさほど重要でない情報(たとえば、ベストエフォートデータなど)の通信のために使用
され得る。
【０１０９】
　本開示の他の態様によれば、全二重動作と非全二重動作とのハイブリッドが使用され得
る。ここで、1つまたは複数のサブフレームのいくつかの部分は、異なるリンクに対して
同じ方向を共有し得る。たとえば、すべてのリンクは、ダウンリンク制御シグナリング目
的のために同じダウンリンク部分を共有し得、かつ/またはすべてのリンクは、アップリ
ンク制御シグナリング目的のために同じアップリンク部分を共有し得る。
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【０１１０】
　加えて、1つのリンクは、送信電力を低減することによって、または送信を無効にする
ことによって、他のリンクのための保護部分を提供してよく、あるいは1つのリンクは、
周波数リソースのサブセットに対する送信電力を低減することによって、または周波数リ
ソースのサブセットにわたって送信を無効にすることによって、他のリンクのための保護
部分を提供することができる。たとえば、100MHz帯域幅を有すると、1つのリンクは、シ
ステム帯域幅の中間部分、たとえば、100MHzのうちの20MHzに対して、送信電力を低減し
得るか、または送信を無効にし得る。この周波数リソースは、必ずしも周波数領域にわた
って連続するとは限らず、たとえば、20MHzが周波数領域の中で連続するのではなく100MH
zにわたって分散されてよい。
【０１１１】
　リンクは、保護リソースを協調することができ、UEまたはTRPは、受信機処理のための
そのような協調されたリソースを考慮に入れて、たとえば、協調情報を知ることによって
受信機計算量を低減することができる。
【０１１２】
　本開示は、いくつかの態様では、1つまたは複数のリンク上で使用されるべきサブフレ
ームまたはUL/DL構成をシグナリングすることに関する。たとえば、1つのデバイスは、特
定のリンク(または、複数のリンク)上で使用されるべきサブフレームまたはUL/DL構成の
タイプ、およびそのサブフレームまたはUL/DL構成がリンク(または、複数のリンク)上で
使用される時間を決定するために、別のデバイス(または、他のデバイス)と通信し得る。
このシグナリングは、たとえば、TRPからUEへ、UEからTRPへ、TRPから別のTRPへ、UEから
別のUEへ、または他のタイプのデバイス間であってよい。
【０１１３】
　上記に鑑みて、本開示は、いくつかの態様では、リンクのセットの中のリンクのすべて
を介して通信するデバイスのための、マルチリンクマルチビームチャネル感知に関する。
たとえば、UEは、各リンクが対応するビームに関連付けられている、複数のリンクを介し
て通信し得る。UEは、第1のリンク(第1のビーム)を介して第1のTRPと通信し得、少なくと
も1つの第2のリンク(少なくとも1つの第2のビーム)を介して少なくとも1つの他のTRPと通
信し得、以下同様である。この場合、UEは、(たとえば、UEまたは他の場所における)スケ
ジューラが適切なサブフレーム割振りを決定することを可能にするために、各リンクにつ
いての情報を使用または転送し得る。
【０１１４】
　さらに、本開示は、いくつかの態様では、リンクのセットのリンクのサブセットのみに
おいて通信するデバイスのための、マルチリンクマルチビームチャネル感知に関する。た
とえば、TRPは、第1のリンク(第1のビーム)を介してUEと通信し得、UEは、少なくとも1つ
の他のリンク(少なくとも1つの第2のビーム)を介して少なくとも1つの他のTRPと通信し得
る。この場合、TRPは、リンクのサブセットを介して通信する。いくつかのシナリオでは
、デバイス(たとえば、TRP)は、1つのリンクに対するリンク情報を別のリンク上で送信ま
たは受信し得る。この目的で、TRPは、互いにリンク情報を共有し得る。たとえば、第1の
TRPは、1つのリンク(たとえば、第1のTRPにおいてアクティブであるリンク)についての情
報を、バックホール、TRP間リンク、またはいくつかの他のタイプのリンクを介して第2の
TRPへ送信することができる。このようにして、(たとえば、TRPまたは他の場所における)
スケジューラは、適切なサブフレーム割振りを決定することができる。
【０１１５】
《マルチリンクサウンディングの例》
　場合によっては、マルチリンクシナリオにおけるリソース(たとえば、サブフレーム)割
振りは、動的サウンディングに基づいてよい。このサウンディングは、アップリンクサウ
ンディング、ダウンリンクサウンディング、またはいくつかの他のタイプのリンク上での
サウンディングであってよい。
【０１１６】
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　アップリンクサウンディングは、たとえば、TRPが(たとえば、UEから受信されたアップ
リンクサウンディング情報に基づいて)それのダウンリンクビームフォーミングを構成す
ることを可能にするために使用され得る。たとえば、UEは、サウンディング基準信号(SRS
:sounding reference signal)をTRPへ送信し得る。時分割複信(TDD)環境では、1つの方向
(たとえば、DL)におけるチャネルを別の方向(たとえば、UL)に対するチャネル推定値に基
づいて推定するために、相反性が使用され得る。
【０１１７】
　ダウンリンクサウンディングは、たとえば、UEが(たとえば、TRPから受信されたダウン
リンクサウンディング情報に基づいて)それのアップリンクビームフォーミングを構成す
ることを可能にするために使用され得る。たとえば、TRPは、SRSをUEへ送信し得る。ここ
で、ULにおけるチャネルをDLに対するチャネル推定値に基づいて推定するために、相反性
が使用され得る。
【０１１８】
　一態様では、本開示は、各リンクがそれ自体の独立したサウンディングを有する、複数
のリンクをサポートすることに関する。したがって、この場合、複数のリンクを介して通
信中のデバイス(たとえば、UE)は、他のリンクのいずれかに対するサウンディング動作か
ら独立して、1つのリンクに対してサウンディング動作を実行する。たとえば、UEは、リ
ンクごとに、対応するSRSを送信し得る。
【０１１９】
　別の態様では、本開示は、複数のリンクにわたるサウンディングをサポートすることに
関する。ここで、サウンディングは、(たとえば、リンクにわたるビームフォーミング方
向に応じて)1つのサブフレーム内で時分割多重化(TDM)され得る。たとえば、(たとえば、
ビームの方向に起因して)ビーム間に大きい干渉がある場合、アップリンクサウンディン
グは、連続的な方式で送信され得る(たとえば、SRSが1つのリンク上で送信され、別のリ
ンク上のSRSが後続し、以下同様である)。
【０１２０】
　上記に鑑みて、本開示は、いくつかの態様では、リンクのセットの中のリンクのすべて
を介して通信するデバイスのための、マルチリンクマルチビームサウンディングに関する
。たとえば、UEは、各リンクが対応するビームに関連付けられている、複数のリンクを介
して通信し得る。UEは、第1のリンク(第1のビーム)を介して第1のTRPと通信し得、少なく
とも1つの第2のリンク(少なくとも1つの第2のビーム)を介して少なくとも1つの他のTRPと
通信し得、以下同様である。この場合、UEは、これらのリンクの各々において独立してサ
ウンディング動作を実行してよく、またはUEは、上記で説明したようなグループとしてサ
ウンディング動作を実行(たとえば、グループの異なるリンクを介して連続してサウンデ
ィング信号を送信または受信)してよい。
【０１２１】
　さらに、本開示は、いくつかの態様では、リンクのセットのリンクのサブセットのみに
おいて通信するデバイスのための、マルチリンクマルチビームチャネルサウンディングに
関する。たとえば、TRPは、第1のリンク(第1のビーム)を介してUEと通信し得、UEは、少
なくとも1つの他のリンク(少なくとも1つの第2のビーム)を介して少なくとも1つの他のTR
Pと通信し得る。この場合、TRPは、リンクのサブセットを介して通信する。いくつかのシ
ナリオでは、デバイス(たとえば、TRP)は、他のリンク上のサウンディング動作から独立
したリンクのサブセットにおいて、サウンディング動作を実行し得る。他のシナリオでは
、デバイスは、(上記で説明したような)グループとしてのリンクのうちの1つまたは複数
においてサウンディング動作を実行するために、少なくとも1つの他のデバイス(たとえば
、UE、別のTRPなど)と協働し得る。この目的で、デバイスは、別のリンク用のサウンディ
ング情報を他のデバイスから取得するために、またはリンク用のサウンディング情報を他
のデバイスへ送信するために、別のリンク(たとえば、TRP間チャネル)を介して別のデバ
イスと通信し得る。
【０１２２】



(24) JP 6940590 B2 2021.9.29

10

20

30

40

50

　本開示は、いくつかの態様では、マルチリンクサウンディングに対するサポートをシグ
ナリングすることに関する。ここで、1つのデバイスは、サウンディングがどのように行
われるのかを決定するために、別のデバイス(または、他のデバイス)と通信し得る。たと
えば、デバイスは、どのリンクがサウンディングのために一緒にグループ化されるのか、
リンクまたはリンクのグループごとにサウンディングがどのように行われるのか(たとえ
ば、並行して、連続的になど)、サウンディング方向(たとえば、アップリンクまたはダウ
ンリンク)などを示し得る。このシグナリングは、たとえば、TRPからUEへ、UEからTRPへ
、TRPから別のTRPへ、UEから別のUEへ、または他のタイプのデバイス間であってよい。
【０１２３】
　いくつかの実装形態では、TRPは、アップリンクサウンディングをスケジュールし得る
。SRS送信をスケジュールするとき、TRPは、サウンディング信号ごとに送信の方向を示す
ためのシグナリングを行い得る。
【０１２４】
《マルチリンク電力制御の例》
　本開示は、いくつかの態様では、マルチリンク電力制御に関する。電力制御は、様々な
方式を使用して実施され得る。
【０１２５】
　一態様では、本開示は、各リンクがそれ自体の独立した電力制御を有する、複数のリン
クをサポートすることに関する。したがって、この場合、複数のリンクを介して通信中の
デバイス(たとえば、UE)は、他のリンクのいずれかに対する電力制御動作から独立して、
1つのリンクに対して電力制御を実行する。たとえば、TRPは、特定のリンクを介して、そ
のリンクの送信電力を制御するために電力制御情報を(たとえば、制御チャネルを介して)
UEへ送信し得る。UEは、その特定のリンク上の電力を、そのリンク上で受信される電力制
御コマンドに基づいてそのように制御し得る。
【０１２６】
　別の態様では、本開示は、複数のリンクにわたる電力制御(たとえば、共同電力制御)を
サポートすることに関する。たとえば、単一の電力制御コマンドが、(たとえば、同じス
ペクトルを共有する)リンクのグループにおける電力を制御し得る。別の例として、UEに
対する電力制御は、複数のリンク上で受信される電力制御コマンドに基づいてよい。また
別の例として、電力制御制約が、複数のリンク上の送信電力を考慮に入れて満たされてよ
い。
【０１２７】
　いずれの場合も、(たとえば、キャリアアグリゲーションと類似の)総電力制約が使用さ
れ得る。たとえば、TRPは、リンクが独立しているのかそれともグループ化されているの
かにかかわらず、複数のリンクにわたる総最大電力制限を指定し得る。
【０１２８】
　上記に鑑みて、本開示は、いくつかの態様では、リンクのセットの中のリンクのすべて
を介して通信するデバイスのための、マルチリンクマルチビーム電力制御に関する。たと
えば、UEは、各リンクが対応するビームに関連付けられている、複数のリンクを介して通
信し得る。UEは、第1のリンク(第1のビーム)を介して第1のTRPと通信し得、少なくとも1
つの第2のリンク(少なくとも1つの第2のビーム)を介して少なくとも1つの他のTRPと通信
し得、以下同様である。この場合、UEは、これらのリンクの各々において独立して電力制
御動作を実行してよく、またはUEは、上記で説明したようなグループとして電力制御動作
を実行してよい。たとえば、UEは、リンクのうちの1つまたは複数において受信された電
力制御コマンドに基づいて、1つまたは複数のリンクにおける電力を制御し得る。
【０１２９】
　さらに、本開示は、いくつかの態様では、リンクのセットのリンクのサブセットのみに
おいて通信するデバイスのための、マルチリンクマルチビームチャネル電力制御に関する
。たとえば、TRPは、第1のリンク(第1のビーム)を介してUEと通信し得、UEは、少なくと
も1つの他のリンク(少なくとも1つの第2のビーム)を介して少なくとも1つの他のTRPと通
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信し得る。この場合、TRPは、リンクのサブセットを介して通信する。いくつかのシナリ
オでは、デバイス(たとえば、TRP)は、他のリンク上の電力制御動作から独立したリンク
のサブセットにおいて、電力制御動作を実行し得る。他のシナリオでは、デバイスは、(
上記で説明したような)グループとしてのリンクのうちの1つまたは複数において電力制御
動作を実行するために、少なくとも1つの他のデバイス(たとえば、UE、別のTRPなど)と協
働し得る。この目的で、デバイスは、別のリンク用の電力制御情報(たとえば、電力制御
コマンド)を他のデバイスから取得するために、またはリンク用の電力制御情報を他のデ
バイスへ送信するために、別のリンク(たとえば、TRP間チャネル)を介して別のデバイス
と通信し得る。
【０１３０】
　本開示は、いくつかの態様では、マルチリンク電力制御に対するサポートをシグナリン
グすることに関する。ここで、1つのデバイスは、電力制御がどのように行われるのかを
決定するために、別のデバイス(または、他のデバイス)と通信し得る。たとえば、デバイ
スは、どのリンクが電力制御のために一緒にグループ化されるのか、リンクまたはリンク
のグループごとに電力制御がどのように行われるのか(たとえば、すべてのリンクまたは
リンクのサブセットにおいて電力制御コマンドを使用してなど)などを示し得る。このシ
グナリングは、たとえば、TRPからUEへ、UEからTRPへ、TRPから別のTRPへ、UEから別のUE
へ、または他のタイプのデバイス間であってよい。
【０１３１】
《マルチリンクチャネルステータスフィードバックの例》
　マルチリンクシナリオにおけるUEからのチャネルステータスフィードバック(たとえば
、プリコーディング行列インジケータ、PMI)は、様々な方式を使用して実施され得る。チ
ャネル状態情報(CSI)フィードバックのために、TRPは、UEによって検出されるCSI基準信
号(CSI-RS:CSI reference signal)を送信する。UEは、CSI-RSに基づいてCSIフィードバッ
ク(たとえば、CQI、PMIなど)を生成し、CSIフィードバックをTRPへ送信する。
【０１３２】
　一態様では、本開示は、各リンクがそれ自体の独立したチャネルステータスフィードバ
ックを有する、複数のリンクをサポートすることに関する。したがって、この場合、複数
のリンクを介して通信中のデバイス(たとえば、UE)は、他のリンクのいずれかに対するフ
ィードバック動作から独立して、1つのリンクに対してフィードバック動作を実行する。
たとえば、各リンクは、そのリンク上でTRPによって送信されるCSI基準信号(CSI-RS)に基
づく、それ自体のチャネル状態情報(CSI)フィードバックを有することができる。
【０１３３】
　別の態様では、本開示は、複数のリンクにわたるチャネルステータスフィードバックを
サポートすることに関する。たとえば、所与のリンクに対するCSIフィードバックは、複
数のリンクからのCSI-RSに基づいてよい。したがって、UEは、共同CSI報告を送信し得る
。この共同報告は、リンクのうちの1つまたは複数において送信され得る。フィードバッ
クを送信するとき、送信機は、複数のリンクからのCSI-RSをどのように使用するのかにつ
いての情報を提供し得る。
【０１３４】
　リンクのグループにわたるフィードバックの使用は、1つまたは複数のトリガ条件に基
づいて動的に呼び出されてよい。たとえば、共同電力制御は、使用中のアンテナサブアレ
イが互いに比較的近い(たとえば、しきい値距離よりも小さく離れている)ときに呼び出さ
れてよい。別の例として、共同電力制御は、チャネル条件に応じて呼び出されてよい。
【０１３５】
　異なるリンクに対して計算されるCSIは異なることがある(たとえば、アンテナサブアレ
イのカバレージの異なる方向に起因して、かつ/またはデバイス上でのアンテナサブアレ
イの異なるロケーションに起因して)。一例として、異なるアンテナサブアレイによって
見られる環境が異なることがある(たとえば、異なる方向における異なるチャネル条件に
起因して)。したがって、異なるリンクに対して異なるCSIが生成され得る(たとえば、リ
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ンクのうちの1つが他のリンクよりも劣悪なことがある)。そのような場合、デバイスは、
共同CSI報告を送信することを選んでよく、そのため、後続の通信に対してリンクを共同
で使用することができる。
【０１３６】
　使用中のサブアレイが互いに近いとき、デバイスは、両方のリンクを使用することによ
って、より良好な性能(たとえば、より大きいSNR)を得ることができる場合がある。した
がって、デバイスは、この場合には共同CSI報告を送信することを選んでよく、そのため
、デバイスは、後続の通信に対してリンクを共同で使用することができる。その上、共同
報告を送信することによって、フィードバックオーバーヘッドがもっと小さくなり得る。
【０１３７】
　上記に鑑みて、本開示は、いくつかの態様では、リンクのセットの中のリンクのすべて
を介して通信するデバイスのための、マルチリンクマルチビームチャネルステータスフィ
ードバックに関する。たとえば、UEは、各リンクが対応するビームに関連付けられている
、複数のリンクを介して通信し得る。UEは、第1のリンク(第1のビーム)を介して第1のTRP
と通信し得、少なくとも1つの第2のリンク(少なくとも1つの第2のビーム)を介して少なく
とも1つの他のTRPと通信し得、以下同様である。この場合、UEは、これらのリンクの各々
において独立してフィードバック動作を実行してよく、またはUEは、上記で説明したよう
なグループとしてフィードバック動作を実行してよい。たとえば、UEは、リンクのうちの
1つまたは複数において送信されるフィードバックを生成するために、1つまたは複数のリ
ンクからのチャネル状態情報を使用し得る。
【０１３８】
　さらに、本開示は、いくつかの態様では、リンクのセットのリンクのサブセットのみに
おいて通信するデバイスのための、マルチリンクマルチビームチャネルステータスフィー
ドバックに関する。たとえば、TRPは、第1のリンク(第1のビーム)を介してUEと通信し得
、UEは、少なくとも1つの他のリンク(少なくとも1つの第2のビーム)を介して少なくとも1
つの他のTRPと通信し得る。この場合、TRPは、リンクのサブセットを介して通信する。い
くつかのシナリオでは、デバイス(たとえば、TRP)は、他のリンク上のフィードバック動
作から独立したリンクのサブセットにおいて、フィードバック動作を実行し得る。他のシ
ナリオでは、デバイスは、(上記で説明したような)グループとしてのリンクのうちの1つ
または複数においてフィードバック動作を実行するために、少なくとも1つの他のデバイ
ス(たとえば、UE、別のTRPなど)と協働し得る。この目的で、デバイスは、フィードバッ
ク情報(たとえば、他のデバイスへ送信される共同CSIフィードバック)を他のデバイスか
ら取得するために、またはフィードバック情報を他のデバイスへ送信するために、別のリ
ンク(たとえば、TRP間チャネル)を介して別のデバイスと通信し得る。また、TRPは、UEが
通信のために共同でリンクを使用することを可能にするように協働し得る。
【０１３９】
　本開示は、いくつかの態様では、マルチリンクチャネルステータスフィードバックに対
するサポートをシグナリングすることに関する。ここで、1つのデバイスは、チャネルス
テータスフィードバックがどのように行われるのかを決定するために、別のデバイス(ま
たは、他のデバイス)と通信し得る。たとえば、デバイスは、どのリンクがチャネルステ
ータスフィードバックのために一緒にグループ化されるのか、リンクまたはリンクのグル
ープごとにチャネルステータスフィードバックがどのように行われるのか(たとえば、単
独報告または共同報告)などを示し得る。このシグナリングは、たとえば、TRPからUEへ、
UEからTRPへ、TRPから別のTRPへ、UEから別のUEへ、または他のタイプのデバイス間であ
ってよい。
【０１４０】
《マルチリンクビーム切替えの例》
　本開示は、いくつかの態様では、マルチリンクシナリオにおいてビーム情報を通信する
ことに関する。場合によっては、ビーム情報は、ビーム切替え用および/またはビーム管
理用である。
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【０１４１】
　ビーム切替え/リンク管理において、デバイスは、通信が1つのリンクから別のリンクに
切り替わることがあることを別のデバイスに伝えてよく、または(たとえば、リンク品質
が低下したので、またはもっと良好なリンクが見つかったので)そのような切替えを要求
してよい。マルチリンクシナリオのためのビーム切替え/リンク管理は、様々な方式を使
用して実施され得る。
【０１４２】
　一態様では、本開示は、各リンクが(リンク切替えごとに)それ自体の独立したビーム切
替えを実行する、複数のリンクをサポートすることに関する。したがって、この場合、複
数のリンクを介して通信中のデバイス(たとえば、UE)は、他のリンクのいずれかに対する
ビーム切替えから独立して、1つのリンクに対してビーム切替えを実行する。たとえば、U
Eは、(たとえば、リンク品質が低下したので、またはもっと良好なリンクが見つかったの
で)UEが別のビームまたは方向に切り替え中であることをTRPに通知するために、特定のリ
ンク上でメッセージを送信することができる。
【０１４３】
　別の態様では、本開示は、複数のリンクにわたるビーム切替え(クロスリンク切替え)に
関する。ここで、1つのリンク(または、リンクのグループ)は、少なくとも1つの他のリン
クに対するビーム切替えを制御チャネルを介して示すことができる。たとえば、UEは、複
数のリンクに対してビームが切り替え中であることをTRPに通知するために、1つのリンク
用の制御チャネルを介してメッセージを送信することができる。別の例として、デバイス
用のアクティブなリンクが失われている(たとえば、遮断されている)場合、デバイスが別
のリンクに切り替わることを可能にするために、別のリンクがビーム切替え情報(たとえ
ば、ビーム識別子)を搬送し得る。これらのメッセージはまた、UEおよびTRPがそれらの切
替え動作を同期させることができるように、切替えのための時間を示し得る。さらに、1
つまたは複数のリンクにおいてビーム切替えコマンドを受信したことの確認が、1つまた
は複数の別のリンクを介して送信され得る。
【０１４４】
　クロスリンク切替えは、ビーム切替えに関連するレイテンシを潜在的に低減し得る。た
とえば、切替えに関連するハンドシェイク(たとえば、切替え制御および回復プロシージ
ャ)は、別のリンク上で搬送されてよく、それによって、切替えの対象となるリンクのう
ちの1つまたは複数における切替え時間を低減する。また、TRPは、まさに次のサブフレー
ムの中でリンクを切り替えることをUEに伝えることができる。
【０１４５】
　上記に鑑みて、本開示は、いくつかの態様では、リンクのセットの中のリンクのすべて
を介して通信するデバイスのための、マルチリンクマルチビームビーム切替えに関する。
たとえば、UEは、各リンクが、上記で説明したように対応するビームに関連付けられてい
る、複数のリンクを介して通信し得る。この場合、UEは、これらのリンクの各々において
独立してビーム切替えを実行してよく、またはUEは、上記で説明したような複数のリンク
にわたるビーム切替え(クロスリンク切替え)を実行してよい。
【０１４６】
　さらに、本開示は、いくつかの態様では、リンクのセットのリンクのサブセットのみに
おいて通信するデバイスのための、マルチリンクマルチビームチャネルステータスフィー
ドバックに関する。たとえば、上記で説明したように、TRPは、第1のリンク(第1のビーム
)を介してUEと通信し得、UEは、少なくとも1つの他のリンク(少なくとも1つの第2のビー
ム)を介して少なくとも1つの他のTRPと通信し得る。いくつかのシナリオでは、デバイス(
たとえば、TRP)は、他のリンク上のビーム切替えから独立したリンクのサブセットにおい
て、ビーム切替えを実行し得る。他のシナリオでは、デバイスは、リンクのうちの1つま
たは複数にわたるビーム切替え(クロスリンク切替え)を実行するために、少なくとも1つ
の他のデバイス(たとえば、UE、別のTRPなど)と協働し得る。この目的で、デバイスは、
ビーム切替え情報(たとえば、ビーム識別子)を他のデバイスから取得するために、または
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ビーム切替え情報を他のデバイスへ送信するために、別のリンク(たとえば、TRP間チャネ
ル)を介して別のデバイスと通信し得る。
【０１４７】
　本開示は、いくつかの態様では、マルチリンクチャネルビーム切替えに対するサポート
をシグナリングすることに関する。ここで、1つのデバイスは、ビーム切替えがどのよう
に行われるのかを決定するために、別のデバイス(または、他のデバイス)と通信し得る。
たとえば、デバイスは、クロスリンク切替えが使用されるかどうか、またはビーム切替え
がリンクごとに独立して行われるべきであるかどうかを示し得る。このシグナリングは、
たとえば、TRPからUEへ、UEからTRPへ、TRPから別のTRPへ、UEから別のUEへ、または他の
タイプのデバイス間であってよい。
【０１４８】
《マルチリンクビーム回復の例》
　場合によっては、マルチリンクシナリオのために通信されるビーム情報は、ビーム回復
情報を含む。ビームが失われると(たとえば、遮断されると)、デバイスは、別のデバイス
と再同期するために、ビーム回復動作(たとえば、RACHプロシージャ、またはスケジュー
リング要求(SR:scheduling request)プロシージャ)を開始してよい。しかしながら、ビー
ムが失われたので、デバイスは、その制御チャネルを使用してビーム切替えを他のデバイ
スへ通信することができない。マルチリンクシナリオにおけるビーム回復は、様々な方式
を使用して実施され得る。
【０１４９】
　一態様では、本開示は、各リンクが(リンク回復ごとに)それ自体の独立したビーム回復
を実行する、複数のリンクをサポートすることに関する。この場合、複数のリンクを介し
て通信中のデバイス(たとえば、UE)は、他のリンクのいずれかに対するビーム回復から独
立して、1つのリンクに対してビーム回復を実行する。たとえば、UEは、UEがリンクを失
ったことをTRPに通知するために、(ランダムアクセスチャネル上で)RACHメッセージをTRP
へ送信し得る。しかしながら、実際には、RACHプロシージャは、オーバーヘッドが比較的
大きい場合がある。
【０１５０】
　別の態様では、本開示は、複数のリンクにわたるビーム回復(クロスリンク回復)に関す
る。ここで、少なくとも1つの他のリンクを回復するために、1つのリンク(または、リン
クのグループ)が使用され得る。たとえば、UEは、UEが別のリンク(または、他のリンク)
を失ったことをTRPに通知するために、良好なリンクを介して(たとえば、そのリンクの制
御チャネルを介して)RACHまたはSRメッセージをTRPへ送信し得る。別の例として、TRPは
、類似のメッセージをUEへ送信し得る。そのようなメッセージは、様々なタイプのビーム
フォーミング関連情報を含んでよく、またはそうした情報とともに送信されてよい。たと
えば、ビームフォーミング関連情報は、新たなビームペアリング情報を送信するための表
示、好適なビームの表示、ビーム識別子、ビーム切替えのために指定された時間、確認、
またはビーム回復を容易にするための他の情報を含み得る。
【０１５１】
　上記に鑑みて、本開示は、いくつかの態様では、リンクのセットの中のリンクのすべて
を介して通信するデバイスのための、マルチリンクマルチビームビーム回復に関する。た
とえば、UEは、各リンクが、上記で説明したように対応するビームに関連付けられている
、複数のリンクを介して通信し得る。この場合、UEは、これらのリンクの各々において独
立してビーム回復を実行してよく、またはUEは、上記で説明したような複数のリンクにわ
たるビーム回復(クロスリンク回復)を実行してよい。
【０１５２】
　さらに、本開示は、いくつかの態様では、リンクのセットのリンクのサブセットのみに
おいて通信するデバイスのための、マルチリンクマルチビームチャネルステータスフィー
ドバックに関する。たとえば、上記で説明したように、TRPは、第1のリンク(第1のビーム
)を介してUEと通信し得、UEは、少なくとも1つの他のリンク(少なくとも1つの第2のビー
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ム)を介して少なくとも1つの他のTRPと通信し得る。いくつかのシナリオでは、デバイス(
たとえば、TRP)は、他のリンク上のビーム回復から独立したリンクのサブセットにおいて
、ビーム回復を実行し得る。他のシナリオでは、デバイスは、リンクのうちの1つまたは
複数にわたるビーム回復(クロスリンク回復)を実行するために、少なくとも1つの他のデ
バイス(たとえば、UE、別のTRPなど)と協働し得る。この目的で、デバイスは、ビーム回
復情報(たとえば、ビーム識別子)を他のデバイスから取得するために、またはビーム回復
情報を他のデバイスへ送信するために、別のリンク(たとえば、TRP間チャネル)を介して
別のデバイスと通信し得る。
【０１５３】
　本開示は、いくつかの態様では、マルチリンクチャネルビーム回復に対するサポートを
シグナリングすることに関する。ここで、1つのデバイスは、ビーム回復がどのように行
われるのかを決定するために、別のデバイス(または、他のデバイス)と通信し得る。たと
えば、デバイスは、クロスリンク回復が使用されるかどうか、またはビーム回復がリンク
ごとに独立して行われるべきであるかどうかを示し得る。このシグナリングは、たとえば
、TRPからUEへ、UEからTRPへ、TRPから別のTRPへ、UEから別のUEへ、または他のタイプの
デバイス間であってよい。
【０１５４】
《マルチリンクRACHプロシージャの例》
　場合によっては、マルチリンクシナリオのために通信されるビーム情報は、ランダムア
クセスチャネル(RACH:random access channel)情報を含む。マルチリンクシナリオにおけ
るRACHプロシージャは、様々な方式を使用して実施され得る。
【０１５５】
　一態様では、本開示は、各リンクがそれ自体の独立したRACHプロシージャを実行する、
複数のリンクをサポートすることに関する。この場合、複数のリンクを介して通信中のデ
バイス(たとえば、UE)は、他のリンクのいずれかに対するRACHプロシージャから独立して
、1つのリンクに対してRACHプロシージャを実行する。たとえば、UEは、UEがリンクを失
ったことをTRPに通知するために、(ランダムアクセスチャネル上で)RACHメッセージをTRP
へ送信し得る。しかしながら、実際には、RACHプロシージャは、オーバーヘッドが比較的
大きい場合がある。
【０１５６】
　単一のリンクが使用される場合、ビームを回復するためにランダムアクセスチャネル(R
ACH)プロシージャが使用され得る。しかしながら、複数のリンクを伴うと、可能なクロス
リンク回復に起因して、RACHを使用する機会が減る。複数(たとえば、N個)のリンクが機
能していないとき、複数のリンクの障害イベントを同時にシグナリングするために、制御
信号が別のリンク上で送信され得る。たとえば、UEは、複数のリンクが機能しなくなった
ことを示すために、RACHメッセージをTRPへ送信することができる。
【０１５７】
　したがって、別の態様では、本開示は、複数のリンクにわたるRACHプロシージャに関す
る。ここで、少なくとも1つの他のリンク用の制御信号を送信するために、1つのリンク(
または、リンクのグループ)が使用され得る。
【０１５８】
　上記に鑑みて、本開示は、いくつかの態様では、リンクのセットの中のリンクのすべて
を介して通信するデバイスのための、マルチリンクマルチビームRACHプロシージャに関す
る。たとえば、UEは、各リンクが、上記で説明したように対応するビームに関連付けられ
ている、複数のリンクを介して通信し得る。この場合、UEは、これらのリンクの各々にお
いて独立してRACHプロシージャを実行してよく、またはUEは、上記で説明したように複数
のリンクにわたる障害イベントをシグナリングしてよい(クロスリンク回復)。
【０１５９】
　さらに、本開示は、いくつかの態様では、リンクのセットのリンクのサブセットのみに
おいて通信するデバイスのための、マルチリンクマルチビームRACHプロシージャに関する
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。たとえば、上記で説明したように、TRPは、第1のリンク(第1のビーム)を介してUEと通
信し得、UEは、少なくとも1つの他のリンク(少なくとも1つの第2のビーム)を介して少な
くとも1つの他のTRPと通信し得る。いくつかのシナリオでは、デバイス(たとえば、TRP)
は、他のリンク上のRACHプロシージャから独立したリンクのサブセットにおいて、RACHプ
ロシージャを実行し得る。他のシナリオでは、デバイスは、リンクのうちの1つまたは複
数にわたる障害イベントをシグナリングするために、少なくとも1つの他のデバイス(たと
えば、UE、別のTRPなど)と協働し得る。この目的で、デバイスは、障害イベント情報を他
のデバイスから取得するために、または障害イベント情報を他のデバイスへ送信するため
に、別のリンク(たとえば、TRP間チャネル)を介して別のデバイスと通信し得る。
【０１６０】
　本開示は、いくつかの態様では、マルチリンクチャネルRACHプロシージャに対するサポ
ートをシグナリングすることに関する。ここで、1つのデバイスは、RACHプロシージャが
どのように行われるのかを決定するために、別のデバイス(または、他のデバイス)と通信
し得る。たとえば、デバイスは、RACHプロシージャがリンクごとに独立して行われるべき
であるかどうか、または障害イベントのクロスリンクシグナリングが使用されるかどうか
を示し得る。このシグナリングは、たとえば、TRPからUEへ、UEからTRPへ、TRPから別のT
RPへ、UEから別のUEへ、または他のタイプのデバイス間であってよい。
【０１６１】
《マルチリンク測定およびイベントトリガの例》
　本開示は、いくつかの態様では、マルチリンクシナリオのためのリンク測定(たとえば
、RSRP/RSSI測定)に関する。リンク測定は、たとえば、ハンドオフまたは他のイベントト
リガのために使用され得る。
【０１６２】
　一態様では、本開示は、各リンクが(リンク測定ごとに)それ自体の測定およびイベント
トリガ動作を実行する、複数のリンクをサポートすることに関する。この場合、複数のリ
ンクを介して通信中のデバイス(たとえば、UE)は、他のリンクのいずれかに対する測定お
よびイベントトリガ動作から独立して、1つのリンクに対して測定およびイベントトリガ
動作を実行する。ここで、(たとえば、異なるTRPまたはリンクへのハンドオフのための)
イベントトリガは、リンク測定ごとに基づく。したがって、所与の装置が、複数のトリガ
をリンクごとに1つ使用し得る。また、複数のビーム測定が所与のリンクに対して実施さ
れてよく、これらの測定値は(たとえば、トリガしきい値との比較のために)集約され得る
。
【０１６３】
　別の態様では、本開示は、複数のリンクにわたる測定およびイベントトリガ動作に関す
る。ここで、少なくとも1つの他のリンクに対する測定およびイベントトリガを行うため
に、1つのリンク(または、リンクのグループ)が使用され得る。イベントトリガは、複数
のリンクからの集約された測定値に基づいてよい。たとえば、イベントは、グループの中
のリンクのすべてからの測定値の最大値とのトリガしきい値の比較に基づいてトリガされ
得る。上記のように、複数のビーム測定が所与のリンクに対して実施されてよく、これら
の測定値は集約され得る。
【０１６４】
　上記に鑑みて、本開示は、いくつかの態様では、リンクのセットの中のリンクのすべて
を介して通信するデバイスのための、マルチリンクマルチビーム測定およびイベントトリ
ガ動作に関する。たとえば、UEは、各リンクが、上記で説明したように対応するビームに
関連付けられている、複数のリンクを介して通信し得る。この場合、UEは、これらのリン
クの各々において独立して測定およびイベントトリガ動作を実行してよく、またはUEは、
上記で説明したような複数のリンクにわたる測定およびイベントトリガ動作を実行してよ
い。
【０１６５】
　さらに、本開示は、いくつかの態様では、リンクのセットのリンクのサブセットのみに
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おいて通信するデバイスのための、マルチリンクマルチビーム測定およびイベントトリガ
動作に関する。たとえば、上記で説明したように、TRPは、第1のリンク(第1のビーム)を
介してUEと通信し得、UEは、少なくとも1つの他のリンク(少なくとも1つの第2のビーム)
を介して少なくとも1つの他のTRPと通信し得る。いくつかのシナリオでは、デバイス(た
とえば、TRP)は、他のリンク上の測定およびイベントトリガ動作から独立したリンクのサ
ブセットにおいて、測定およびイベントトリガ動作を実行し得る。他のシナリオでは、デ
バイスは、リンクのうちの1つまたは複数にわたる測定およびイベントトリガ動作のため
に、少なくとも1つの他のデバイス(たとえば、UE、別のTRPなど)と協働し得る。この目的
で、デバイスは、測定情報を他のデバイスから取得するために、または測定情報を他のデ
バイスへ送信するために、別のリンク(たとえば、TRP間チャネル)を介して別のデバイス
と通信し得る。
【０１６６】
　本開示は、いくつかの態様では、マルチリンクチャネル測定およびイベントトリガ動作
に対するサポートをシグナリングすることに関する。ここで、1つのデバイスは、測定お
よびイベントトリガ動作がどのように行われるのかを決定するために、別のデバイス(ま
たは、他のデバイス)と通信し得る。たとえば、デバイスは、測定およびイベントトリガ
動作がリンクごとに独立して行われるべきであるかどうか、またはクロスリンク動作が使
用されるかどうかを示し得る。このシグナリングは、たとえば、TRPからUEへ、UEからTRP
へ、TRPから別のTRPへ、UEから別のUEへ、または他のタイプのデバイス間であってよい。
【０１６７】
《第1の例示的な装置》
　図14は、本開示の1つまたは複数の態様に従って通信するように構成された、装置1400
の例示的なハードウェア実装形態のブロック図を示す。装置1400は、UE、TRP、gNB、基地
局(BS)、またはワイヤレス通信をサポートするいくつかの他のタイプのデバイス内で具現
化し得、または実装され得る。様々な実装形態では、装置1400は、アクセス端末、アクセ
スポイント、またはいくつかの他のタイプのデバイス内で具現化し得、または実装され得
る。様々な実装形態では、装置1400は、サーバ、ネットワークエンティティ、モバイルフ
ォン、スマートフォン、タブレット、ポータブルコンピュータ、サーバ、パーソナルコン
ピュータ、センサー、アラーム、車両、機械、エンターテインメントデバイス、医療デバ
イス、または回路構成を有する任意の他の電子デバイス内で具現化し得、または実装され
得る。
【０１６８】
　装置1400は、通信インターフェース(たとえば、少なくとも1つのトランシーバ)1402、
記憶媒体1404、ユーザインターフェース1406、メモリデバイス(たとえば、メモリ回路)14
08、および処理回路1410(たとえば、少なくとも1つのプロセッサ)を含む。様々な実装形
態では、ユーザインターフェース1406は、キーパッド、ディスプレイ、スピーカー、マイ
クロフォン、タッチスクリーンディスプレイ、またはユーザから入力を受けるかもしくは
ユーザへ出力を送るためのいくつかの他の回路構成のうちの1つまたは複数を含み得る。
【０１６９】
　これらの構成要素は、図14における接続線によって概略的に表されるシグナリングバス
または他の好適な構成要素を介して、互いに電気通信するように結合および/または配置
され得る。シグナリングバスは、処理回路1410の特定の適用例および全体的な設計制約に
応じて、任意の数の相互接続バスおよびブリッジを含み得る。シグナリングバスは、通信
インターフェース1402、記憶媒体1404、ユーザインターフェース1406、およびメモリデバ
イス1408の各々が、処理回路1410に結合され、かつ/または処理回路1410と電気通信して
いるように、様々な回路を一緒にリンクする。シグナリングバスはまた、タイミングソー
ス、周辺装置、電圧調整器、および電力管理回路などの、様々な他の回路(図示せず)をリ
ンクしてよく、それらは当技術分野でよく知られており、したがって、これ以上説明しな
い。
【０１７０】
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　通信インターフェース1402は、伝送媒体を介して他の装置と通信するための手段を提供
する。いくつかの実装形態では、通信インターフェース1402は、装置1400のワイヤレス通
信を容易にするように適合され得る。たとえば、通信インターフェース1402は、ネットワ
ークの中の1つまたは複数の通信デバイスに関して双方向に情報の通信を容易にするよう
に適合された、回路構成および/またはプログラミングを含み得る。したがって、いくつ
かの実装形態では、通信インターフェース1402は、ワイヤレス通信システム内でのワイヤ
レス通信のための1つまたは複数のアンテナ1412に結合され得る。いくつかの実装形態で
は、通信インターフェース1402は、ワイヤベース通信のために構成され得る。たとえば、
通信インターフェース1402は、バスインターフェース、送信/受信インターフェース、あ
るいはドライバ、バッファ、または信号を出力および/または取得する(たとえば、集積回
路から信号を出力し、かつ/または集積回路の中へ信号を受ける)ための他の回路構成を含
むいくつかの他のタイプの信号インターフェースであってよい。通信インターフェース14
02は、1つまたは複数のスタンドアロンの受信機および/または送信機、ならびに1つまた
は複数のトランシーバとともに構成され得る。図示の例では、通信インターフェース1402
は、送信機1414および受信機1416を含む。通信インターフェース1402は、受信するための
手段および/または送信するための手段の一例として働く。
【０１７１】
　メモリデバイス1408は、1つまたは複数のメモリデバイスを表し得る。図示のように、
メモリデバイス1408は、装置1400によって使用される他の情報と一緒にリンク情報1418を
保持し得る。いくつかの実装形態では、メモリデバイス1408および記憶媒体1404は、共通
メモリ構成要素として実装される。メモリデバイス1408はまた、処理回路1410または装置
1400のいくつかの他の構成要素によって操作されるデータを記憶するために使用され得る
。
【０１７２】
　記憶媒体1404は、プロセッサ実行可能コードもしくは命令(たとえば、ソフトウェア、
ファームウェア)、電子データ、データベース、または他のデジタル情報などのプログラ
ミングを記憶するための、1つまたは複数のコンピュータ可読、機械可読、および/または
プロセッサ可読デバイスを表し得る。記憶媒体1404はまた、プログラミングを実行すると
きに処理回路1410によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。記憶媒体14
04は、ポータブル記憶デバイスまたは固定記憶デバイス、光記憶デバイス、およびプログ
ラミングを記憶すること、収容すること、または搬送することが可能な様々な他の媒体を
含む、汎用プロセッサまたは専用プロセッサによってアクセスされ得る任意の利用可能な
媒体であってよい。
【０１７３】
　限定ではなく例として、記憶媒体1404は、磁気記憶デバイス(たとえば、ハードディス
ク、フロッピーディスク、磁気ストリップ)、光ディスク(たとえば、コンパクトディスク
(CD)またはデジタル多用途ディスク(DVD))、スマートカード、フラッシュメモリデバイス
(たとえば、カード、スティック、またはキードライブ)、ランダムアクセスメモリ(RAM)
、読取り専用メモリ(ROM)、プログラマブルROM(PROM)、消去可能PROM(EPROM)、電気的消
去可能PROM(EEPROM)、レジスタ、リムーバブルディスク、およびコンピュータによってア
クセスされ得るとともに読み取られ得るソフトウェアおよび/または命令を記憶するため
の任意の他の好適な媒体を含み得る。記憶媒体1404は、製造品(たとえば、コンピュータ
プログラム製品)において具現化され得る。例として、コンピュータプログラム製品は、
パッケージング材料の中のコンピュータ可読媒体を含み得る。上記に鑑みて、いくつかの
実装形態では、記憶媒体1404は、非一時的(たとえば、有形)記憶媒体であってよい。
【０１７４】
　記憶媒体1404は、処理回路1410が記憶媒体1404から情報を読み取ることができ記憶媒体
1404に情報を書き込むことができるように、処理回路1410に結合され得る。すなわち、少
なくとも1つの記憶媒体が処理回路1410と一体である例および/または少なくとも1つの記
憶媒体が処理回路1410とは別個である例(たとえば、装置1400の中に存在する、装置1400
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の外部にある、複数のエンティティにわたって分散されるなど)を含めて、記憶媒体1404
は、記憶媒体1404が処理回路1410によって少なくともアクセス可能となるように、処理回
路1410に結合され得る。
【０１７５】
　記憶媒体1404によって記憶されるプログラミングは、処理回路1410によって実行された
とき、本明細書で説明する様々な機能および/またはプロセス動作のうちの1つまたは複数
を処理回路1410に実行させる。たとえば、記憶媒体1404は、処理回路1410の1つまたは複
数のハードウェアブロックにおける動作を調整するために構成され、かつワイヤレス通信
がそれらのそれぞれの通信プロトコルを利用するために通信インターフェース1402を利用
するように構成された、動作を含み得る。いくつかの態様では、記憶媒体1404は、本明細
書で説明する機能を実行するためのコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する
、コンピュータ可読媒体を含み得る。
【０１７６】
　処理回路1410は、概して、記憶媒体1404に記憶されるそのようなプログラミングの実行
を含む、処理のために適合される。本明細書で使用する「コード」または「プログラミン
グ」という用語は、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハ
ードウェア記述言語と呼ばれるのか、それともそれ以外で呼ばれるのかにかかわらず、限
定はしないが、命令、命令セット、データ、コード、コードセグメント、プログラムコー
ド、プログラム、プログラミング、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケ
ーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブル
ーチン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを含むよ
うに広く解釈されなければならない。
【０１７７】
　処理回路1410は、データを取得、処理、および/または送信し、データアクセスおよび
データ記憶を制御し、コマンドを発行し、かつ他の所望の動作を制御するように構成され
る。処理回路1410は、少なくとも一例では、適切な媒体によって提供される所望のプログ
ラミングを実施するように構成された回路構成を含み得る。たとえば、処理回路1410は、
1つもしくは複数のプロセッサ、1つもしくは複数のコントローラ、および/または実行可
能なプログラミングを実行するように構成された他の構造として実装され得る。処理回路
1410の例は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(AS
IC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)もしくは他のプログラマブル論理構
成要素、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、または本明
細書で説明する機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを含み得る。汎用
プロセッサは、マイクロプロセッサ、ならびに任意の従来のプロセッサ、コントローラ、
マイクロコントローラ、またはステートマシンを含み得る。処理回路1410はまた、DSPと
マイクロプロセッサとの組合せ、いくつかのマイクロプロセッサ、DSPコアと連携する1つ
もしくは複数のマイクロプロセッサ、ASICおよびマイクロプロセッサ、または任意の他の
数の様々な構成などの、コンピューティング構成要素の組合せとして実装され得る。処理
回路1410のこれらの例は例示のためのものであり、本開示の範囲内の他の好適な構成も企
図される。
【０１７８】
　本開示の1つまたは複数の態様によれば、処理回路1410は、本明細書で説明する装置の
いずれかまたはすべてにとっての特徴、プロセス、機能、動作、および/またはルーチン
のいずれかまたはすべてを実行するように適合され得る。たとえば、処理回路1410は、図
1～図13および図15～図27に関して説明するステップ、機能、および/またはプロセスのい
ずれかを実行するように構成され得る。本明細書で使用する処理回路1410に対して「適合
される」という用語は、処理回路1410が、本明細書で説明する様々な特徴に従って特定の
プロセス、機能、動作、および/またはルーチンを実行するように、構成されること、使
用されること、実装されること、および/またはプログラムされることのうちの1つまたは
複数を指すことがある。
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【０１７９】
　処理回路1410は、図1～図13および図15～図27とともに説明する動作のうちのいずれか1
つを実行するための手段(たとえば、そのための構造)として働く、特定用途向け集積回路
(ASIC)などの専用プロセッサであってよい。処理回路1410は、送信するための手段および
/または受信するための手段の一例として働く。様々な実装形態では、処理回路1410は、
少なくとも部分的に、図7～図13のいずれかにおいて上記で説明した機能を提供してよく
、かつ/または組み込んでよい。
【０１８０】
　装置1400の少なくとも一例によれば、処理回路1410は、取得するための回路/モジュー
ル1420、決定するための回路/モジュール1422、通信するための回路/モジュール1424、出
力するための回路/モジュール1426、処理するための回路/モジュール1428、送信するため
の回路/モジュール1430、割り振るための回路/モジュール1432、協調するための回路/モ
ジュール1434、生成するための回路/モジュール1436、または集約するための回路/モジュ
ール1438のうちの1つまたは複数を含み得る。様々な実装形態では、取得するための回路/
モジュール1420、決定するための回路/モジュール1422、通信するための回路/モジュール
1424、出力するための回路/モジュール1426、処理するための回路/モジュール1428、送信
するための回路/モジュール1430、割り振るための回路/モジュール1432、協調するための
回路/モジュール1434、生成するための回路/モジュール1436、または集約するための回路
/モジュール1438は、少なくとも部分的に、図7～図13のいずれかにおいて上記で説明した
機能を提供してよく、かつ/または組み込んでよい。
【０１８１】
　上述のように、記憶媒体1404によって記憶されるプログラミングは、処理回路1410によ
って実行されたとき、本明細書で説明する様々な機能および/またはプロセス動作のうち
の1つまたは複数を処理回路1410に実行させる。たとえば、プログラミングは、様々な実
装形態において図1～図13および図15～図27に関して本明細書で説明する様々な機能、ス
テップ、および/またはプロセスを処理回路1410に実行させ得る。図14に示すように、記
憶媒体1404は、取得するためのコード1440、決定するためのコード1442、通信するための
コード1444、出力するためのコード1446、処理するためのコード1448、送信するためのコ
ード1450、割り振るためのコード1452、協調するためのコード1454、生成するためのコー
ド1456、または集約するためのコード1458のうちの1つまたは複数を含み得る。様々な実
装形態では、取得するためのコード1440、決定するためのコード1442、通信するためのコ
ード1444、出力するためのコード1446、処理するためのコード1448、送信するためのコー
ド1450、割り振るためのコード1452、協調するためのコード1454、生成するためのコード
1456、または集約するためのコード1458は、取得するための回路/モジュール1420、決定
するための回路/モジュール1422、通信するための回路/モジュール1424、出力するための
回路/モジュール1426、処理するための回路/モジュール1428、送信するための回路/モジ
ュール1430、割り振るための回路/モジュール1432、協調するための回路/モジュール1434
、生成するための回路/モジュール1436、または集約するための回路/モジュール1438につ
いて本明細書で説明する機能を提供するために実行されてよく、または別の方法で使用さ
れてよい。
【０１８２】
　取得するための回路/モジュール1420は、たとえば、情報を取得することに関係する、
いくつかの機能を実行するように適合された回路構成および/またはプログラミング(たと
えば、記憶媒体1404に記憶された取得するためのコード1440)を含み得る。いくつかのシ
ナリオでは、取得するための回路/モジュール1420は、(たとえば、メモリデバイス1408、
通信インターフェース1402、または装置1400のいくつかの他の構成要素から)情報を受信
し得、情報を処理(たとえば、復号)し得る。いくつかのシナリオでは(たとえば、取得す
るための回路/モジュール1420がRF受信機であるかまたはRF受信機を含む場合)、取得する
ための回路/モジュール1420は、情報を送信したデバイスから直接情報を受信し得る。い
ずれの場合も、取得するための回路/モジュール1420は、受信された情報を装置1400の別
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の構成要素(たとえば、決定するための回路/モジュール1422、生成するための回路/モジ
ュール1436、メモリデバイス1408、またはいくつかの他の構成要素)に出力し得る。
【０１８３】
　取得するための回路/モジュール1420(たとえば、取得するための手段)は、様々な形態
をとり得る。いくつかの態様では、取得するための回路/モジュール1420は、たとえば、
本明細書で説明するような処理回路に相当し得る。いくつかの態様では、通信するための
回路/モジュール1424は、たとえば、インターフェース(たとえば、バスインターフェース
、受信インターフェース、またはいくつかの他のタイプの信号インターフェース)、通信
デバイス、トランシーバ、受信機、または本明細書で説明するようないくつかの他の類似
の構成要素に相当し得る。いくつかの実装形態では、通信インターフェース1402が、取得
するための回路/モジュール1420および/または取得するためのコード1440を含む。いくつ
かの実装形態では、取得するための回路/モジュール1420および/または取得するためのコ
ード1440は、情報を通信するように通信インターフェース1402(たとえば、トランシーバ
または受信機)を制御するように構成される。
【０１８４】
　決定するための回路/モジュール1422は、たとえば、動作を実行すべきかどうかを決定
することに関係する、いくつかの機能を実行するように適合された回路構成および/また
はプログラミング(たとえば、記憶媒体1404に記憶された決定するためのコード1442)を含
み得る。いくつかの態様では、決定するための回路/モジュール1422(たとえば、決定する
ための手段)は、たとえば、処理回路に相当し得る。
【０１８５】
　いくつかのシナリオでは、決定するための回路/モジュール1422は、決定がそれに基づ
くべき情報を取得し得る。たとえば、決定するための回路/モジュール1422は、(たとえば
、通信インターフェース1402、メモリデバイス1408、または装置1400のいくつかの他の構
成要素から)感知情報、表示、RF分離情報、リンクによって搬送される情報の表示、アン
テナサブアレイ間の距離、またはチャネル条件情報を取得し得る。決定するための回路/
モジュール1422は、次いで、取得された情報に基づいて決定を行い得る。たとえば、決定
するための回路/モジュール1422は、送信すべきかどうかを決定し得、通信すべきかどう
かを決定し得、相互作用を決定し得、情報のタイプを決定し得、電力制御信号が送信電力
を制御すべきかどうかを決定し得、またはフィードバック信号がチャネル状態情報に基づ
くべきであるかどうかを決定し得る。決定するための回路/モジュール1422は、次いで、
決定の表示を(たとえば、通信するための回路/モジュール1424、割り振るための回路/モ
ジュール1432、メモリデバイス1408、またはいくつかの他の構成要素に)出力し得る。
【０１８６】
　通信するための回路/モジュール1424は、たとえば、情報を通信することに関する、い
くつかの機能を実行するように適合された回路および/またはプログラミング(たとえば、
記憶媒体1404に記憶された通信するためのコード1444)を含み得る。いくつかの実装形態
では、通信は、情報を受信することを伴う。いくつかの実装形態では、通信は、情報を送
ること(たとえば、送信すること)を伴う。
【０１８７】
　通信することが情報を受信することを伴ういくつかの実装形態では、通信するための回
路/モジュール1424は、(たとえば、通信インターフェース1402、受信機1416、メモリデバ
イス1408、装置1400のいくつかの他の構成要素、またはいくつかの他のデバイスから)情
報を受信し、情報を処理(たとえば、復号)し、装置1400の別の構成要素(たとえば、取得
するための回路/モジュール1420、メモリデバイス1408、またはいくつかの他の構成要素)
に情報を出力する。いくつかのシナリオでは(たとえば、通信するための回路/モジュール
1424が受信機を含む場合)、通信することは、通信するための回路/モジュール1424が、情
報を送信したデバイスから(たとえば、無線周波数シグナリング、または適用可能な通信
媒体に適したいくつかの他のタイプのシグナリングを介して)直接情報を受信することを
伴う。
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【０１８８】
　通信することが情報を送信することを伴ういくつかの実装形態では、通信するための回
路/モジュール1424は、(たとえば、メモリデバイス1408、または装置1400のいくつかの他
の構成要素から)情報を取得し、情報を処理し(たとえば、送信のために符号化し)、処理
された情報を出力する。いくつかのシナリオでは、通信することは、別のデバイスへ情報
を送信する装置1400の別の構成要素(たとえば、送信機1414、通信インターフェース1402
、またはいくつかの他の構成要素)へ情報を送信することを伴う。いくつかのシナリオで
は(たとえば、通信するための回路/モジュール1424が送信機を含む場合)、通信すること
は、通信するための回路/モジュール1424が、無線周波数シグナリング、または適用可能
な通信媒体に適したいくつかの他のタイプのシグナリングを介して、別のデバイス(たと
えば、最終宛先)へ直接情報を送信することを伴う。
【０１８９】
　通信するための回路/モジュール1424(たとえば、通信するための手段)は、様々な形態
をとり得る。いくつかの態様では、通信するための回路/モジュール1424は、たとえば、
インターフェース(たとえば、バスインターフェース、送信/受信インターフェース、また
はいくつかの他のタイプの信号インターフェース)、通信デバイス、トランシーバ、送信
機、受信機、または本明細書で説明するようないくつかの他の類似の構成要素に相当し得
る。いくつかの実装形態では、通信インターフェース1402が、通信するための回路/モジ
ュール1424および/または通信するためのコード1444を含む。いくつかの実装形態では、
通信するための回路/モジュール1424および/または通信するためのコード1444は、情報を
通信するように通信インターフェース1402(たとえば、トランシーバ、受信機、または送
信機)を制御するように構成される。
【０１９０】
　出力するための回路/モジュール1426は、たとえば、情報を出力すること(たとえば、送
ることまたは送信すること)に関係する、いくつかの機能を実行するように適合された回
路構成および/またはプログラミング(たとえば、記憶媒体1404に記憶された出力するため
のコード1446)を含み得る。いくつかの実装形態では、出力するための回路/モジュール14
26は、(たとえば、取得するための回路/モジュール1420、メモリデバイス1408、または装
置1400のいくつかの他の構成要素から)情報を取得し得、情報を処理し得る(たとえば、送
信のために情報を符号化し得る)。いくつかのシナリオでは、出力するための回路/モジュ
ール1426は、別のデバイスへ情報を送信する別の構成要素(たとえば、通信するための回
路/モジュール1424、送信機1414、通信インターフェース1402、またはいくつかの他の構
成要素)へ情報を送信する。いくつかのシナリオでは(たとえば、出力するための回路/モ
ジュール1426が送信機を含む場合)、出力するための回路/モジュール1426は、無線周波数
シグナリング、または適用可能な通信媒体に適したいくつかの他のタイプのシグナリング
を介して、別のデバイス(たとえば、最終宛先)へ直接情報を送信する。
【０１９１】
　出力するための回路/モジュール1426(たとえば、出力するための手段)は、様々な形態
をとり得る。いくつかの態様では、出力するための回路/モジュール1426は、たとえば、
本明細書で説明するような処理回路に相当し得る。いくつかの態様では、出力するための
回路/モジュール1426は、たとえば、インターフェース(たとえば、バスインターフェース
、送信インターフェース、またはいくつかの他のタイプの信号インターフェース)、通信
デバイス、トランシーバ、送信機、または本明細書で説明するようないくつかの他の類似
の構成要素に相当し得る。いくつかの実装形態では、通信インターフェース1402が、出力
するための回路/モジュール1426および/または出力するためのコード1446を含む。いくつ
かの実装形態では、出力するための回路/モジュール1426および/または出力するためのコ
ード1446は、情報を送信するように通信インターフェース1402(たとえば、トランシーバ
または送信機)を制御するように構成される。
【０１９２】
　処理するための回路/モジュール1428は、たとえば、情報を処理することに関係する、
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いくつかの機能を実行するように適合された回路構成および/またはプログラミング(たと
えば、記憶媒体1404に記憶された処理するためのコード1448)を含み得る。いくつかの態
様では、処理するための回路/モジュール1428(たとえば、処理するための手段)は、たと
えば、処理回路に相当し得る。
【０１９３】
　最初に、処理するための回路/モジュール1428は、少なくとも1つの第1のトランスポー
トブロックおよび少なくとも1つの第2のトランスポートブロックを取得する。処理するた
めの回路/モジュール1428は、たとえば、通信インターフェース1402、メモリデバイス140
8、または装置1400のいくつかの他の構成要素から、この情報を取得し得る。処理するた
めの回路/モジュール1428は、次いで、少なくとも1つの第1のトランスポートブロックを
処理するとともに少なくとも1つの第2のトランスポートブロックを処理し、ここで、少な
くとも1つの第1のトランスポートブロックの処理は、少なくとも1つの第2のトランスポー
トブロックの処理(少なくともいくつかの態様では、たとえば、エラー処理)から独立して
いる。処理するための回路/モジュール1428は、次いで、装置1400の別の構成要素(たとえ
ば、メモリデバイス1408、通信インターフェース1402、またはいくつかの他の構成要素)
に処理の結果を出力し得る。
【０１９４】
　送信するための回路/モジュール1430は、たとえば、情報を送ること(たとえば、送信す
ること)に関係する、いくつかの機能を実行するように適合された回路構成および/または
プログラミング(たとえば、記憶媒体1404に記憶された送信するためのコード1450)を含み
得る。いくつかの実装形態では、送信するための回路/モジュール1430は、(たとえば、メ
モリデバイス1408、または装置1400のいくつかの他の構成要素から)情報を取得し得、情
報を処理し得(たとえば、送信のために情報を符号化し得)、別のデバイスへ情報を送信す
る別の構成要素(たとえば、送信機1414、通信インターフェース1402、またはいくつかの
他の構成要素)へ情報を送信し得る。いくつかのシナリオでは(たとえば、送信するための
回路/モジュール1430が送信機を含む場合)、送信するための回路/モジュール1430は、無
線周波数シグナリング、または適用可能な通信媒体に適したいくつかの他のタイプのシグ
ナリングを介して、別のデバイス(たとえば、最終宛先)へ直接情報を送信する。
【０１９５】
　送信するための回路/モジュール1430(たとえば、送信するための手段)は、様々な形態
をとり得る。いくつかの態様では、送信するための回路/モジュール1430は、たとえば、
インターフェース(たとえば、バスインターフェース、送信/受信インターフェース、また
はいくつかの他のタイプの信号インターフェース)、通信デバイス、トランシーバ、送信
機、または本明細書で説明するようないくつかの他の類似の構成要素に相当し得る。いく
つかの実装形態では、通信インターフェース1402が、送信するための回路/モジュール143
0および/または送信するためのコード1450を含む。いくつかの実装形態では、送信するた
めの回路/モジュール1430および/または送信するためのコード1450は、情報を送信するよ
うに通信インターフェース1402(たとえば、トランシーバまたは送信機)を制御するように
構成される。
【０１９６】
　割り振るための回路/モジュール1432は、たとえば、リソースを割り振ることに関係す
る、いくつかの機能を実行するように適合された回路構成および/またはプログラミング(
たとえば、記憶媒体1404に記憶された割り振るためのコード1452)を含み得る。いくつか
の態様では、割り振るための回路/モジュール1432(たとえば、割り振るための手段)は、
たとえば、処理回路に相当し得る。
【０１９７】
　いくつかの態様では、割り振るための回路/モジュール1432は、(たとえば、取得するた
めの手段1420、メモリデバイス1408、またはいくつかの他の構成要素から)利用可能なリ
ソースについての情報、およびリンク間の相互作用についての情報を取得し得る。割り振
るための回路/モジュール1432は、次いで、(たとえば、本明細書で説明するような)相互
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作用に基づいて割振りを選択し得、割振りの表示を装置1400の構成要素(たとえば、通信
するための回路/モジュール1424、メモリデバイス1408、またはいくつかの他の構成要素)
に出力し得る。
【０１９８】
　協調するための回路/モジュール1434は、たとえば、別のデバイスと協調することに関
係する、いくつかの機能を実行するように適合された回路構成および/またはプログラミ
ング(たとえば、記憶媒体1404に記憶された協調するためのコード1454)を含み得る。いく
つかの態様では、協調するための回路/モジュール1434(たとえば、協調するための手段)
は、たとえば、処理回路に相当し得る。
【０１９９】
　いくつかの態様では、協調するための回路/モジュール1434は、協調がそれに基づくべ
き情報(たとえば、RFリソースの保護部分)を、(たとえば、取得するための手段1420、メ
モリデバイス1408、またはいくつかの他の構成要素から)取得し得る。協調するための回
路/モジュール1434は、次いで、少なくとも1つのRFリソースを選択するかまたは別の方法
で使用するために、(たとえば、通信するための回路/モジュール1424、メモリデバイス14
08、通信インターフェース1402、またはいくつかの他の構成要素を介して)別のデバイス
と通信し得る。
【０２００】
　生成するための回路/モジュール1436は、たとえば、情報を生成することに関係する、
いくつかの機能を実行するように適合された回路構成および/またはプログラミング(たと
えば、記憶媒体1404に記憶された生成するためのコード1456)を含み得る。いくつかの態
様では、生成するための回路/モジュール1436(たとえば、生成するための手段)は、たと
えば、処理回路に相当し得る。
【０２０１】
　いくつかの態様では、生成するための回路/モジュール1436は、複数のリンクに対する
取得されたチャネル状態情報に基づいてフィードバック信号を生成し得る。いくつかの態
様では、生成するための回路/モジュール1436は、複数のリンクに対する取得された測定
情報に基づいてイベントトリガを生成し得る。生成するための回路/モジュール1436は、
次いで、生成された情報を(たとえば、通信するための回路/モジュール1424、メモリデバ
イス1408、通信インターフェース1402、またはいくつかの他の構成要素に)出力する。
【０２０２】
　集約するための回路/モジュール1438は、たとえば、情報を集約することに関係する、
いくつかの機能を実行するように適合された回路構成および/またはプログラミング(たと
えば、記憶媒体1404に記憶された集約するためのコード1458)を含み得る。いくつかの態
様では、集約するための回路/モジュール1438(たとえば、集約するための手段)は、たと
えば、処理回路に相当し得る。
【０２０３】
　いくつかの態様では、集約するための回路/モジュール1438は、ある時間期間にわたっ
て、(たとえば、取得するための手段1420、メモリデバイス1408、またはいくつかの他の
構成要素から)集約されるべき情報を取得し得る。集約するための回路/モジュール1438は
、情報が(たとえば、メモリデバイス1408またはいくつかの他の構成要素の中に)集められ
るとき、情報をそのように記憶し得る。集約するための回路/モジュール1438は、次いで
、集約された情報、または集約された情報についての情報を(たとえば、通信するための
回路/モジュール1424、メモリデバイス1408、通信インターフェース1402、またはいくつ
かの他の構成要素に)出力する。
【０２０４】
《例示的なプロセス》
　図15～図27は、本開示のいくつかの態様による通信のためのプロセス1500～2700を示す
。各プロセスは、独立していてよく、または他のプロセスのうちの1つもしくは複数とと
もに使用されてよい(たとえば、少なくとも部分的に、それとともに使用されてよい)。各
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プロセスは、UE、TRP、gNB、BS、またはいくつかの他の好適な装置の中に配置され得る、
処理回路(たとえば、図14の処理回路1410)内で行われてよい。もちろん、本開示の範囲内
の様々な態様では、各プロセスは、通信関連動作をサポートすることが可能な任意の好適
な装置によって実施されてよい。
【０２０５】
　例示の目的で、以下の動作は、第1のワイヤレス通信リンクおよび第2のワイヤレス通信
リンクのコンテキストで説明され得る。これらの教示が、異なる個数(たとえば、3つ以上
)のリンクに適用可能であることを諒解されたい。
【０２０６】
　また、例示的な各プロセスでは、第1のワイヤレス通信リンクおよび第2のワイヤレス通
信リンクは独立リンクであってよい。この目的で、リンクは、以下の特性のうちの1つま
たは複数を有してよく、またはそれに関連してよい。
【０２０７】
　いくつかの態様では、装置は、第1のワイヤレス通信リンクを介して第1のトランスポー
トブロックを通信し得、ここで、第1のトランスポートブロックは、第2のワイヤレス通信
リンクを介して通信される第2のトランスポートブロックから独立して処理され得る。い
くつかの態様では、第1のトランスポートブロックのエラー処理は、第2のトランスポート
ブロックのエラー処理から独立していてよい。いくつかの態様では、第1のトランスポー
トブロックの巡回冗長検査(CRC)処理は、第2のトランスポートブロックのCRC処理から独
立していてよい。
【０２０８】
　本明細書で説明するように、第1のワイヤレス通信リンクおよび第2のワイヤレス通信リ
ンクは、ビームフォーミングされたリンクであってよい。したがって、いくつかの態様で
は、第1のトランスポートブロックの通信は、第1のビームを介してよく、第2のトランス
ポートブロックの通信は、第2のビームを介してよい。いくつかの態様では、第1のワイヤ
レス通信リンク上の(たとえば、それを介した)通信は、装置の第1の無線周波数(RF)チェ
ーンを使用し得、第2のワイヤレス通信リンク上の通信は、装置の第2のRFチェーンを使用
し得る。いくつかの態様では、第1のワイヤレス通信リンク上の通信は、装置の第1のアン
テナサブアレイを使用し得、第2のワイヤレス通信リンク上の通信は、装置の第2のアンテ
ナサブアレイを使用し得る。
【０２０９】
《例示的なチャネル感知プロセス》
　図15および図16は、チャネル感知のためのプロセスを表す。
【０２１０】
　図15のブロック1502において、装置(たとえば、UE)は、第1のワイヤレス通信リンクに
対する第1の感知情報を取得する。いくつかの態様では、第1の感知情報の取得は、第1の
ワイヤレス通信リンクに関連する第1のビームを使用して感知することを含み得る。
【０２１１】
　ブロック1504において、装置は、第2のワイヤレス通信リンクに対する第2の感知情報を
取得する。いくつかの態様では(たとえば、装置がUEである場合)、第2の感知情報の取得
は、第2のワイヤレス通信リンクに関連する第2のビームを使用して感知することを含み得
る。いくつかの態様では(たとえば、装置がTRPである場合)、第2の感知情報の取得は、第
2のワイヤレス通信リンクに関連する第2のビームを使用して感知するように構成される別
の装置から、第2の感知情報を受信することを含み得る。いくつかの態様では、プロセス1
500は、他の装置への送信のために、第1の感知情報を出力することを含み得る。
【０２１２】
　ブロック1506において、装置は、第1の感知情報および第2の感知情報に基づいて、第1
のワイヤレス通信リンク上で送信すべきかどうかを決定する。たとえば、決定が、送信す
べきである場合、装置は、第1のワイヤレス通信リンクを介して第1のトランスポートブロ
ックを通信してよい。
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【０２１３】
　いくつかの態様では、第1のワイヤレス通信リンクおよび第2のワイヤレス通信リンクは
、チャネル感知グループのメンバーであってよい。この場合、チャネル感知パラメータの
共通セットが、チャネル感知グループのすべてのメンバーによって感知するために使用さ
れ得る。いくつかの態様では、感知することは、リッスンビフォアトーク動作を含み得る
。
【０２１４】
　いくつかの態様では、プロセス1500は、第1の感知情報および第2の感知情報に基づいて
、第2のワイヤレス通信リンク上で送信すべきかどうかを決定することをさらに含み得る
。
【０２１５】
　いくつかの態様では、プロセス1500は、装置の第1の無線周波数(RF)チェーンを使用し
て第1のワイヤレス通信リンク上で通信することと、装置の第2のRFチェーンを使用して第
2のワイヤレス通信リンク上で通信することとをさらに含み得る。
【０２１６】
　いくつかの態様では、プロセス1500は、装置の第1のアンテナサブアレイを使用して第1
のワイヤレス通信リンク上で通信することと、装置の第2のアンテナサブアレイを使用し
て第2のワイヤレス通信リンク上で通信することとをさらに含み得る。
【０２１７】
　次に図16を参照すると、ブロック1602において、装置(たとえば、UE)は、第1のワイヤ
レス通信リンクに対する第1の感知情報を取得する。
【０２１８】
　ブロック1604において、装置は、第1の感知情報に基づいて、第1のワイヤレス通信リン
ク上で送信すべきかどうかを決定する。
【０２１９】
　ブロック1606において、装置は、第2のワイヤレス通信リンクに対する第2の感知情報を
取得する。
【０２２０】
　いくつかの態様では、第1の感知情報の取得は、第1のチャネル感知動作であってよい。
加えて、第2の感知情報の取得は、第2のチャネル感知動作であってよく、ここで、第2の
チャネル感知動作は、第1のチャネル感知動作から独立している。いくつかの態様では、
第1のチャネル感知動作は、第1のビームを使用し得、第2のチャネル感知動作は、第2のビ
ームを使用し得る。
【０２２１】
　ブロック1608において、装置は、第2の感知情報に基づいて、第2のワイヤレス通信リン
ク上で送信すべきかどうかを決定する。ここで、第2のワイヤレス通信リンク上で送信す
べきかどうかという決定は、第1のワイヤレス通信リンク上で送信すべきかどうかという
決定から独立していてよい。
【０２２２】
　いくつかの態様では、プロセス1600は、第1のワイヤレス通信リンク上で送信すべきか
どうかという決定が、送信すべきである場合、第1のワイヤレス通信リンクを介して第1の
トランスポートブロックを通信することと、第2のワイヤレス通信リンク上で送信すべき
どうかという決定が、送信すべきである場合、第2のワイヤレス通信リンクを介して第2の
トランスポートブロックを通信することと、第2のトランスポートブロックから独立して
第1のトランスポートブロックを処理することとをさらに含み得る。いくつかの態様では
、処理はエラー処理を含み得る。いくつかの態様では、処理は巡回冗長検査(CRC)処理を
含み得る。
【０２２３】
《例示的な制御チャネルプロセス》
　図17および図18は、制御チャネルシグナリングのためのプロセスを表す。
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【０２２４】
　図17のブロック1702において、装置(たとえば、UE)は、第1のワイヤレス通信リンクを
介してデータを通信する。
【０２２５】
　ブロック1704において、装置は、第1のワイヤレス通信リンクの制御チャネルを介して
第2のワイヤレス通信リンク用の制御情報を通信する。いくつかの態様では、制御チャネ
ルは、物理ダウンリンク制御チャネル(PDCCH)であってよい。
【０２２６】
　いくつかの態様では、第1のワイヤレス通信リンクは、第1のタイプの制御情報を搬送す
るために用意されてよく、第2のワイヤレス通信リンクは、第1のタイプの制御情報とは異
なる第2のタイプの制御情報を搬送するために用意されてよい。
【０２２７】
　制御情報は、異なる実装形態において異なる形態をとってよい。いくつかの態様では、
制御情報は、第2のワイヤレス通信リンクが存在するという表示を含み得る。いくつかの
態様では、制御情報は、第2のワイヤレス通信リンクがアクティブであるという表示を含
み得る。いくつかの態様では、制御情報は、第2のワイヤレス通信リンクに対するハイブ
リッド自動再送要求(HARQ)フィードバックを含み得る。
【０２２８】
　いくつかの態様では、プロセス1700は、第1のワイヤレス通信リンクの制御チャネルを
介して独立リンクのグループ用の制御情報を通信すべきかどうかを、少なくとも1つの表
示に基づいて決定することを含み得る。
【０２２９】
　いくつかの態様では、プロセス1700は、第2のワイヤレス通信リンクを介して通信する
ように構成される別の装置へ制御情報を送信することを含み得る。
【０２３０】
　いくつかの態様では、プロセス1700は、第2のワイヤレス通信リンクを介して他のデー
タを通信することを含み得る。
【０２３１】
　次に図18を参照すると、ブロック1802において、装置(たとえば、UE)は、第1のワイヤ
レス通信リンクの第1の制御チャネルを介して第1の制御情報を通信する。
【０２３２】
　ブロック1804において、装置は、第2のワイヤレス通信リンクの第2の制御チャネルを介
して第2の制御情報を通信する。いくつかの態様では、第1の制御チャネルは、第2の制御
チャネルから独立していてよい。
【０２３３】
　いくつかの態様では、プロセス1800は、第1のワイヤレス通信リンクを介して第1のトラ
ンスポートブロックを通信することと、第2のワイヤレス通信リンクを介して第2のトラン
スポートブロックを通信することと、第2のトランスポートブロックから独立して第1のト
ランスポートブロックを処理することとを含み得る。いくつかの態様では、処理はエラー
処理を含み得る。いくつかの態様では、処理は巡回冗長検査(CRC)処理を含み得る。
【０２３４】
《例示的な割振りプロセス》
　図19は、割振りプロセスを表す。
【０２３５】
　図19のブロック1902において、装置(たとえば、UE)は、第1のワイヤレス通信リンクと
第2のワイヤレス通信リンクとの間の相互作用を決定する。いくつかの態様では、第1のワ
イヤレス通信リンクを介した通信は、第2のワイヤレス通信リンクを介した通信から独立
していてよい。
【０２３６】
　相互作用は、異なるシナリオにおいて異なる形態をとってよい。いくつかの態様では、
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相互作用は、第1のワイヤレス通信リンクと第2のワイヤレス通信リンクとの間の無線周波
数(RF)分離の量によって特徴づけられてよい。いくつかの態様では、相互作用は、第1の
ワイヤレス通信リンクと第2のワイヤレス通信リンクとの間の無線周波数(RF)干渉の量に
よって特徴づけられてよい。
【０２３７】
　ブロック1904において、装置は、第1のワイヤレス通信リンクまたは第2のワイヤレス通
信リンクのうちの少なくとも1つための少なくとも1つのリソースを割り振る。いくつかの
態様では、割振りは、決定された相互作用に基づいてよい。
【０２３８】
　RF分離がRF分離しきい値よりも小さい場合、割振りは、第1のワイヤレス通信リンクを
介した通信を、特定のシンボル時間にわたって第1の方向となるように指定することと、
第2のワイヤレス通信リンクを介した通信を、特定のシンボル時間にわたって、第1の方向
とは異なる第2の方向となるように指定することとを含み得る。いくつかの態様では、第1
の方向はアップリンク方向であってよく、第2の方向はダウンリンク方向であってよい。
【０２３９】
　RF分離がRF分離しきい値よりも大きい場合、割振りは、第1のワイヤレス通信リンクを
介した通信を、特定のシンボル時間にわたって第1の方向となるように指定することと、
第2のワイヤレス通信リンクを介した通信を、特定のシンボル時間にわたって第1の方向と
なるように指定することとを含み得る。
【０２４０】
　RF分離がRF分離しきい値よりも小さい場合、割振りは、第1のワイヤレス通信リンクの
ためのアップリンクサウンディングを、サブフレーム内で時分割多重化されるように指定
することを含み得る。
【０２４１】
　いくつかの態様では、プロセス1900は、第1のワイヤレス通信リンクまたは第2のワイヤ
レス通信リンクによって搬送される情報の少なくとも1つのタイプを決定することと、第1
のワイヤレス通信リンクまたは第2のワイヤレス通信リンクのうちの少なくとも1つのため
の少なくとも1つのリソースを割り振ることとを含み得、割振りは、情報の決定された少
なくとも1つのタイプに基づいてよい。
【０２４２】
　いくつかの態様では、プロセス1900は、第1のワイヤレス通信リンクのための保護部分
を識別することと、保護部分に関連する周波数リソースのサブセットに対して、第2のワ
イヤレス通信リンクにおける送信を制限することとを含み得る。送信の制限は、送信電力
を低減すること、または送信を一時的に中止することを含み得る。加えて、プロセス1900
は、保護部分を少なくとも1つの他の装置(たとえば、SNP)と協調させることを含み得る。
【０２４３】
《例示的な電力制御プロセス》
　図20および図21は、電力制御のためのプロセスを表す。
【０２４４】
　図20のブロック2002において、装置(たとえば、UE)は、第1のワイヤレス通信リンク用
の第1の電力制御情報を取得する。いくつかの態様では、第1の電力制御情報の取得は、第
1のワイヤレス通信リンクに関連する第1のビームを使用して第1の信号を受信することを
含み得る。
【０２４５】
　ブロック2004において、装置は、第2のワイヤレス通信リンク用の第2の電力制御情報を
取得する。いくつかの態様では(たとえば、装置がTRPである場合)、第2の電力制御情報の
取得は、第2のワイヤレス通信リンクに関連する第2のビームを使用して第2の信号を受信
するように構成される別の装置から、第2の電力制御情報を受信することを含み得る。い
くつかの態様では、プロセス2000は、他の装置への送信のために、第1の電力制御情報を
出力することを含み得る。いくつかの態様では(たとえば、装置がUEである場合)、第2の
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電力制御情報の取得は、第2のワイヤレス通信リンクに関連する第2のビームを使用して第
2の信号を受信することを含み得る。
【０２４６】
　いくつかの態様では、第1の電力制御情報は、第1のワイヤレス通信リンクを介して送信
される第1の電力制御コマンドを含み得、第2の電力制御情報は、第2のワイヤレス通信リ
ンクを介して送信される第2の電力制御コマンドを含み得る。
【０２４７】
　ブロック2006において、装置は、第1の電力制御情報および第2の電力制御情報に基づい
て電力制御信号を生成する。
【０２４８】
　いくつかの態様では、電力制御信号は、第1のワイヤレス通信リンクおよび第2のワイヤ
レス通信リンクを含む複数のワイヤレス通信リンクにわたって送信電力を制御するための
ものであってよい。この場合、電力制御信号は、複数のワイヤレス通信リンクにわたる最
大送信電力を示し得る。
【０２４９】
　いくつかの態様では、プロセス2000は、電力制御信号が第1のワイヤレス通信リンクお
よび第2のワイヤレス通信リンクを含む複数のワイヤレス通信リンクにわたって送信電力
を制御すべきかどうかを決定することを含み得る。いくつかの態様では、決定は、第1の
ワイヤレス通信リンクおよび第2のワイヤレス通信リンクが無線周波数(RF)帯域を共有す
るかどうかに基づいてよい。
【０２５０】
　いくつかのシナリオでは、第1の電力制御情報は、第1のワイヤレス通信リンク上の送信
電力の第1の表示を含み得、第2の電力制御情報は、第2のワイヤレス通信リンク上の送信
電力の第2の表示を含み得、電力制御信号は、第1のワイヤレス通信リンクおよび第2のワ
イヤレス通信リンクにわたる電力制御制約を含み得る。
【０２５１】
　次に図21を参照すると、ブロック2102において、装置(たとえば、UE)は、第1のワイヤ
レス通信リンク用の第1の電力制御情報を取得する。
【０２５２】
　ブロック2104において、装置は、第1の電力制御情報に基づいて第1の電力制御信号を生
成する。いくつかの態様では、第1の電力制御情報の取得は、第1の電力制御動作を含み得
る。いくつかの態様では、第1の電力制御動作は、第1のビームを使用し得る。
【０２５３】
　ブロック2106において、装置は、第2のワイヤレス通信リンク用の第2の電力制御情報を
取得する。いくつかの態様では、第2の電力制御情報の取得は、第2の電力制御動作を含み
得る。第2の電力制御動作は、第1の電力制御動作から独立していてよい。いくつかの態様
では、第2の電力制御動作は、第2のビームを使用し得る。
【０２５４】
　ブロック2108において、装置は、第2の電力制御情報に基づいて第2の電力制御信号を生
成する。
【０２５５】
　いくつかの態様では、プロセス2100は、第1のワイヤレス通信リンクを介して第1のトラ
ンスポートブロックを通信することと、第2のワイヤレス通信リンクを介して第2のトラン
スポートブロックを通信することと、第2のトランスポートブロックから独立して第1のト
ランスポートブロックを処理することとを含み得る。いくつかの態様では、処理はエラー
処理を含み得る。いくつかの態様では、処理は巡回冗長検査(CRC)処理を含み得る。
【０２５６】
《例示的なチャネルステータスフィードバックプロセス》
　図22および図23は、チャネルステータスフィードバックのためのプロセスを表す。
【０２５７】
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　図22のブロック2202において、装置(たとえば、UE)は、第1のワイヤレス通信リンクに
対する第1のチャネル状態情報を取得する。いくつかの態様では、第1のチャネル状態情報
の取得は、第1のワイヤレス通信リンクに関連する第1のビームを使用して第1の信号を受
信することを含み得る。
【０２５８】
　ブロック2204において、装置は、第2のワイヤレス通信リンクに対する第2のチャネル状
態情報を取得する。いくつかの態様では(たとえば、装置がTRPである場合)、第2のチャネ
ル状態情報の取得は、第2のワイヤレス通信リンクに関連する第2のビームを使用して第2
の信号を受信するように構成される別の装置から、第2のチャネル状態情報を受信するこ
とを含み得る。いくつかの態様では、プロセス2200は、他の装置への送信のために、第1
のチャネル状態情報を出力することを含み得る。いくつかの態様では(たとえば、装置がU
Eである場合)、第2のチャネル状態情報の取得は、第2のワイヤレス通信リンクに関連する
第2のビームを使用して第2の信号を受信することを含み得る。
【０２５９】
　ブロック2206において、装置は、第1のチャネル状態情報および第2のチャネル状態情報
に基づいてフィードバック信号を生成する。いくつかの態様では、フィードバック信号は
、チャネル状態情報(CSI)フィードバックを含み得る。この場合、第1のチャネル状態情報
は、第1のワイヤレス通信リンクを介して送信される第1のチャネル状態情報基準信号(CSI
-RS)を含み得、第2のチャネル状態情報は、第2のワイヤレス通信リンクを介して送信され
る第2のCSI-RSを含み得る。
【０２６０】
　いくつかの態様では、プロセス2200は、フィードバック信号が第1のチャネル状態情報
および第2のチャネル状態情報に基づくべきであるかどうかを決定することを含み得、こ
こで、決定は、第1のワイヤレス通信リンク用の第1のアンテナサブアレイが第2のワイヤ
レス通信リンク用の第2のアンテナサブアレイのしきい値距離内にあるかどうかに基づく
。
【０２６１】
　いくつかの態様では、プロセス2200は、フィードバック信号が第1のチャネル状態情報
および第2のチャネル状態情報に基づくべきであるかどうかを決定することを含み得、こ
こで、決定は、第1のワイヤレス通信リンクに対する第1のチャネル条件、第2のワイヤレ
ス通信リンクに対する第2のチャネル条件、またはそれらの組合せに基づいてよい。
【０２６２】
　次に図23を参照すると、ブロック2302において、装置(たとえば、UE)は、第1のワイヤ
レス通信リンクに対する第1のチャネル状態情報を取得する。いくつかの態様では、第1の
チャネル状態情報の取得は、第1のチャネル状態動作を含み得る。いくつかの態様では、
第1のチャネル状態動作は、第1のビームを使用し得る。
【０２６３】
　ブロック2304において、装置は、第1のチャネル状態情報に基づいて第1のフィードバッ
ク信号を生成する。いくつかの態様では、第1のフィードバック信号は、第1のチャネル状
態情報(CSI)フィードバックを含み得る。加えて、第1のチャネル状態情報は、第1のワイ
ヤレス通信リンクを介して送信される第1のチャネル状態情報基準信号(CSI-RS)を含み得
る。
【０２６４】
　ブロック2306において、装置は、第2のワイヤレス通信リンクに対する第2のチャネル状
態情報を取得する。いくつかの態様では、第2のチャネル状態情報の取得は、第2のチャネ
ル状態動作を含み得る。第2のチャネル状態動作は、第1のチャネル状態動作から独立して
いてよい。いくつかの態様では、第2のチャネル状態動作は、第2のビームを使用し得る。
【０２６５】
　ブロック2308において、装置は、第2のチャネル状態情報に基づいて第2のフィードバッ
ク信号を生成する。いくつかの態様では、第2のフィードバック信号は、第2のCSIフィー
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ドバックを含み得る。加えて、第2のチャネル状態情報は、第2のワイヤレス通信リンクを
介して送信される第2のCSI-RSを含み得る。
【０２６６】
　いくつかの態様では、プロセス2300は、第1のワイヤレス通信リンクを介して第1のトラ
ンスポートブロックを通信することと、第2のワイヤレス通信リンクを介して第2のトラン
スポートブロックを通信することと、第2のトランスポートブロックから独立して第1のト
ランスポートブロックを処理することとを含み得る。いくつかの態様では、処理はエラー
処理を含み得る。いくつかの態様では、処理は巡回冗長検査(CRC)処理を含み得る。
【０２６７】
《例示的なビーム情報プロセス》
　図24および図25は、ビーム情報を通信するためのプロセスを表す。
【０２６８】
　図24のブロック2402において、装置(たとえば、UE)は、第1のワイヤレス通信リンクを
介してデータを通信する。
【０２６９】
　ブロック2404において、装置は、第1のワイヤレス通信リンクを介して第2のワイヤレス
通信リンク用のビーム情報を通信する。
【０２７０】
　ビーム情報は、異なるシナリオにおいて異なる形態をとってよい。いくつかの態様では
、ビーム情報は、少なくとも1つのワイヤレス通信リンク用の少なくとも1つのビームが切
り替えられていることを示し得る。いくつかの態様では、ビーム情報は、ユーザ機器(UE)
が別のビームまたはビーム方向に切り替えていることを示し得る。いくつかの態様では、
ビーム情報は、ランダムアクセスチャネル(RACH)メッセージまたはスケジューリング要求
(SR)を含み得、ここで、RACHメッセージまたはSRは、第2のワイヤレス通信リンク上のビ
ーム障害を示す。いくつかの態様では、ビーム情報は、第2のワイヤレス通信リンク上の
障害イベントを示し得る。いくつかの態様では、ビーム情報は、ビーム切替えの確認であ
ってよい。いくつかの態様では、ビーム情報は、ビーム回復情報、新たなビームペアリン
グ情報を送信するための表示、好適なビームの表示、ビーム識別子、ビーム切替えのため
に指定された時間、またはそれらの任意の組合せを含み得る。
【０２７１】
　いくつかの態様では、プロセス2400は、第2のワイヤレス通信リンクを介して通信する
ように構成される別の装置へビーム情報を送信することを含み得る。
【０２７２】
　いくつかの態様では、プロセス2400は、第2のワイヤレス通信リンクを介して他のデー
タを通信することを含み得る。
【０２７３】
　次に図25を参照すると、ブロック2502において、装置(たとえば、UE)は、第1のワイヤ
レス通信リンクの第1の制御チャネルを介して第1のビーム情報を通信する。
【０２７４】
　ブロック2504において、装置は、第2のワイヤレス通信リンクの第2の制御チャネルを介
して第2のビーム情報を通信し、第1の制御チャネルは、第2の制御チャネルから独立して
いる。
【０２７５】
　いくつかの態様では、プロセス2500は、第1のワイヤレス通信リンクを介して第1のトラ
ンスポートブロックを通信することと、第2のワイヤレス通信リンクを介して第2のトラン
スポートブロックを通信することと、第2のトランスポートブロックから独立して第1のト
ランスポートブロックを処理することとを含み得る。いくつかの態様では、処理はエラー
処理を含み得る。いくつかの態様では、処理は巡回冗長検査(CRC)処理を含み得る。
【０２７６】
《例示的なリンク測定およびイベントトリガプロセス》
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　図26および図27は、リンク測定およびイベントトリガのためのプロセスを表す。
【０２７７】
　図26のブロック2602において、装置(たとえば、UE)は、第1のワイヤレス通信リンクに
対する第1の測定情報を取得する。いくつかの態様では、第1の測定情報の取得は、第1の
ワイヤレス通信リンクに関連する第1のビームを使用して第1の信号を受信することを含み
得る。
【０２７８】
　ブロック2604において、装置は、第2のワイヤレス通信リンクに対する第2の測定情報を
取得する。いくつかの態様では(たとえば、装置がTRPである場合)、第2の測定情報の取得
は、第2のワイヤレス通信リンクに関連する第2のビームを使用して第2の信号を受信する
ように構成される別の装置から、第2の測定情報を受信することを含み得る。いくつかの
態様では、プロセス2600は、他の装置への送信のために、第1の測定情報を出力すること
を含み得る。いくつかの態様では(たとえば、装置がUEである場合)、第2の測定情報の取
得は、第2のワイヤレス通信リンクに関連する第2のビームを使用して第2の信号を受信す
ることを含み得る。
【０２７９】
　ブロック2606において、装置は、第1の測定情報および第2の測定情報に基づいてイベン
トトリガを生成する。
【０２８０】
　いくつかの態様では、プロセス2600は、第1の測定情報および第2の測定情報を集約する
ことを含み得る。この場合、イベントトリガは、集約された第1の測定情報および第2の測
定情報に基づいて生成され得る。
【０２８１】
　次に図27を参照すると、ブロック2702において、装置(たとえば、UE)は、第1のワイヤ
レス通信リンクに対する第1の測定情報を取得する。いくつかの態様では、第1の測定情報
の取得は、第1の測定動作を含み得る。いくつかの態様では、第1の測定動作は、第1のビ
ームを使用し得る。
【０２８２】
　ブロック2704において、装置は、第1の測定情報に基づいて第1のイベントトリガを生成
する。
【０２８３】
　ブロック2706において、装置は、第2のワイヤレス通信リンクに対する第2の測定情報を
取得する。いくつかの態様では、第2の測定情報の取得は、第2の測定動作を含み得る。第
2の測定動作は、第1の測定動作から独立していてよい。いくつかの態様では、第2の測定
動作は、第2のビームを使用し得る。
【０２８４】
　ブロック2708において、装置は、第2の測定情報に基づいて第2のイベントトリガを生成
する。
【０２８５】
　いくつかの態様では、プロセス2700は、第1のワイヤレス通信リンクを介して第1のトラ
ンスポートブロックを通信することと、第2のワイヤレス通信リンクを介して第2のトラン
スポートブロックを通信することと、第2のトランスポートブロックから独立して第1のト
ランスポートブロックを処理することとを含み得る。いくつかの態様では、処理はエラー
処理を含み得る。いくつかの態様では、処理は巡回冗長検査(CRC)処理を含み得る。
【０２８６】
第2の例示的な装置
　図28は、本開示の1つまたは複数の態様に従って通信するように構成された、装置2800
の例示的なハードウェア実装形態のブロック図を示す。装置2800は、UE、TRP、gNB、基地
局(BS)、またはワイヤレス通信をサポートするいくつかの他のタイプのデバイス内で具現
化し得、または実装され得る。様々な実装形態では、装置2800は、アクセス端末、アクセ
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スポイント、またはいくつかの他のタイプのデバイス内で具現化し得、または実装され得
る。様々な実装形態では、装置2800は、サーバ、ネットワークエンティティ、モバイルフ
ォン、スマートフォン、タブレット、ポータブルコンピュータ、パーソナルコンピュータ
、センサー、アラーム、車両、機械、エンターテインメントデバイス、医療デバイス、ま
たは回路構成を有する任意の他の電子デバイス内で具現化し得、または実装され得る。
【０２８７】
　装置2800は、通信インターフェース(たとえば、少なくとも1つのトランシーバ)2802、
記憶媒体2804、ユーザインターフェース2806、メモリデバイス2808(たとえば、メモリ回
路)、および処理回路2810(たとえば、少なくとも1つのプロセッサ)を含む。様々な実装形
態では、ユーザインターフェース2806は、キーパッド、ディスプレイ、スピーカー、マイ
クロフォン、タッチスクリーンディスプレイ、またはユーザから入力を受けるかもしくは
ユーザへ出力を送るためのいくつかの他の回路構成のうちの1つまたは複数を含み得る。
【０２８８】
　これらの構成要素は、図28における接続線によって概略的に表されるシグナリングバス
または他の好適な構成要素を介して、互いに電気通信するように結合および/または配置
され得る。シグナリングバスは、処理回路2810の特定の適用例および全体的な設計制約に
応じて、任意の数の相互接続バスおよびブリッジを含み得る。シグナリングバスは、通信
インターフェース2802、記憶媒体2804、ユーザインターフェース2806、およびメモリデバ
イス2808の各々が、処理回路2810に結合され、かつ/または処理回路2810と電気通信して
いるように、様々な回路を一緒にリンクする。シグナリングバスはまた、タイミングソー
ス、周辺装置、電圧調整器、および電力管理回路などの、様々な他の回路(図示せず)をリ
ンクしてよく、それらは当技術分野でよく知られており、したがって、これ以上説明しな
い。
【０２８９】
　通信インターフェース2802は、伝送媒体を介して他の装置と通信するための手段を提供
する。いくつかの実装形態では、通信インターフェース2802は、装置2800のワイヤレス通
信を容易にするように適合され得る。たとえば、通信インターフェース2802は、ネットワ
ークの中の1つまたは複数の通信デバイスに関して双方向に情報の通信を容易にするよう
に適合された、回路構成および/またはプログラミングを含み得る。したがって、いくつ
かの実装形態では、通信インターフェース2802は、ワイヤレス通信システム内でのワイヤ
レス通信のための1つまたは複数のアンテナ2812に結合され得る。いくつかの実装形態で
は、通信インターフェース2802は、ワイヤベース通信のために構成され得る。たとえば、
通信インターフェース2802は、バスインターフェース、送信/受信インターフェース、あ
るいはドライバ、バッファ、または信号を出力および/または取得する(たとえば、集積回
路から信号を出力し、かつ/または集積回路の中へ信号を受ける)ための他の回路構成を含
むいくつかの他のタイプの信号インターフェースであってよい。通信インターフェース28
02は、1つまたは複数のスタンドアロンの受信機および/または送信機、ならびに1つまた
は複数のトランシーバとともに構成され得る。図示の例では、通信インターフェース2802
は、送信機2814および受信機2816を含む。通信インターフェース2802は、受信するための
手段および/または送信するための手段の一例として働く。
【０２９０】
　メモリデバイス2808は、1つまたは複数のメモリデバイスを表し得る。図示のように、
メモリデバイス2808は、装置2800によって使用される他の情報と一緒にリンク情報2818を
保持し得る。いくつかの実装形態では、メモリデバイス2808および記憶媒体2804は、共通
メモリ構成要素として実装される。メモリデバイス2808はまた、処理回路2810または装置
2800のいくつかの他の構成要素によって操作されるデータを記憶するために使用され得る
。
【０２９１】
　記憶媒体2804は、プロセッサ実行可能コードもしくは命令(たとえば、ソフトウェア、
ファームウェア)、電子データ、データベース、または他のデジタル情報などのプログラ
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ミングを記憶するための、1つまたは複数のコンピュータ可読、機械可読、および/または
プロセッサ可読デバイスを表し得る。記憶媒体2804はまた、プログラミングを実行すると
きに処理回路2810によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。記憶媒体28
04は、ポータブル記憶デバイスまたは固定記憶デバイス、光記憶デバイス、およびプログ
ラミングを記憶すること、収容すること、または搬送することが可能な様々な他の媒体を
含む、汎用プロセッサまたは専用プロセッサによってアクセスされ得る任意の利用可能な
媒体であってよい。
【０２９２】
　限定ではなく例として、記憶媒体2804は、磁気記憶デバイス(たとえば、ハードディス
ク、フロッピーディスク、磁気ストリップ)、光ディスク(たとえば、コンパクトディスク
(CD)またはデジタル多用途ディスク(DVD))、スマートカード、フラッシュメモリデバイス
(たとえば、カード、スティック、またはキードライブ)、ランダムアクセスメモリ(RAM)
、読取り専用メモリ(ROM)、プログラマブルROM(PROM)、消去可能PROM(EPROM)、電気的消
去可能PROM(EEPROM)、レジスタ、リムーバブルディスク、およびコンピュータによってア
クセスされ得るとともに読み取られ得るソフトウェアおよび/または命令を記憶するため
の任意の他の好適な媒体を含み得る。記憶媒体2804は、製造品(たとえば、コンピュータ
プログラム製品)において具現化され得る。例として、コンピュータプログラム製品は、
パッケージング材料の中のコンピュータ可読媒体を含み得る。上記に鑑みて、いくつかの
実装形態では、記憶媒体2804は、非一時的(たとえば、有形)記憶媒体であってよい。
【０２９３】
　記憶媒体2804は、処理回路2810が記憶媒体2804から情報を読み取ることができ記憶媒体
2804に情報を書き込むことができるように、処理回路2810に結合され得る。すなわち、少
なくとも1つの記憶媒体が処理回路2810と一体である例および/または少なくとも1つの記
憶媒体が処理回路2810とは別個である例(たとえば、装置2800の中に存在する、装置2800
の外部にある、複数のエンティティにわたって分散されるなど)を含めて、記憶媒体2804
は、記憶媒体2804が処理回路2810によって少なくともアクセス可能となるように、処理回
路2810に結合され得る。
【０２９４】
　記憶媒体2804によって記憶されるプログラミングは、処理回路2810によって実行された
とき、本明細書で説明する様々な機能および/またはプロセス動作のうちの1つまたは複数
を処理回路2810に実行させる。たとえば、記憶媒体2804は、処理回路2810の1つまたは複
数のハードウェアブロックにおける動作を調整するために構成され、かつワイヤレス通信
がそれらのそれぞれの通信プロトコルを利用するために通信インターフェース2802を利用
するように構成された、動作を含み得る。いくつかの態様では、記憶媒体2804は、本明細
書で説明する機能を実行するためのコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する
、コンピュータ可読媒体を含み得る。
【０２９５】
　処理回路2810は、概して、記憶媒体2804に記憶されるそのようなプログラミングの実行
を含む、処理のために適合される。本明細書で使用する「コード」または「プログラミン
グ」という用語は、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハ
ードウェア記述言語と呼ばれるのか、それともそれ以外で呼ばれるのかにかかわらず、限
定はしないが、命令、命令セット、データ、コード、コードセグメント、プログラムコー
ド、プログラム、プログラミング、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケ
ーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブル
ーチン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを含むよ
うに広く解釈されなければならない。
【０２９６】
　処理回路2810は、データを取得、処理、および/または送信し、データアクセスおよび
データ記憶を制御し、コマンドを発行し、かつ他の所望の動作を制御するように構成され
る。処理回路2810は、少なくとも一例では、適切な媒体によって提供される所望のプログ
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ラミングを実施するように構成された回路構成を含み得る。たとえば、処理回路2810は、
1つもしくは複数のプロセッサ、1つもしくは複数のコントローラ、および/または実行可
能なプログラミングを実行するように構成された他の構造として実装され得る。処理回路
2810の例は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(AS
IC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)もしくは他のプログラマブル論理構
成要素、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、または本明
細書で説明する機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを含み得る。汎用
プロセッサは、マイクロプロセッサ、ならびに任意の従来のプロセッサ、コントローラ、
マイクロコントローラ、またはステートマシンを含み得る。処理回路2810はまた、DSPと
マイクロプロセッサとの組合せ、いくつかのマイクロプロセッサ、DSPコアと連携する1つ
もしくは複数のマイクロプロセッサ、ASICおよびマイクロプロセッサ、または任意の他の
数の様々な構成などの、コンピューティング構成要素の組合せとして実装され得る。処理
回路2810のこれらの例は例示のためのものであり、本開示の範囲内の他の好適な構成も企
図される。
【０２９７】
　本開示の1つまたは複数の態様によれば、処理回路2810は、本明細書で説明する装置の
いずれかまたはすべてにとっての特徴、プロセス、機能、動作、および/またはルーチン
のいずれかまたはすべてを実行するように適合され得る。たとえば、処理回路2810は、図
1～図13および図29～図55に関して説明するステップ、機能、および/またはプロセスのい
ずれかを実行するように構成され得る。本明細書で使用する処理回路2810に対して「適合
される」という用語は、処理回路2810が、本明細書で説明する様々な特徴に従って特定の
プロセス、機能、動作、および/またはルーチンを実行するように、構成されること、使
用されること、実装されること、および/またはプログラムされることのうちの1つまたは
複数を指すことがある。
【０２９８】
　処理回路2810は、図1～図13および図29～図55とともに説明する動作のうちのいずれか1
つを実行するための手段(たとえば、そのための構造)として働く、特定用途向け集積回路
(ASIC)などの専用プロセッサであってよい。処理回路2810は、送信するための手段および
/または受信するための手段の一例として働く。様々な実装形態では、処理回路2810は、
少なくとも部分的に、図7～図13のいずれかにおいて上記で説明した機能を提供してよく
、かつ/または組み込んでよい。
【０２９９】
　装置2800の少なくとも一例によれば、処理回路2810は、通信するための回路/モジュー
ル2820、処理するための回路/モジュール2822、確立するための回路/モジュール2824、実
行するための回路/モジュール(circuit/module for performing)2826、決定するための回
路/モジュール2828、実施するための回路/モジュール(circuit/module for conducting) 
2830、トリガするための回路/モジュール2832、識別するための回路/モジュール2834、ま
たは送信するための回路/モジュール2836のうちの1つまたは複数を含み得る。様々な実装
形態では、通信するための回路/モジュール2820、処理するための回路/モジュール2822、
確立するための回路/モジュール2824、実行するための回路/モジュール2826、決定するた
めの回路/モジュール2828、実施するための回路/モジュール2830、トリガするための回路
/モジュール2832、識別するための回路/モジュール2834、または送信するための回路/モ
ジュール2836は、少なくとも部分的に、図7～図13のいずれかにおいて上記で説明した機
能を提供してよく、かつ/または組み込んでよい。
【０３００】
　上述のように、記憶媒体2804によって記憶されるプログラミングは、処理回路2810によ
って実行されたとき、本明細書で説明する様々な機能および/またはプロセス動作のうち
の1つまたは複数を処理回路2810に実行させる。たとえば、プログラミングは、様々な実
装形態において図1～図13および図29～図55に関して本明細書で説明する様々な機能、ス
テップ、および/またはプロセスを処理回路2810に実行させ得る。図28に示すように、記
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憶媒体2804は、通信するためのコード2838、処理するためのコード2840、確立するための
コード2842、実行するためのコード2844、決定するためのコード2846、実施するためのコ
ード2848、トリガするためのコード2850、識別するためのコード2852、または送信するた
めのコード2854のうちの1つまたは複数を含み得る。様々な実装形態では、通信するため
のコード2838、処理するためのコード2840、確立するためのコード2842、実行するための
コード2844、決定するためのコード2846、実施するためのコード2848、トリガするための
コード2850、識別するためのコード2852、または送信するためのコード2854は、通信する
ための回路/モジュール2820、処理するための回路/モジュール2822、確立するための回路
/モジュール2824、実行するための回路/モジュール2826、決定するための回路/モジュー
ル2828、実施するための回路/モジュール2830、トリガするための回路/モジュール2832、
識別するための回路/モジュール2834、または送信するための回路/モジュール2836につい
て本明細書で説明する機能を提供するために実行されてよく、または別の方法で使用され
てよい。
【０３０１】
《例示的なプロセス》
　図29～図55は、本開示のいくつかの態様による通信のための、それぞれ、プロセス2900
～5500を表す。各プロセスは、独立していてよく、または他のプロセスのうちの1つもし
くは複数とともに使用されてよい(たとえば、少なくとも部分的に、それとともに使用さ
れてよい)。各プロセスは、UE、TRP、gNB、BS、またはいくつかの他の好適な装置の中に
配置され得る、処理回路(たとえば、図28の処理回路2810)内で行われてよい。もちろん、
本開示の範囲内の様々な態様では、各プロセスは、通信関連動作をサポートすることが可
能な任意の好適な装置によって実施されてよい。
【０３０２】
《例示的な独立リンクプロセス》
　図29および図30は、独立リンクプロセスを表す。
【０３０３】
　図29のブロック2902において、装置(たとえば、UE)は、第1の送信受信ポイント(TRP)と
ともに確立された第1のリンクを介して第1のトランスポートブロックを通信する。
【０３０４】
　ブロック2904において、装置は、第2のTRPとともに確立された第2のリンクを介して第2
のトランスポートブロックを通信する。
【０３０５】
　いくつかの態様では、第1のリンクを介した通信は、第1の無線周波数(RF)チェーンを使
用し得、第2のリンクを介した通信は、第2のRFチェーンを使用し得る。いくつかの態様で
は、各RFチェーンは、中間周波数(IF)チェーンおよびベースバンドチェーンを含み得る。
【０３０６】
　いくつかの態様では、第1のリンクを介した通信は、第1のアンテナサブアレイを使用し
得、第2のリンクを介した通信は、第2のアンテナサブアレイを使用し得る。
【０３０７】
　ブロック2906において、装置は、第2のトランスポートブロックから独立して第1のトラ
ンスポートブロックを処理する。いくつかの態様では、処理はエラー処理を含み得る。い
くつかの態様では、処理は巡回冗長検査(CRC)処理を含み得る。
【０３０８】
　いくつかの態様では、プロセスは、第2のTRPまたは少なくとも1つの他のTRPとともに確
立された少なくとも1つの他のリンクを介して少なくとも1つの他のトランスポートブロッ
クを通信することと、第1のトランスポートブロックおよび第2のトランスポートブロック
から独立して少なくとも1つの他のトランスポートブロックを処理することとを含み得る
。
【０３０９】
　いくつかの態様では、通信することはミリ波通信を含み得る。
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【０３１０】
　図30のブロック3002において、装置(たとえば、TRP)は、第1の送信受信ポイント(TRP)
とユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立する。
【０３１１】
　ブロック3004において、装置は、第1のリンクを介して第1のトランスポートブロックを
通信する。
【０３１２】
　ブロック3006において、装置は、第2のTRPとUEとの間に確立された第2のリンクを介し
た第2のトランスポートブロックの通信をサポートするための情報を、第1のリンクを介し
て通信する。
【０３１３】
　いくつかの態様では、第1のトランスポートブロックは、第2のトランスポートブロック
から独立していてよい。いくつかの態様では、第1のトランスポートブロックのためのエ
ラー処理は、第2のトランスポートブロックのためのエラー処理から独立していてよい。
いくつかの態様では、第1のトランスポートブロックのための巡回冗長検査(CRC)処理は、
第2のトランスポートブロックのためのCRC処理から独立していてよい。
【０３１４】
《例示的なチャネル感知プロセス》
　図31および図32は、チャネル感知のためのプロセスを表す。
【０３１５】
　図31のブロック3102において、装置(たとえば、UE)は、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)と通信する。
【０３１６】
　ブロック3104において、装置は、独立リンクのグループの独立リンクごとに同じチャネ
ル感知パラメータを使用することによってグループに対してチャネル感知を実行する。
【０３１７】
　図32のブロック3202において、装置(たとえば、TRP)は、第1の送信受信ポイント(TRP)
とユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立する。
【０３１８】
　ブロック3204において、装置は、複数のTRPとの通信のためにUEによって使用される独
立リンクのグループ用のチャネル感知パラメータを、第1のリンクを介して通信する。
【０３１９】
《例示的な制御チャネルプロセス》
　図33および図34は、制御チャネルシグナリングのためのプロセスを表す。
【０３２０】
　図33のブロック3302において、装置(たとえば、UE)は、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)と通信する。
【０３２１】
　ブロック3304において、装置は、独立リンクのグループの独立リンクのうちの1つのた
めの制御チャネルを介してグループ用の制御情報を通信する。
【０３２２】
　図34のブロック3402において、装置(たとえば、TRP)は、第1の送信受信ポイント(TRP)
とユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立する。
【０３２３】
　ブロック3404において、装置は、複数のTRPとの通信のためにUEによって使用される独
立リンクのグループ用の制御情報を、第1のリンクを介して通信する。
【０３２４】
例示的なサブフレームフォーマットプロセス
　図35および図36は、異なるサブフレームフォーマットを介して通信するためのプロセス
を表す。
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【０３２５】
　図35のブロック3502において、装置(たとえば、UE)は、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)との接続を確立する。
【０３２６】
　ブロック3504において、装置は、独立リンクのうちの少なくとも2つにおける通信が、
特定のシンボル時間にわたって異なる方向であり得るかどうかを決定する。
【０３２７】
　ブロック3506において、装置は、決定に従って独立リンクのうちの少なくとも2つにお
いて通信する。
【０３２８】
　図36のブロック3602において、装置(たとえば、TRP)は、ユーザ機器によって使用され
る少なくとも2つの独立リンクにおける通信が、特定のシンボル時間にわたって異なる方
向であり得るかどうかを決定する。
【０３２９】
　ブロック3604において、装置は、決定に従って少なくとも2つの独立リンクにおいて通
信する。
【０３３０】
《例示的なリンク表示プロセス》
　図37および図38は、リンクを示すためのプロセスを表す。
【０３３１】
　図37のブロック3702において、装置(たとえば、UE)は、第1の独立リンクを介して第1の
送信受信ポイント(TRP)と通信する。
【０３３２】
　ブロック3704において、装置は、第2のTRPとの第2の独立リンクの表示を、第1の独立リ
ンクを介して通信する。
【０３３３】
　図38のブロック3802において、装置(たとえば、TRP)は、第1のリンクを介してユーザ機
器(UE)と通信する。
【０３３４】
　ブロック3804において、装置は、UEがそれを用いて第2のTRPと通信し得る第2のリンク
の表示を、第1のリンクを介して通信する。いくつかの態様では、第1のリンクは、第2の
リンクから独立していてよい。
【０３３５】
《例示的なHARQフィードバックプロセス》
　図39および図40は、HARQフィードバックのためのプロセスを表す。
【０３３６】
　図39のブロック3902において、装置(たとえば、UE)は、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)と通信する。
【０３３７】
　ブロック3904において、装置は、独立リンクのグループの独立リンクのうちの1つのた
めのフィードバックチャネルを介してグループのためのフィードバック情報を通信する。
【０３３８】
　図40のブロック4002において、装置(たとえば、TRP)は、第1の送信受信ポイント(TRP)
とユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立する。
【０３３９】
　ブロック4004において、装置は、複数のTRPとの通信のためにUEによって使用される独
立リンクのグループのためのフィードバック情報を、第1のリンクのためのフィードバッ
クチャネルを介して通信する。
【０３４０】
《例示的な電力制御プロセス》
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　図41および図42は、電力制御のためのプロセスを表す。
【０３４１】
　図41のブロック4102において、装置(たとえば、UE)は、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)と通信する。
【０３４２】
　ブロック4104において、装置は、独立リンクのグループ用の電力制御情報を通信する。
【０３４３】
　図42のブロック4202において、装置(たとえば、TRP)は、第1の送信受信ポイント(TRP)
とユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立する。
【０３４４】
　ブロック4204において、装置は、複数のTRPとの通信のためにUEによって使用される独
立リンクのグループ用の電力制御情報を、第1のリンクを介して通信する。
【０３４５】
《例示的なアップリンクサウンディングプロセス》
　図43および図44は、アップリンクサウンディングのためのプロセスを表す。
【０３４６】
　図43のブロック4302において、装置(たとえば、UE)は、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)との接続を確立する。
【０３４７】
　ブロック4304において、装置は、独立リンクのうちの少なくとも2つのためのアップリ
ンクサウンディングが並行して通信され得るかどうかを決定する。
【０３４８】
　ブロック4306において、装置は、決定に従って独立リンクのうちの少なくとも2つにお
いてアップリンクサウンディングを通信する。
【０３４９】
　図44のブロック4402において、装置(たとえば、TRP)は、複数の送信受信ポイント(TRP)
と通信するためにユーザ機器(UE)によって使用される少なくとも2つの独立リンクのため
のアップリンクサウンディングが、並行して通信され得るかどうかを決定する。
【０３５０】
　ブロック4404において、装置は、決定に従って独立リンクのうちの少なくとも2つにお
いてアップリンクサウンディングを通信する。
【０３５１】
《例示的なチャネルステータスフィードバックプロセス》
　図45は、チャネルステータスフィードバックのためのプロセスを表す。
【０３５２】
　図45のブロック4502において、装置(たとえば、UE)は、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)と通信する。
【０３５３】
　ブロック4504において、装置は、独立リンクのうちの少なくとも2つのためのチャネル
ステータスフィードバックが独立しているかどうかを決定する。
【０３５４】
　ブロック4506において、装置は、決定に従って独立リンクのためのチャネルステータス
フィードバックを通信する。
【０３５５】
《例示的なビーム切替えプロセス》
　図46および図47は、ビーム切替えのためのプロセスを表す。
【０３５６】
　図46のブロック4602において、装置(たとえば、UE)は、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)と通信する。
【０３５７】
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　ブロック4604において、装置は、独立リンクのグループの独立リンクのうちの1つを介
してグループ用のビーム切替え情報を通信する。
【０３５８】
　図47のブロック4702において、装置(たとえば、TRP)は、第1の送信受信ポイント(TRP)
とユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立する。
【０３５９】
　ブロック4704において、装置は、複数のTRPとの通信のためにUEによって使用される独
立リンクのグループ用のビーム切替え情報を、第1のリンクを介して通信する。
【０３６０】
《例示的なビーム回復プロセス》
　図48および図49は、ビーム回復のためのプロセスを表す。
【０３６１】
　図48のブロック4802において、装置(たとえば、UE)は、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)と通信する。
【０３６２】
　ブロック4804において、装置は、独立リンクのうちの第2の独立リンクを介して、独立
リンクのうちの第1の独立リンクのためのビーム回復を実行する。
【０３６３】
　図49のブロック4902において、装置(たとえば、TRP)は、第1の送信受信ポイント(TRP)
とユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立する。
【０３６４】
　ブロック4904において、装置は、第2のTRPと通信するためにUEによって使用される第2
のリンクに対するビーム回復情報を、第1のリンクを介して通信する。
【０３６５】
《例示的なリンク測定プロセス》
　図50および図51は、リンク測定のためのプロセスを表す。
【０３６６】
　図50のブロック5002において、装置(たとえば、UE)は、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)と通信する。
【０３６７】
　ブロック5004において、装置は、独立リンクのグループに対するリンク測定を実施する
。
【０３６８】
　ブロック5006において、装置は、グループに対するリンク測定値に基づいてハンドオフ
イベントをトリガする。
【０３６９】
　図51のブロック5102において、装置(たとえば、TRP)は、ユーザ機器(UE)によって使用
される独立リンクのグループを識別する。
【０３７０】
　ブロック5104において、装置は、グループに対するリンク測定値に基づいてハンドオフ
イベントをトリガするための表示をUEへ送信する。
【０３７１】
《例示的なRACHプロセス》
　図52および図53は、RACHシグナリングのためのプロセスを表す。
【０３７２】
　図52のブロック5202において、装置(たとえば、UE)は、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)と通信する。
【０３７３】
　ブロック5204において、装置は、複数の独立リンクが機能しなくなったことを決定する
。
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【０３７４】
　ブロック5206において、装置は、複数の独立リンクの障害の表示を通信する。
【０３７５】
　図53のブロック5302において、装置(たとえば、TRP)は、第1の送信受信ポイント(TRP)
とユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立する。
【０３７６】
　ブロック5304において、装置は、複数のTRPとの通信のためにUEによって使用される複
数の独立リンクの障害の表示を、第1のリンクを介して通信する。
【０３７７】
《例示的な制約プロセス》
　図54および図55は、送信を制約するためのプロセスを表す。
【０３７８】
　図54のブロック5402において、装置(たとえば、UE)は、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)との接続を確立する。
【０３７９】
　ブロック5404において、装置は、独立リンクのうちの少なくとも1つのための保護部分
を識別する。
【０３８０】
　ブロック5406において、装置は、保護部分に関連する周波数リソースのサブセットに対
して、独立リンクのうちの少なくとも1つの他の独立リンクにおける送信を制限する。
【０３８１】
　図55のブロック5502において、装置(たとえば、TRP)は、第1の送信受信ポイント(TRP)
とユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立する。
【０３８２】
　ブロック5504において、装置は、複数のTRPとの通信のためにUEによって使用される少
なくとも1つの独立リンクのための保護部分を識別する。
【０３８３】
　ブロック5506において、装置は、保護部分に関連する周波数リソースのサブセットに対
して、第1のリンクにおける送信を制限する。
【０３８４】
《追加の態様》
　いくつかの態様では、本開示は、第1のワイヤレス通信リンクに対する第1の感知情報を
取得することと、第2のワイヤレス通信リンクに対する第2の感知情報を取得することと、
第1の感知情報および第2の感知情報に基づいて、第1のワイヤレス通信リンク上で送信す
べきかどうかを決定することとを含む、通信のための方法を提供する。
【０３８５】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1のワイヤレス通信リンクに
対する第1の感知情報を取得し、第2のワイヤレス通信リンクに対する第2の感知情報を取
得し、第1の感知情報および第2の感知情報に基づいて、第1のワイヤレス通信リンク上で
送信すべきかどうかを決定するように構成される。
【０３８６】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1のワイヤ
レス通信リンクに対する第1の感知情報を取得するための手段と、第2のワイヤレス通信リ
ンクに対する第2の感知情報を取得するための手段と、第1の感知情報および第2の感知情
報に基づいて、第1のワイヤレス通信リンク上で送信すべきかどうかを決定するための手
段とを含む。
【０３８７】
　本開示の別の態様は、第1のワイヤレス通信リンクに対する第1の感知情報を取得し、第
2のワイヤレス通信リンクに対する第2の感知情報を取得し、第1の感知情報および第2の感
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知情報に基づいて、第1のワイヤレス通信リンク上で送信すべきかどうかを決定するため
のコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体
を提供する。
【０３８８】
　いくつかの態様では、本開示は、第1のワイヤレス通信リンクに対する第1の感知情報を
取得することと、第1の感知情報に基づいて、第1のワイヤレス通信リンク上で送信すべき
かどうかを決定することと、第2のワイヤレス通信リンクに対する第2の感知情報を取得す
ることと、第2の感知情報に基づいて、第2のワイヤレス通信リンク上で送信すべきかどう
かを決定することとを含む、通信のための方法を提供し、第2のワイヤレス通信リンク上
で送信すべきかどうかという決定は、第1のワイヤレス通信リンク上で送信すべきかどう
かという決定から独立している。
【０３８９】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1のワイヤレス通信リンクに
対する第1の感知情報を取得し、第1の感知情報に基づいて、第1のワイヤレス通信リンク
上で送信すべきかどうかを決定し、第2のワイヤレス通信リンクに対する第2の感知情報を
取得し、第2の感知情報に基づいて、第2のワイヤレス通信リンク上で送信すべきかどうか
を決定するように構成され、第2のワイヤレス通信リンク上で送信すべきかどうかという
決定は、第1のワイヤレス通信リンク上で送信すべきかどうかという決定から独立してい
る。
【０３９０】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1のワイヤ
レス通信リンクに対する第1の感知情報を取得するための手段と、第1の感知情報に基づい
て、第1のワイヤレス通信リンク上で送信すべきかどうかを決定するための手段と、第2の
ワイヤレス通信リンクに対する第2の感知情報を取得するための手段と、第2の感知情報に
基づいて、第2のワイヤレス通信リンク上で送信すべきかどうかを決定するための手段と
を含み、第2のワイヤレス通信リンク上で送信すべきかどうかという決定は、第1のワイヤ
レス通信リンク上で送信すべきかどうかという決定から独立している。
【０３９１】
　本開示の別の態様は、第1のワイヤレス通信リンクに対する第1の感知情報を取得し、第
1の感知情報に基づいて、第1のワイヤレス通信リンク上で送信すべきかどうかを決定し、
第2のワイヤレス通信リンクに対する第2の感知情報を取得し、第2の感知情報に基づいて
、第2のワイヤレス通信リンク上で送信すべきかどうかを決定するためのコードを含むコ
ンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供し、第2の
ワイヤレス通信リンク上で送信すべきかどうかという決定は、第1のワイヤレス通信リン
ク上で送信すべきかどうかという決定から独立している。
【０３９２】
　いくつかの態様では、本開示は、第1のワイヤレス通信リンクを介してデータを通信す
ることと、第1のワイヤレス通信リンクの制御チャネルを介して第2のワイヤレス通信リン
ク用の制御情報を通信することとを含む、通信のための方法を提供する。
【０３９３】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1のワイヤレス通信リンクを
介してデータを通信し、第1のワイヤレス通信リンクの制御チャネルを介して第2のワイヤ
レス通信リンク用の制御情報を通信するように構成される。
【０３９４】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1のワイヤ
レス通信リンクを介してデータを通信するための手段と、第1のワイヤレス通信リンクの
制御チャネルを介して第2のワイヤレス通信リンク用の制御情報を通信するための手段と
を含む。
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【０３９５】
　本開示の別の態様は、第1のワイヤレス通信リンクを介してデータを通信し、第1のワイ
ヤレス通信リンクの制御チャネルを介して第2のワイヤレス通信リンク用の制御情報を通
信するためのコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時的コンピュー
タ可読媒体を提供する。
【０３９６】
　いくつかの態様では、本開示は、第1のワイヤレス通信リンクの第1の制御チャネルを介
して第1の制御情報を通信することと、第2のワイヤレス通信リンクの第2の制御チャネル
を介して第2の制御情報を通信することとを含む、通信のための方法を提供し、第1の制御
チャネルは、第2の制御チャネルから独立している。
【０３９７】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1のワイヤレス通信リンクの
第1の制御チャネルを介して第1の制御情報を通信し、第2のワイヤレス通信リンクの第2の
制御チャネルを介して第2の制御情報を通信するように構成され、第1の制御チャネルは、
第2の制御チャネルから独立している。
【０３９８】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1のワイヤ
レス通信リンクの第1の制御チャネルを介して第1の制御情報を通信するための手段と、第
2のワイヤレス通信リンクの第2の制御チャネルを介して第2の制御情報を通信するための
手段とを含み、第1の制御チャネルは、第2の制御チャネルから独立している。
【０３９９】
　本開示の別の態様は、第1のワイヤレス通信リンクの第1の制御チャネルを介して第1の
制御情報を通信し、第2のワイヤレス通信リンクの第2の制御チャネルを介して第2の制御
情報を通信するためのコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時的コ
ンピュータ可読媒体を提供し、第1の制御チャネルは、第2の制御チャネルから独立してい
る。
【０４００】
　いくつかの態様では、本開示は、第1のワイヤレス通信リンクと第2のワイヤレス通信リ
ンクとの間の相互作用を決定することであって、第1のワイヤレス通信リンクを介した通
信が、第2のワイヤレス通信リンクを介した通信から独立していることと、第1のワイヤレ
ス通信リンクまたは第2のワイヤレス通信リンクのうちの少なくとも1つのための少なくと
も1つのリソースを割り振ることであって、割振りが、決定された相互作用に基づくこと
とを含む、通信のための方法を提供する。
【０４０１】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1のワイヤレス通信リンクと
第2のワイヤレス通信リンクとの間の相互作用を決定することであって、第1のワイヤレス
通信リンクを介した通信が、第2のワイヤレス通信リンクを介した通信から独立している
ことと、第1のワイヤレス通信リンクまたは第2のワイヤレス通信リンクのうちの少なくと
も1つのための少なくとも1つのリソースを割り振ることであって、割振りが、決定された
相互作用に基づくこととを行うように構成される。
【０４０２】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1のワイヤ
レス通信リンクと第2のワイヤレス通信リンクとの間の相互作用を決定するための手段で
あって、第1のワイヤレス通信リンクを介した通信が、第2のワイヤレス通信リンクを介し
た通信から独立している、手段と、第1のワイヤレス通信リンクまたは第2のワイヤレス通
信リンクのうちの少なくとも1つのための少なくとも1つのリソースを割り振るための手段
であって、割振りが、決定された相互作用に基づく、手段とを含む。
【０４０３】
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　本開示の別の態様は、第1のワイヤレス通信リンクと第2のワイヤレス通信リンクとの間
の相互作用を決定することであって、第1のワイヤレス通信リンクを介した通信が、第2の
ワイヤレス通信リンクを介した通信から独立していることと、第1のワイヤレス通信リン
クまたは第2のワイヤレス通信リンクのうちの少なくとも1つのための少なくとも1つのリ
ソースを割り振ることであって、割振りが、決定された相互作用に基づくこととを行うた
めのコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒
体を提供する。
【０４０４】
　いくつかの態様では、本開示は、第1のワイヤレス通信リンク用の第1の電力制御情報を
取得することと、第2のワイヤレス通信リンク用の第2の電力制御情報を取得することと、
第1の電力制御情報および第2の電力制御情報に基づいて電力制御信号を生成することとを
含む、通信のための方法を提供する。
【０４０５】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1のワイヤレス通信リンク用
の第1の電力制御情報を取得し、第2のワイヤレス通信リンク用の第2の電力制御情報を取
得し、第1の電力制御情報および第2の電力制御情報に基づいて電力制御信号を生成するよ
うに構成される。
【０４０６】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1のワイヤ
レス通信リンク用の第1の電力制御情報を取得するための手段と、第2のワイヤレス通信リ
ンク用の第2の電力制御情報を取得するための手段と、第1の電力制御情報および第2の電
力制御情報に基づいて電力制御信号を生成するための手段とを含む。
【０４０７】
　本開示の別の態様は、第1のワイヤレス通信リンク用の第1の電力制御情報を取得し、第
2のワイヤレス通信リンク用の第2の電力制御情報を取得し、第1の電力制御情報および第2
の電力制御情報に基づいて電力制御信号を生成するためのコードを含むコンピュータ実行
可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０４０８】
　いくつかの態様では、本開示は、第1のワイヤレス通信リンク用の第1の電力制御情報を
取得することと、第1の電力制御情報に基づいて第1の電力制御信号を生成することと、第
2のワイヤレス通信リンク用の第2の電力制御情報を取得することと、第2の電力制御情報
に基づいて第2の電力制御信号を生成することとを含む、通信のための方法を提供する。
【０４０９】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1のワイヤレス通信リンク用
の第1の電力制御情報を取得し、第1の電力制御情報に基づいて第1の電力制御信号を生成
し、第2のワイヤレス通信リンク用の第2の電力制御情報を取得し、第2の電力制御情報に
基づいて第2の電力制御信号を生成するように構成される。
【０４１０】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1のワイヤ
レス通信リンク用の第1の電力制御情報を取得するための手段と、第1の電力制御情報に基
づいて第1の電力制御信号を生成するための手段と、第2のワイヤレス通信リンク用の第2
の電力制御情報を取得するための手段と、第2の電力制御情報に基づいて第2の電力制御信
号を生成するための手段とを含む。
【０４１１】
　本開示の別の態様は、第1のワイヤレス通信リンク用の第1の電力制御情報を取得し、第
1の電力制御情報に基づいて第1の電力制御信号を生成し、第2のワイヤレス通信リンク用
の第2の電力制御情報を取得し、第2の電力制御情報に基づいて第2の電力制御信号を生成
するためのコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ
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可読媒体を提供する。
【０４１２】
　いくつかの態様では、本開示は、第1のワイヤレス通信リンクに対する第1のチャネル状
態情報を取得することと、第2のワイヤレス通信リンクに対する第2のチャネル状態情報を
取得することと、第1のチャネル状態情報および第2のチャネル状態情報に基づいてフィー
ドバック信号を生成することとを含む、通信のための方法を提供する。
【０４１３】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1のワイヤレス通信リンクに
対する第1のチャネル状態情報を取得し、第2のワイヤレス通信リンクに対する第2のチャ
ネル状態情報を取得し、第1のチャネル状態情報および第2のチャネル状態情報に基づいて
フィードバック信号を生成するように構成される。
【０４１４】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1のワイヤ
レス通信リンクに対する第1のチャネル状態情報を取得するための手段と、第2のワイヤレ
ス通信リンクに対する第2のチャネル状態情報を取得するための手段と、第1のチャネル状
態情報および第2のチャネル状態情報に基づいてフィードバック信号を生成するための手
段とを含む。
【０４１５】
　本開示の別の態様は、第1のワイヤレス通信リンクに対する第1のチャネル状態情報を取
得し、第2のワイヤレス通信リンクに対する第2のチャネル状態情報を取得し、第1のチャ
ネル状態情報および第2のチャネル状態情報に基づいてフィードバック信号を生成するた
めのコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒
体を提供する。
【０４１６】
　いくつかの態様では、本開示は、第1のワイヤレス通信リンクに対する第1のチャネル状
態情報を取得することと、第1のチャネル状態情報に基づいて第1のフィードバック信号を
生成することと、第2のワイヤレス通信リンクに対する第2のチャネル状態情報を取得する
ことと、第2のチャネル状態情報に基づいて第2のフィードバック信号を生成することとを
含む、通信のための方法を提供する。
【０４１７】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1のワイヤレス通信リンクに
対する第1のチャネル状態情報を取得し、第1のチャネル状態情報に基づいて第1のフィー
ドバック信号を生成し、第2のワイヤレス通信リンクに対する第2のチャネル状態情報を取
得し、第2のチャネル状態情報に基づいて第2のフィードバック信号を生成するように構成
される。
【０４１８】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1のワイヤ
レス通信リンクに対する第1のチャネル状態情報を取得するための手段と、第1のチャネル
状態情報に基づいて第1のフィードバック信号を生成するための手段と、第2のワイヤレス
通信リンクに対する第2のチャネル状態情報を取得するための手段と、第2のチャネル状態
情報に基づいて第2のフィードバック信号を生成するための手段とを含む。
【０４１９】
　本開示の別の態様は、第1のワイヤレス通信リンクに対する第1のチャネル状態情報を取
得し、第1のチャネル状態情報に基づいて第1のフィードバック信号を生成し、第2のワイ
ヤレス通信リンクに対する第2のチャネル状態情報を取得し、第2のチャネル状態情報に基
づいて第2のフィードバック信号を生成するためのコードを含むコンピュータ実行可能コ
ードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０４２０】
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　いくつかの態様では、本開示は、第1のワイヤレス通信リンクを介してデータを通信す
ることと、第1のワイヤレス通信リンクを介して第2のワイヤレス通信リンク用のビーム情
報を通信することとを含む、通信のための方法を提供する。
【０４２１】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1のワイヤレス通信リンクを
介してデータを通信し、第1のワイヤレス通信リンクを介して第2のワイヤレス通信リンク
用のビーム情報を通信するように構成される。
【０４２２】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1のワイヤ
レス通信リンクを介してデータを通信するための手段と、第1のワイヤレス通信リンクを
介して第2のワイヤレス通信リンク用のビーム情報を通信するための手段とを含む。
【０４２３】
　本開示の別の態様は、第1のワイヤレス通信リンクを介してデータを通信し、第1のワイ
ヤレス通信リンクを介して第2のワイヤレス通信リンク用のビーム情報を通信するための
コードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を
提供する。
【０４２４】
　いくつかの態様では、本開示は、第1のワイヤレス通信リンクの第1の制御チャネルを介
して第1のビーム情報を通信することと、第2のワイヤレス通信リンクの第2の制御チャネ
ルを介して第2のビーム情報を通信することとを含む、通信のための方法を提供し、第1の
制御チャネルは、第2の制御チャネルから独立している。
【０４２５】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1のワイヤレス通信リンクの
第1の制御チャネルを介して第1のビーム情報を通信し、第2のワイヤレス通信リンクの第2
の制御チャネルを介して第2のビーム情報を通信するように構成され、第1の制御チャネル
は、第2の制御チャネルから独立している。
【０４２６】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1のワイヤ
レス通信リンクの第1の制御チャネルを介して第1のビーム情報を通信するための手段と、
第2のワイヤレス通信リンクの第2の制御チャネルを介して第2のビーム情報を通信するた
めの手段とを含み、第1の制御チャネルは、第2の制御チャネルから独立している。
【０４２７】
　本開示の別の態様は、第1のワイヤレス通信リンクの第1の制御チャネルを介して第1の
ビーム情報を通信し、第2のワイヤレス通信リンクの第2の制御チャネルを介して第2のビ
ーム情報を通信するためのコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時
的コンピュータ可読媒体を提供し、第1の制御チャネルは、第2の制御チャネルから独立し
ている。
【０４２８】
　いくつかの態様では、本開示は、第1のワイヤレス通信リンクに対する第1の測定情報を
取得することと、第2のワイヤレス通信リンクに対する第2の測定情報を取得することと、
第1の測定情報および第2の測定情報に基づいてイベントトリガを生成することとを含む、
通信のための方法を提供する。
【０４２９】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1のワイヤレス通信リンクに
対する第1の測定情報を取得し、第2のワイヤレス通信リンクに対する第2の測定情報を取
得し、第1の測定情報および第2の測定情報に基づいてイベントトリガを生成するように構
成される。
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【０４３０】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1のワイヤ
レス通信リンクに対する第1の測定情報を取得するための手段と、第2のワイヤレス通信リ
ンクに対する第2の測定情報を取得するための手段と、第1の測定情報および第2の測定情
報に基づいてイベントトリガを生成するための手段とを含む。
【０４３１】
　本開示の別の態様は、第1のワイヤレス通信リンクに対する第1の測定情報を取得し、第
2のワイヤレス通信リンクに対する第2の測定情報を取得し、第1の測定情報および第2の測
定情報に基づいてイベントトリガを生成するためのコードを含むコンピュータ実行可能コ
ードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０４３２】
　いくつかの態様では、本開示は、第1のワイヤレス通信リンクに対する第1の測定情報を
取得することと、第1の測定情報に基づいて第1のイベントトリガを生成することと、第2
のワイヤレス通信リンクに対する第2の測定情報を取得することと、第2の測定情報に基づ
いて第2のイベントトリガを生成することとを含む、通信のための方法を提供する。
【０４３３】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1のワイヤレス通信リンクに
対する第1の測定情報を取得し、第1の測定情報に基づいて第1のイベントトリガを生成し
、第2のワイヤレス通信リンクに対する第2の測定情報を取得し、第2の測定情報に基づい
て第2のイベントトリガを生成するように構成される。
【０４３４】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1のワイヤ
レス通信リンクに対する第1の測定情報を取得するための手段と、第1の測定情報に基づい
て第1のイベントトリガを生成するための手段と、第2のワイヤレス通信リンクに対する第
2の測定情報を取得するための手段と、第2の測定情報に基づいて第2のイベントトリガを
生成するための手段とを含む。
【０４３５】
　本開示の別の態様は、第1のワイヤレス通信リンクに対する第1の測定情報を取得し、第
1の測定情報に基づいて第1のイベントトリガを生成し、第2のワイヤレス通信リンクに対
する第2の測定情報を取得し、第2の測定情報に基づいて第2のイベントトリガを生成する
ためのコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読
媒体を提供する。
【０４３６】
　いくつかの態様では、本開示は、第1の送信受信ポイント(TRP)とともに確立された第1
のリンクを介して第1のトランスポートブロックを通信することと、第2のTRPとともに確
立された第2のリンクを介して第2のトランスポートブロックを通信することと、第2のト
ランスポートブロックから独立して第1のトランスポートブロックを処理することとを含
む、通信のための方法を提供する。
【０４３７】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1の送信受信ポイント(TRP)と
ともに確立された第1のリンクを介して第1のトランスポートブロックを通信し、第2のTRP
とともに確立された第2のリンクを介して第2のトランスポートブロックを通信し、第2の
トランスポートブロックから独立して第1のトランスポートブロックを処理するように構
成される。
【０４３８】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1の送信受
信ポイント(TRP)とともに確立された第1のリンクを介して第1のトランスポートブロック
を通信するための手段と、第2のTRPとともに確立された第2のリンクを介して第2のトラン



(62) JP 6940590 B2 2021.9.29

10

20

30

40

50

スポートブロックを通信するための手段と、第2のトランスポートブロックから独立して
第1のトランスポートブロックを処理するための手段とを含む。
【０４３９】
　本開示の別の態様は、第1の送信受信ポイント(TRP)とともに確立された第1のリンクを
介して第1のトランスポートブロックを通信し、第2のTRPとともに確立された第2のリンク
を介して第2のトランスポートブロックを通信し、第2のトランスポートブロックから独立
して第1のトランスポートブロックを処理するためのコードを含むコンピュータ実行可能
コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０４４０】
　いくつかの態様では、本開示は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(T
RP)と通信することと、独立リンクのグループの独立リンクごとに同じチャネル感知パラ
メータを使用することによってグループに対してチャネル感知を実行することとを含む、
通信のための方法を提供する。
【０４４１】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)と通信し、独立リンクのグループの独立リンクごとに同じチャ
ネル感知パラメータを使用することによってグループに対してチャネル感知を実行するよ
うに構成される。
【０４４２】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、複数の独立リ
ンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信するための手段と、独立リンクのグル
ープの独立リンクごとに同じチャネル感知パラメータを使用することによってグループに
対してチャネル感知を実行するための手段とを含む。
【０４４３】
　本開示の別の態様は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信
し、独立リンクのグループの独立リンクごとに同じチャネル感知パラメータを使用するこ
とによってグループに対してチャネル感知を実行するためのコードを含むコンピュータ実
行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０４４４】
　いくつかの態様では、本開示は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(T
RP)と通信することと、他の独立リンクのいずれかに対するチャネル感知から独立して、
独立リンクの各々に対してチャネル感知を実行することとを含む、通信のための方法を提
供する。
【０４４５】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)と通信し、他の独立リンクのいずれかに対するチャネル感知か
ら独立して、独立リンクの各々に対してチャネル感知を実行するように構成される。
【０４４６】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、複数の独立リ
ンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信するための手段と、他の独立リンクの
いずれかに対するチャネル感知から独立して、独立リンクの各々に対してチャネル感知を
実行するための手段とを含む。
【０４４７】
　本開示の別の態様は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信
し、他の独立リンクのいずれかに対するチャネル感知から独立して、独立リンクの各々に
対してチャネル感知を実行するためのコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶す
る、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０４４８】
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　いくつかの態様では、本開示は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(T
RP)と通信することと、独立リンクのグループの独立リンクのうちの1つのための制御チャ
ネルを介してグループ用の制御情報を通信することとを含む、通信のための方法を提供す
る。
【０４４９】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)と通信し、独立リンクのグループの独立リンクのうちの1つのた
めの制御チャネルを介してグループ用の制御情報を通信するように構成される。
【０４５０】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、複数の独立リ
ンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信するための手段と、独立リンクのグル
ープの独立リンクのうちの1つのための制御チャネルを介してグループ用の制御情報を通
信するための手段とを含む。
【０４５１】
　本開示の別の態様は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信
し、独立リンクのグループの独立リンクのうちの1つのための制御チャネルを介してグル
ープ用の制御情報を通信するためのコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する
、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０４５２】
　いくつかの態様では、本開示は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(T
RP)と通信することと、独立リンクの各々に対して、独立リンクのための独立した制御チ
ャネルを介して制御情報を通信することとを含む、通信のための方法を提供する。
【０４５３】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)と通信し、独立リンクの各々に対して、独立リンクのための独
立した制御チャネルを介して制御情報を通信するように構成される。
【０４５４】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、複数の独立リ
ンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信するための手段と、独立リンクの各々
に対して、独立リンクのための独立した制御チャネルを介して制御情報を通信するための
手段とを含む。
【０４５５】
　本開示の別の態様は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信
し、独立リンクの各々に対して、独立リンクのための独立した制御チャネルを介して制御
情報を通信するためのコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時的コ
ンピュータ可読媒体を提供する。
【０４５６】
　いくつかの態様では、本開示は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(T
RP)との接続を確立することと、独立リンクのうちの少なくとも2つにおける通信が、特定
のシンボル時間にわたって異なる方向であり得るかどうかを決定することと、決定に従っ
て独立リンクのうちの少なくとも2つにおいて通信することとを含む、通信のための方法
を提供する。
【０４５７】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)との接続を確立し、独立リンクのうちの少なくとも2つにおける
通信が、特定のシンボル時間にわたって異なる方向であり得るかどうかを決定し、決定に
従って独立リンクのうちの少なくとも2つにおいて通信するように構成される。
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【０４５８】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、複数の独立リ
ンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)との接続を確立するための手段と、独立リン
クのうちの少なくとも2つにおける通信が、特定のシンボル時間にわたって異なる方向で
あり得るかどうかを決定するための手段と、決定に従って独立リンクのうちの少なくとも
2つにおいて通信するための手段とを含む。
【０４５９】
　本開示の別の態様は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)との接
続を確立し、独立リンクのうちの少なくとも2つにおける通信が、特定のシンボル時間に
わたって異なる方向であり得るかどうかを決定し、決定に従って独立リンクのうちの少な
くとも2つにおいて通信するためのコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する
、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０４６０】
　いくつかの態様では、本開示は、第1の独立リンクを介して第1の送信受信ポイント(TRP
)と通信することと、第2のTRPとの第2の独立リンクの表示を、第1の独立リンクを介して
通信することとを含む、通信のための方法を提供する。
【０４６１】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1の独立リンクを介して第1の
送信受信ポイント(TRP)と通信し、第2のTRPとの第2の独立リンクの表示を、第1の独立リ
ンクを介して通信するように構成される。
【０４６２】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1の独立リ
ンクを介して第1の送信受信ポイント(TRP)と通信するための手段と、第2のTRPとの第2の
独立リンクの表示を、第1の独立リンクを介して通信するための手段とを含む。
【０４６３】
　本開示の別の態様は、第1の独立リンクを介して第1の送信受信ポイント(TRP)と通信し
、第2のTRPとの第2の独立リンクの表示を、第1の独立リンクを介して通信するためのコー
ドを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供
する。
【０４６４】
　いくつかの態様では、本開示は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(T
RP)と通信することと、独立リンクのグループの独立リンクのうちの1つのためのフィード
バックチャネルを介してグループのためのフィードバック情報を通信することとを含む、
通信のための方法を提供する。
【０４６５】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)と通信し、独立リンクのグループの独立リンクのうちの1つのた
めのフィードバックチャネルを介してグループのためのフィードバック情報を通信するよ
うに構成される。
【０４６６】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、複数の独立リ
ンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信するための手段と、独立リンクのグル
ープの独立リンクのうちの1つのためのフィードバックチャネルを介してグループのため
のフィードバック情報を通信するための手段とを含む。
【０４６７】
　本開示の別の態様は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信
し、独立リンクのグループの独立リンクのうちの1つのためのフィードバックチャネルを
介してグループのためのフィードバック情報を通信するためのコードを含むコンピュータ
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実行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０４６８】
　いくつかの態様では、本開示は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(T
RP)と通信することと、独立リンクの各々に対して、独立リンクのための独立したフィー
ドバックチャネルを介してフィードバック情報を通信することとを含む、通信のための方
法を提供する。
【０４６９】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)と通信し、独立リンクの各々に対して、独立リンクのための独
立したフィードバックチャネルを介してフィードバック情報を通信するように構成される
。
【０４７０】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、複数の独立リ
ンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信するための手段と、独立リンクの各々
に対して、独立リンクのための独立したフィードバックチャネルを介してフィードバック
情報を通信するための手段とを含む。
【０４７１】
　本開示の別の態様は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信
し、独立リンクの各々に対して、独立リンクのための独立したフィードバックチャネルを
介してフィードバック情報を通信するためのコードを含むコンピュータ実行可能コードを
記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０４７２】
　いくつかの態様では、本開示は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(T
RP)と通信することと、独立リンクのグループ用の電力制御情報を通信することとを含む
、通信のための方法を提供する。
【０４７３】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)と通信し、独立リンクのグループ用の電力制御情報を通信する
ように構成される。
【０４７４】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、複数の独立リ
ンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信するための手段と、独立リンクのグル
ープ用の電力制御情報を通信するための手段とを含む。
【０４７５】
　本開示の別の態様は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信
し、独立リンクのグループ用の電力制御情報を通信するためのコードを含むコンピュータ
実行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０４７６】
　いくつかの態様では、本開示は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(T
RP)と通信することと、独立リンクの各々に対して、独立リンク用のそれぞれの電力制御
情報を通信することとを含む、通信のための方法を提供する。
【０４７７】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)と通信し、独立リンクの各々に対して、独立リンク用のそれぞ
れの電力制御情報を通信するように構成される。
【０４７８】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、複数の独立リ
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ンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信するための手段と、独立リンクの各々
に対して、独立リンク用のそれぞれの電力制御情報を通信するための手段とを含む。
【０４７９】
　本開示の別の態様は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信
し、独立リンクの各々に対して、独立リンク用のそれぞれの電力制御情報を通信するため
のコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体
を提供する。
【０４８０】
　いくつかの態様では、本開示は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(T
RP)との接続を確立することと、独立リンクのうちの少なくとも2つのためのアップリンク
サウンディングが並行して通信され得るかどうかを決定することと、決定に従って独立リ
ンクのうちの少なくとも2つにおいてアップリンクサウンディングを通信することとを含
む、通信のための方法を提供する。
【０４８１】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)との接続を確立し、独立リンクのうちの少なくとも2つのための
アップリンクサウンディングが並行して通信され得るかどうかを決定し、決定に従って独
立リンクのうちの少なくとも2つにおいてアップリンクサウンディングを通信するように
構成される。
【０４８２】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、複数の独立リ
ンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)との接続を確立するための手段と、独立リン
クのうちの少なくとも2つのためのアップリンクサウンディングが並行して通信され得る
かどうかを決定するための手段と、決定に従って独立リンクのうちの少なくとも2つにお
いてアップリンクサウンディングを通信するための手段とを含む。
【０４８３】
　本開示の別の態様は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)との接
続を確立し、独立リンクのうちの少なくとも2つのためのアップリンクサウンディングが
並行して通信され得るかどうかを決定し、決定に従って独立リンクのうちの少なくとも2
つにおいてアップリンクサウンディングを通信するためのコードを含むコンピュータ実行
可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０４８４】
　いくつかの態様では、本開示は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(T
RP)と通信することと、独立リンクのうちの少なくとも2つのためのチャネルステータスフ
ィードバックが独立しているかどうかを決定することと、決定に従って独立リンクのため
のチャネルステータスフィードバックを通信することとを含む、通信のための方法を提供
する。
【０４８５】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)と通信し、独立リンクのうちの少なくとも2つのためのチャネル
ステータスフィードバックが独立しているかどうかを決定し、決定に従って独立リンクの
ためのチャネルステータスフィードバックを通信するように構成される。
【０４８６】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、複数の独立リ
ンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信するための手段と、独立リンクのうち
の少なくとも2つのためのチャネルステータスフィードバックが独立しているかどうかを
決定するための手段と、決定に従って独立リンクのためのチャネルステータスフィードバ
ックを通信するための手段とを含む。
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【０４８７】
　本開示の別の態様は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信
し、独立リンクのうちの少なくとも2つのためのチャネルステータスフィードバックが独
立しているかどうかを決定し、決定に従って独立リンクのためのチャネルステータスフィ
ードバックを通信するためのコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する、非一
時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０４８８】
　いくつかの態様では、本開示は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(T
RP)と通信することと、独立リンクのグループの独立リンクのうちの1つを介してグループ
用のビーム切替え情報を通信することとを含む、通信のための方法を提供する。
【０４８９】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)と通信し、独立リンクのグループの独立リンクのうちの1つを介
してグループ用のビーム切替え情報を通信するように構成される。
【０４９０】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、複数の独立リ
ンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信するための手段と、独立リンクのグル
ープの独立リンクのうちの1つを介してグループ用のビーム切替え情報を通信するための
手段とを含む。
【０４９１】
　本開示の別の態様は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信
し、独立リンクのグループの独立リンクのうちの1つを介してグループ用のビーム切替え
情報を通信するためのコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時的コ
ンピュータ可読媒体を提供する。
【０４９２】
　いくつかの態様では、本開示は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(T
RP)と通信することと、独立リンクごとに独立してビーム切替え情報を通信することとを
含む、通信のための方法を提供する。
【０４９３】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)と通信し、独立リンクごとに独立してビーム切替え情報を通信
するように構成される。
【０４９４】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、複数の独立リ
ンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信するための手段と、独立リンクごとに
独立してビーム切替え情報を通信するための手段とを含む。
【０４９５】
　本開示の別の態様は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信
し、独立リンクごとに独立してビーム切替え情報を通信するためのコードを含むコンピュ
ータ実行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０４９６】
　いくつかの態様では、本開示は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(T
RP)と通信することと、独立リンクのうちの第2の独立リンクを介して、独立リンクのうち
の第1の独立リンクのためのビーム回復を実行することとを含む、通信のための方法を提
供する。
【０４９７】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、複数の独立リンクを介して複数
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の送信受信ポイント(TRP)と通信し、独立リンクのうちの第2の独立リンクを介して、独立
リンクのうちの第1の独立リンクのためのビーム回復を実行するように構成される。
【０４９８】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、複数の独立リ
ンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信するための手段と、独立リンクのうち
の第2の独立リンクを介して、独立リンクのうちの第1の独立リンクのためのビーム回復を
実行するための手段とを含む。
【０４９９】
　本開示の別の態様は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信
し、独立リンクのうちの第2の独立リンクを介して、独立リンクのうちの第1の独立リンク
のためのビーム回復を実行するためのコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶す
る、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０５００】
　いくつかの態様では、本開示は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(T
RP)と通信することと、独立リンクごとに独立してビーム回復を実行することとを含む、
通信のための方法を提供する。
【０５０１】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)と通信し、独立リンクごとに独立してビーム回復を実行するよ
うに構成される。
【０５０２】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、複数の独立リ
ンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信するための手段と、独立リンクごとに
独立してビーム回復を実行するための手段とを含む。
【０５０３】
　本開示の別の態様は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信
し、独立リンクごとに独立してビーム回復を実行するためのコードを含むコンピュータ実
行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０５０４】
　いくつかの態様では、本開示は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(T
RP)と通信すること、独立リンクのグループに対するリンク測定を実施することと、グル
ープに対するリンク測定値に基づいてハンドオフイベントをトリガすることとを含む、通
信のための方法を提供する。
【０５０５】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)と通信し、独立リンクのグループに対するリンク測定を実施し
、グループに対するリンク測定値に基づいてハンドオフイベントをトリガするように構成
される。
【０５０６】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、複数の独立リ
ンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信するための手段と、独立リンクのグル
ープに対するリンク測定を実施するための手段と、グループに対するリンク測定値に基づ
いてハンドオフイベントをトリガするための手段とを含む。
【０５０７】
　本開示の別の態様は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信
し、独立リンクのグループに対するリンク測定を実施し、グループに対するリンク測定値
に基づいてハンドオフイベントをトリガするためのコードを含むコンピュータ実行可能コ
ードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
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【０５０８】
　いくつかの態様では、本開示は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(T
RP)と通信することと、独立リンクごとに独立してリンク測定を実施することと、独立リ
ンクごとに、独立リンクに対するリンク測定値に基づいて、独立リンクに対するハンドオ
フイベントを独立してトリガすることとを含む、通信のための方法を提供する。
【０５０９】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)と通信し、独立リンクごとに独立してリンク測定を実施し、独
立リンクごとに、独立リンクに対するリンク測定値に基づいて、独立リンクに対するハン
ドオフイベントを独立してトリガするように構成される。
【０５１０】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、複数の独立リ
ンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信するための手段と、独立リンクごとに
独立してリンク測定を実施するための手段と、独立リンクごとに、独立リンクに対するリ
ンク測定値に基づいて、独立リンクに対するハンドオフイベントを独立してトリガするた
めの手段とを含む。
【０５１１】
　本開示の別の態様は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信
し、独立リンクごとに独立してリンク測定を実施し、独立リンクごとに、独立リンクに対
するリンク測定値に基づいて、独立リンクに対するハンドオフイベントを独立してトリガ
するためのコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ
可読媒体を提供する。
【０５１２】
　いくつかの態様では、本開示は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(T
RP)と通信することと、複数の独立リンクが機能しなくなったことを決定することと、複
数の独立リンクの障害の表示を通信することとを含む、通信のための方法を提供する。
【０５１３】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)と通信し、複数の独立リンクが機能しなくなったことを決定し
、複数の独立リンクの障害の表示を通信するように構成される。
【０５１４】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、複数の独立リ
ンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信するための手段と、複数の独立リンク
が機能しなくなったことを決定するための手段と、複数の独立リンクの障害の表示を通信
するための手段とを含む。
【０５１５】
　本開示の別の態様は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)と通信
し、複数の独立リンクが機能しなくなったことを決定し、複数の独立リンクの障害の表示
を通信するためのコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時的コンピ
ュータ可読媒体を提供する。
【０５１６】
　いくつかの態様では、本開示は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(T
RP)との接続を確立することと、独立リンクのうちの少なくとも1つのための保護部分を識
別することと、保護部分に関連する周波数リソースのサブセットに対して、独立リンクの
うちの少なくとも1つの他の独立リンクにおける送信を制限することとを含む、通信のた
めの方法を提供する。
【０５１７】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
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構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、複数の独立リンクを介して複数
の送信受信ポイント(TRP)との接続を確立し、独立リンクのうちの少なくとも1つのための
保護部分を識別し、保護部分に関連する周波数リソースのサブセットに対して、独立リン
クのうちの少なくとも1つの他の独立リンクにおける送信を制限するように構成される。
【０５１８】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、複数の独立リ
ンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)との接続を確立するための手段と、独立リン
クのうちの少なくとも1つのための保護部分を識別するための手段と、保護部分に関連す
る周波数リソースのサブセットに対して、独立リンクのうちの少なくとも1つの他の独立
リンクにおける送信を制限するための手段とを含む。
【０５１９】
　本開示の別の態様は、複数の独立リンクを介して複数の送信受信ポイント(TRP)との接
続を確立し、独立リンクのうちの少なくとも1つのための保護部分を識別し、保護部分に
関連する周波数リソースのサブセットに対して、独立リンクのうちの少なくとも1つの他
の独立リンクにおける送信を制限するためのコードを含むコンピュータ実行可能コードを
記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０５２０】
　いくつかの態様では、本開示は、第1の送信受信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間
に第1のリンクを確立することと、第1のリンクを介して第1のトランスポートブロックを
通信することと、第2のTRPとUEとの間に確立された第2のリンクを介した第2のトランスポ
ートブロックの通信をサポートするための情報を、第1のリンクを介して通信することと
を含む、通信のための方法を提供し、第1のトランスポートブロックは、第2のトランスポ
ートブロックから独立している。
【０５２１】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1の送信受信ポイント(TRP)と
ユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立し、第1のリンクを介して第1のトランスポー
トブロックを通信し、第2のTRPとUEとの間に確立された第2のリンクを介した第2のトラン
スポートブロックの通信をサポートするための情報を、第1のリンクを介して通信するよ
うに構成され、第1のトランスポートブロックは、第2のトランスポートブロックから独立
している。
【０５２２】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1の送信受
信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立するための手段と、第1の
リンクを介して第1のトランスポートブロックを通信するための手段と、第2のTRPとUEと
の間に確立された第2のリンクを介した第2のトランスポートブロックの通信をサポートす
るための情報を、第1のリンクを介して通信するための手段とを含み、第1のトランスポー
トブロックは、第2のトランスポートブロックから独立している。
【０５２３】
　本開示の別の態様は、第1の送信受信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間に第1のリ
ンクを確立し、第1のリンクを介して第1のトランスポートブロックを通信し、第2のTRPと
UEとの間に確立された第2のリンクを介した第2のトランスポートブロックの通信をサポー
トするための情報を、第1のリンクを介して通信するためのコードを含むコンピュータ実
行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供し、第1のトランスポー
トブロックは、第2のトランスポートブロックから独立している。
【０５２４】
　いくつかの態様では、本開示は、第1の送信受信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間
に第1のリンクを確立することと、複数のTRPとの通信のためにUEによって使用される独立
リンクのグループ用のチャネル感知パラメータを、第1のリンクを介して通信することと
を含む、通信のための方法を提供する。
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【０５２５】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1の送信受信ポイント(TRP)と
ユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立し、複数のTRPとの通信のためにUEによって使
用される独立リンクのグループ用のチャネル感知パラメータを、第1のリンクを介して通
信するように構成される。
【０５２６】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1の送信受
信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立するための手段と、複数の
TRPとの通信のためにUEによって使用される独立リンクのグループ用のチャネル感知パラ
メータを、第1のリンクを介して通信するための手段とを含む。
【０５２７】
　本開示の別の態様は、第1の送信受信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間に第1のリ
ンクを確立し、複数のTRPとの通信のためにUEによって使用される独立リンクのグループ
用のチャネル感知パラメータを、第1のリンクを介して通信するためのコードを含むコン
ピュータ実行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０５２８】
　いくつかの態様では、本開示は、第1の送信受信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間
に第1のリンクを確立することと、複数のTRPとの通信のためにUEによって使用される独立
リンクのグループ用の制御情報を、第1のリンクを介して通信することとを含む、通信の
ための方法を提供する。
【０５２９】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1の送信受信ポイント(TRP)と
ユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立し、複数のTRPとの通信のためにUEによって使
用される独立リンクのグループ用の制御情報を、第1のリンクを介して通信するように構
成される。
【０５３０】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1の送信受
信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立するための手段と、複数の
TRPとの通信のためにUEによって使用される独立リンクのグループ用の制御情報を、第1の
リンクを介して通信するための手段とを含む。
【０５３１】
　本開示の別の態様は、第1の送信受信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間に第1のリ
ンクを確立し、複数のTRPとの通信のためにUEによって使用される独立リンクのグループ
用の制御情報を、第1のリンクを介して通信するためのコードを含むコンピュータ実行可
能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０５３２】
　いくつかの態様では、本開示は、ユーザ機器によって使用される少なくとも2つの独立
リンクにおける通信が、特定のシンボル時間にわたって異なる方向であり得るかどうかを
決定することと、決定に従って少なくとも2つの独立リンクにおいて通信することとを含
む、通信のための方法を提供する。
【０５３３】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、ユーザ機器によって使用される
少なくとも2つの独立リンクにおける通信が、特定のシンボル時間にわたって異なる方向
であり得るかどうかを決定し、決定に従って少なくとも2つの独立リンクにおいて通信す
るように構成される。
【０５３４】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、ユーザ機器に
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よって使用される少なくとも2つの独立リンクにおける通信が、特定のシンボル時間にわ
たって異なる方向であり得るかどうかを決定するための手段と、決定に従って少なくとも
2つの独立リンクにおいて通信するための手段とを含む。
【０５３５】
　本開示の別の態様は、ユーザ機器によって使用される少なくとも2つの独立リンクにお
ける通信が、特定のシンボル時間にわたって異なる方向であり得るかどうかを決定し、決
定に従って少なくとも2つの独立リンクにおいて通信するためのコードを含むコンピュー
タ実行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０５３６】
　いくつかの態様では、本開示は、第1のリンクを介してユーザ機器(UE)と通信すること
と、UEがそれを用いて第2のTRPと通信し得る第2のリンクの表示を、第1のリンクを介して
通信することとを含む、通信のための方法を提供し、第1のリンクは、第2のリンクから独
立している。
【０５３７】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1のリンクを介してユーザ機
器(UE)と通信し、UEがそれを用いて第2のTRPと通信し得る第2のリンクの表示を、第1のリ
ンクを介して通信するように構成され、第1のリンクは、第2のリンクから独立している。
【０５３８】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1のリンク
を介してユーザ機器(UE)と通信するための手段と、UEがそれを用いて第2のTRPと通信し得
る第2のリンクの表示を、第1のリンクを介して通信するための手段とを含み、第1のリン
クは、第2のリンクから独立している。
【０５３９】
　本開示の別の態様は、第1のリンクを介してユーザ機器(UE)と通信し、UEがそれを用い
て第2のTRPと通信し得る第2のリンクの表示を、第1のリンクを介して通信するためのコー
ドを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供
し、第1のリンクは、第2のリンクから独立している。
【０５４０】
　いくつかの態様では、本開示は、第1の送信受信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間
に第1のリンクを確立することと、複数のTRPとの通信のためにUEによって使用される独立
リンクのグループのためのフィードバック情報を、第1のリンクのためのフィードバック
チャネルを介して通信することとを含む、通信のための方法を提供する。
【０５４１】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1の送信受信ポイント(TRP)と
ユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立し、複数のTRPとの通信のためにUEによって使
用される独立リンクのグループのためのフィードバック情報を、第1のリンクのためのフ
ィードバックチャネルを介して通信するように構成される。
【０５４２】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1の送信受
信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立するための手段と、複数の
TRPとの通信のためにUEによって使用される独立リンクのグループのためのフィードバッ
ク情報を、第1のリンクのためのフィードバックチャネルを介して通信するための手段と
を含む。
【０５４３】
　本開示の別の態様は、第1の送信受信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間に第1のリ
ンクを確立し、複数のTRPとの通信のためにUEによって使用される独立リンクのグループ
のためのフィードバック情報を、第1のリンクのためのフィードバックチャネルを介して
通信するためのコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時的コンピュ
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ータ可読媒体を提供する。
【０５４４】
　いくつかの態様では、本開示は、第1の送信受信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間
に第1のリンクを確立することと、複数のTRPとの通信のためにUEによって使用される独立
リンクのグループ用の電力制御情報を、第1のリンクを介して通信することとを含む、通
信のための方法を提供する。
【０５４５】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1の送信受信ポイント(TRP)と
ユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立し、複数のTRPとの通信のためにUEによって使
用される独立リンクのグループ用の電力制御情報を、第1のリンクを介して通信するよう
に構成される。
【０５４６】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1の送信受
信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立するための手段と、複数の
TRPとの通信のためにUEによって使用される独立リンクのグループ用の電力制御情報を、
第1のリンクを介して通信するための手段とを含む。
【０５４７】
　本開示の別の態様は、第1の送信受信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間に第1のリ
ンクを確立し、複数のTRPとの通信のためにUEによって使用される独立リンクのグループ
用の電力制御情報を、第1のリンクを介して通信するためのコードを含むコンピュータ実
行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０５４８】
　いくつかの態様では、本開示は、複数の送信受信ポイント(TRP)と通信するためにユー
ザ機器(UE)によって使用される少なくとも2つの独立リンクのためのアップリンクサウン
ディングが、並行して通信され得るかどうかを決定することと、決定に従って独立リンク
のうちの少なくとも2つにおいてアップリンクサウンディングを通信することとを含む、
通信のための方法を提供する。
【０５４９】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、複数の送信受信ポイント(TRP)
と通信するためにユーザ機器(UE)によって使用される少なくとも2つの独立リンクのため
のアップリンクサウンディングが、並行して通信され得るかどうかを決定し、決定に従っ
て独立リンクのうちの少なくとも2つにおいてアップリンクサウンディングを通信するよ
うに構成される。
【０５５０】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、複数の送信受
信ポイント(TRP)と通信するためにユーザ機器(UE)によって使用される少なくとも2つの独
立リンクのためのアップリンクサウンディングが、並行して通信され得るかどうかを決定
するための手段と、決定に従って独立リンクのうちの少なくとも2つにおいてアップリン
クサウンディングを通信するための手段とを含む。
【０５５１】
　本開示の別の態様は、複数の送信受信ポイント(TRP)と通信するためにユーザ機器(UE)
によって使用される少なくとも2つの独立リンクのためのアップリンクサウンディングが
、並行して通信され得るかどうかを決定し、決定に従って独立リンクのうちの少なくとも
2つにおいてアップリンクサウンディングを通信するためのコードを含むコンピュータ実
行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０５５２】
　いくつかの態様では、本開示は、第1の送信受信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間
に第1のリンクを確立することと、複数のTRPとの通信のためにUEによって使用される独立
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リンクのグループ用のビーム切替え情報を、第1のリンクを介して通信することとを含む
、通信のための方法を提供する。
【０５５３】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1の送信受信ポイント(TRP)と
ユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立し、複数のTRPとの通信のためにUEによって使
用される独立リンクのグループ用のビーム切替え情報を、第1のリンクを介して通信する
ように構成される。
【０５５４】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1の送信受
信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立するための手段と、複数の
TRPとの通信のためにUEによって使用される独立リンクのグループ用のビーム切替え情報
を、第1のリンクを介して通信するための手段とを含む。
【０５５５】
　本開示の別の態様は、第1の送信受信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間に第1のリ
ンクを確立し、複数のTRPとの通信のためにUEによって使用される独立リンクのグループ
用のビーム切替え情報を、第1のリンクを介して通信するためのコードを含むコンピュー
タ実行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０５５６】
　いくつかの態様では、本開示は、第1の送信受信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間
に第1のリンクを確立することと、第2のTRPと通信するためにUEによって使用される第2の
リンクに対するビーム回復情報を、第1のリンクを介して通信することとを含む、通信の
ための方法を提供する。
【０５５７】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1の送信受信ポイント(TRP)と
ユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立し、第2のTRPと通信するためにUEによって使
用される第2のリンクに対するビーム回復情報を、第1のリンクを介して通信するように構
成される。
【０５５８】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1の送信受
信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立するための手段と、第2のT
RPと通信するためにUEによって使用される第2のリンクに対するビーム回復情報を、第1の
リンクを介して通信するための手段とを含む。
【０５５９】
　本開示の別の態様は、第1の送信受信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間に第1のリ
ンクを確立し、第2のTRPと通信するためにUEによって使用される第2のリンクに対するビ
ーム回復情報を、第1のリンクを介して通信するためのコードを含むコンピュータ実行可
能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０５６０】
　いくつかの態様では、本開示は、ユーザ機器(UE)によって使用される独立リンクのグル
ープを識別することと、グループに対するリンク測定値に基づいてハンドオフイベントを
トリガするための表示をUEへ送信することとを含む、通信のための方法を提供する。
【０５６１】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、ユーザ機器(UE)によって使用さ
れる独立リンクのグループを識別し、グループに対するリンク測定値に基づいてハンドオ
フイベントをトリガするための表示をUEへ送信するように構成される。
【０５６２】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、ユーザ機器(U
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E)によって使用される独立リンクのグループを識別するための手段と、グループに対する
リンク測定値に基づいてハンドオフイベントをトリガするための表示をUEへ送信するため
の手段とを含む。
【０５６３】
　本開示の別の態様は、ユーザ機器(UE)によって使用される独立リンクのグループを識別
し、グループに対するリンク測定値に基づいてハンドオフイベントをトリガするための表
示をUEへ送信するためのコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時的
コンピュータ可読媒体を提供する。
【０５６４】
　いくつかの態様では、本開示は、第1の送信受信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間
に第1のリンクを確立することと、複数のTRPとの通信のためにUEによって使用される複数
の独立リンクの障害の表示を、第1のリンクを介して通信することとを含む、通信のため
の方法を提供する。
【０５６５】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1の送信受信ポイント(TRP)と
ユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立し、複数のTRPとの通信のためにUEによって使
用される複数の独立リンクの障害の表示を、第1のリンクを介して通信するように構成さ
れる。
【０５６６】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1の送信受
信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立するための手段と、複数の
TRPとの通信のためにUEによって使用される複数の独立リンクの障害の表示を、第1のリン
クを介して通信するための手段とを含む。
【０５６７】
　本開示の別の態様は、第1の送信受信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間に第1のリ
ンクを確立し、複数のTRPとの通信のためにUEによって使用される複数の独立リンクの障
害の表示を、第1のリンクを介して通信するためのコードを含むコンピュータ実行可能コ
ードを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０５６８】
　いくつかの態様では、本開示は、第1の送信受信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間
に第1のリンクを確立することと、複数のTRPとの通信のためにUEによって使用される少な
くとも1つの独立リンクのための保護部分を識別することと、保護部分に関連する周波数
リソースのサブセットに対して、第1のリンクにおける送信を制限することとを含む、通
信のための方法を提供する。
【０５６９】
　本開示の別の態様は、メモリとメモリに結合されたプロセッサとを含む、通信のために
構成された装置を提供する。プロセッサおよびメモリは、第1の送信受信ポイント(TRP)と
ユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立し、複数のTRPとの通信のためにUEによって使
用される少なくとも1つの独立リンクのための保護部分を識別し、保護部分に関連する周
波数リソースのサブセットに対して、第1のリンクにおける送信を制限するように構成さ
れる。
【０５７０】
　本開示の別の態様は、通信のために構成された装置を提供する。装置は、第1の送信受
信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間に第1のリンクを確立するための手段と、複数の
TRPとの通信のためにUEによって使用される少なくとも1つの独立リンクのための保護部分
を識別するための手段と、保護部分に関連する周波数リソースのサブセットに対して、第
1のリンクにおける送信を制限するための手段とを含む。
【０５７１】
　本開示の別の態様は、第1の送信受信ポイント(TRP)とユーザ機器(UE)との間に第1のリ
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ンクを確立し、複数のTRPとの通信のためにUEによって使用される少なくとも1つの独立リ
ンクのための保護部分を識別し、保護部分に関連する周波数リソースのサブセットに対し
て、第1のリンクにおける送信を制限するためのコードを含むコンピュータ実行可能コー
ドを記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０５７２】
《他の態様》
　本明細書に記載した例は、本開示のいくつかの概念を例示するために提供される。これ
らは本質的に例示にすぎず、他の例が本開示および添付の請求項の範囲内に収まり得るこ
とを当業者は理解するであろう。本明細書の教示に基づいて、本明細書で開示する態様が
任意の他の態様から独立して実装されてよく、これらの態様のうちの2つ以上が様々な方
法で組み合わせられてよいことを、当業者は諒解されたい。たとえば、本明細書に記載す
る任意の数の態様を使用して、装置が実装されてよく、または方法が実践されてよい。加
えて、本明細書に記載する態様のうちの1つまたは複数に加えて、またはそれ以外に、他
の構造、機能、または構造および機能を使用して、そのような装置が実装されてよく、ま
たはそのような方法が実践されてよい。
【０５７３】
　当業者が容易に諒解するように、本開示全体にわたって説明した様々な態様は、任意の
好適な電気通信システム、ネットワークアーキテクチャ、および通信規格に拡張され得る
。例として、様々な態様は、まだ規定されていない規格によって記載されるものを含めて
、ワイドエリアネットワーク、ピアツーピアネットワーク、ローカルエリアネットワーク
、他の好適なシステム、またはそれらの任意の組合せに適用され得る。
【０５７４】
　多くの態様が、たとえば、コンピューティングデバイスの要素によって実行されるべき
一連のアクションに関して説明される。本明細書で説明した様々なアクションが、特定の
回路、たとえば、中央処理装置(CPU)、グラフィックス処理ユニット(GPU)、デジタル信号
プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲートアレ
イ(FPGA)、または様々な他のタイプの汎用もしくは専用のプロセッサもしくは回路によっ
て、1つまたは複数のプロセッサによって実行されるプログラム命令によって、あるいは
両方の組合せによって実行され得ることが認識されよう。追加として、本明細書で説明し
たこれらの一連のアクションは、実行されると、関連するプロセッサに本明細書で説明し
た機能を実行させることになるコンピュータ命令の対応するセットを記憶した任意の形態
のコンピュータ可読記憶媒体内で完全に具現化されるものと見なされ得る。したがって、
本開示の様々な態様は、そのすべてが特許請求される主題の範囲内に入ることが企図され
ているいくつかの異なる形態で具現化され得る。加えて、本明細書で説明した態様の各々
に対して、任意のそのような態様の対応する形態は、本明細書では、たとえば、説明した
アクションを実行する「ように構成された論理」として説明されることがある。
【０５７５】
　情報および信号が様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表されてよいこと
を、当業者は諒解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及されることがある
データ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流
、電磁波、磁場もしくは磁性粒子、光場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せ
によって表されてよい。
【０５７６】
　さらに、本明細書で開示する態様に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジ
ュール、回路、およびアルゴリズムステップが、電子ハードウェア、コンピュータソフト
ウェア、または両方の組合せとして実装されてよいことを、当業者は諒解されよう。ハー
ドウェアとソフトウェアとのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、
ブロック、モジュール、回路、およびステップが、上記では概してそれらの機能に関して
説明されている。そのような機能がハードウェアとして実装されるのか、それともソフト
ウェアとして実装されるのかは、特定の適用例および全体的なシステムに課される設計制
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約によって決まる。当業者は、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得
るが、そのような実装決定は、本開示の範囲からの逸脱を引き起こすものと解釈されるべ
きではない。
【０５７７】
　上記に示す構成要素、ステップ、特徴、および/または機能のうちの1つまたは複数は、
再構成されてよく、かつ/または単一の構成要素、ステップ、特徴、もしくは機能の中に
組み合わせられてよく、あるいはいくつかの構成要素、ステップ、または機能において具
現化されてよい。本明細書で開示する新規の特徴から逸脱することなく、追加の要素、構
成要素、ステップ、および/または機能も、追加されてよい。上記に示す装置、デバイス
、および/または構成要素は、本明細書で説明した方法、特徴、またはステップの1つまた
は複数を実行するように構成され得る。本明細書で説明した新規のアルゴリズムはまた、
ソフトウェアに効率的に実装されてよく、かつ/またはハードウェアに組み込まれてよい
。
【０５７８】
　開示する方法におけるステップの特定の順序または階層が、例示的なプロセスの例示で
あることを理解されたい。設計選好に基づいて、方法におけるステップの特定の順序また
は階層が再構成されてよいことが理解される。添付の方法の請求項は、様々なステップの
要素を例示的な順序で提示したものであり、請求項において特に記載されていない限り、
提示された特定の順序または階層に限定されることを意図するものではない。
【０５７９】
　本明細書で開示する態様に関して説明した方法、シーケンス、またはアルゴリズムは、
直接ハードウェアにおいて、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールにお
いて、またはそれら2つの組合せにおいて具現化され得る。ソフトウェアモジュールは、R
AMメモリ、フラッシュメモリ、ROMメモリ、EPROMメモリ、EEPROMメモリ、レジスタ、ハー
ドディスク、リムーバブルディスク、CD-ROM、または当技術分野で知られている任意の他
の形態の記憶媒体の中に存在し得る。記憶媒体の一例は、プロセッサが、記憶媒体から情
報を読み取ることができ記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセッサに結
合される。代替として、記憶媒体は、プロセッサと一体であってよい。
【０５８０】
　「例示的」という語は、本明細書では「例、事例、または例示として働くこと」を意味
するために使用される。本明細書で「例示的」と説明した任意の態様は、必ずしも他の態
様よりも好ましいかまたは有利であると解釈されるべきではない。同様に、「態様」とい
う用語は、すべての態様が説明した特徴、利点、または動作モードを含むことを必要とし
ない。
【０５８１】
　本明細書で使用する用語は、特定の態様のみを説明することを目的としており、態様を
限定するものではない。本明細書で使用する単数形「a」、「an」、および「the」は、文
脈が別段に明確に示さない限り、複数形も含むものとする。「備える(comprises)」、「
備えること(comprising)」、「含む(includes)」、または「含むこと(including)」とい
う用語は、本明細書で使用するとき、記載された特徴、整数、ステップ、動作、要素、ま
たは構成要素の存在を明示するが、1つまたは複数の他の特徴、整数、ステップ、動作、
要素、構成要素、またはそれらのグループの存在または追加を除外しないことが、さらに
理解されよう。その上、「または」という語は、ブール演算子「OR」と同じ意味を有し、
すなわち、「いずれか」および「両方」の可能性を包含し、別段に明記されていない限り
、「排他的論理和」(「XOR」)に限定されないことが理解される。2つの隣接する語の間の
記号「/」は、別段に明記されていない限り、「または」と同じ意味を有することも理解
される。その上、「～に接続される」、「～に結合される」、または「～と通信している
」などの句は、別段に明記されていない限り、直接接続に限定されない。
【０５８２】
　本明細書において「第1の」、「第2の」などの呼称を使用する、要素へのいかなる言及
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も、一般に、それらの要素の数量または順序を限定しない。むしろ、これらの呼称は、本
明細書では、2つ以上の要素または要素のインスタンスを区別する便利な方法として使用
されることがある。したがって、第1の要素および第2の要素への言及は、そこで2つの要
素だけが使用され得ること、または第1の要素が何らかの形で第2の要素に先行しなければ
ならないことを意味しない。また、別段に記載されていない限り、要素のセットは1つま
たは複数の要素を備えることがある。加えて、説明または請求項において使用される「a
、b、またはcのうちの少なくとも1つ」または「a、b、c、またはこれらの任意の組合せ」
という形態の用語は、「aまたはbまたはcまたはこれらの要素の任意の組合せ」を意味す
る。たとえば、この用語は、a、またはb、またはc、またはaおよびb、またはaおよびc、
またはaおよびbおよびc、または2a、または2b、または2c、または2aおよびbなどを含むこ
とがある。
【０５８３】
　本明細書で使用する「決定すること」という用語は、多種多様なアクションを包含する
。たとえば、「決定すること」は、計算すること、算出すること、処理すること、導出す
ること、調査すること、ルックアップすること(たとえば、テーブル、データベース、ま
たは別のデータ構造においてルックアップすること)、確認することなどを含んでよい。
また、「決定すること」は、受信すること(たとえば、情報を受信すること)、アクセスす
ること(たとえば、メモリの中のデータにアクセスすること)などを含んでよい。また、「
決定すること」は、解決すること、選択すること、選ぶこと、確立することなどを含んで
よい。
【０５８４】
　上記の開示は例示的な態様を示すが、添付の特許請求の範囲から逸脱することなく、本
明細書において様々な変更および修正が加えられ得ることに留意されたい。本明細書で説
明する態様による方法クレームの機能、ステップ、またはアクションは、別段に明記され
ていない限り、いかなる特定の順序で実行される必要もない。さらに、要素は、単数形で
説明または請求されることがあるが、単数形への限定が明示的に記載されていない限り、
複数形が企図される。
【符号の説明】
【０５８５】
　　100　ワイヤレス通信システム
　　102　第1のユーザ機器
　　104　第2のユーザ機器
　　106　送信受信ポイント
　　108　コアネットワーク
　　110　インターネットサービスプロバイダ
　　112　デバイス間リンク
　　114　送信受信ポイント
　　116　マルチリンクシグナリングのためのモジュール
　　202　ユーザ機器
　　204～206　送信受信ポイント
　　208～210　独立リンク
　　212　第1のトランスポートブロックプロセス
　　214　第2のトランスポートブロックプロセス
　　216　ネットワークエンティティ
　　218　直接通信リンク
　　302　ミリ波UE
　　304　第1のミリ波TRP
　　306　第2のミリ波TRP
　　314　第1のビームフォーミング方向
　　316　第2のビームフォーミング方向
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　　402　中間周波数/ベースバンドチェーン
　　404　無線周波数チェーン
　　406　アンテナ素子
　　408　トランスポートブロックプロセス
　　502　ダイポールアンテナ
　　504　パッチアンテナ
　　712～718　チャネル感知
　　812～818　制御情報管理
　　822　第1のリンク制御情報
　　912～918　リンク割振り
　　1012～1018　電力制御
　　1112～1118　チャネル状態フィードバック制御
　　1212～1218　ビーム制御
　　1222　第1のリンクビーム情報
　　1312～1318　イベント制御
　　1400　装置
　　1402　通信インターフェース
　　1404　記憶媒体
　　1406　ユーザインターフェース
　　1408　メモリデバイス
　　1410　処理回路
　　1412　アンテナ
　　1414　送信機
　　1416　受信機
　　1418　リンク情報
【図１】 【図２】
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